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特
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巨
大
災
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│
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
│

A

巨大災害
─東日本大震災から10年─
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東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
間
も
な
く

10
年
を
迎
え
る
。
震
災
の
死
者
・
行
方
不

明
者
は
令
和
2
年
12
月
10
日
現
在
で
1
万

８
４
２
６
人
に
上
る
。
震
災
後
の
心
身
の

不
調
な
ど
を
原
因
と
す
る
震
災
関
連
死
も

同
年
12
月
25
日
現
在
３
７
６
７
人
に
達
し

て
い
る
。
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
長
い
揺

れ
、
テ
レ
ビ
で
流
れ
る
黒
々
と
し
た
津
波

の
映
像
、
東
京
電
力
福
島
第
1
原
発
の
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
。
肌
身
で
感
じ
た「
こ
の
国

が
滅
ぶ
」
と
い
う
恐
怖
や
衝
撃
は
、
被
災

地
以
外
に
住
む
者
に
と
っ
て
は
、
10
年
と

い
う
時
の
流
れ
や
個
人
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
と
と
も
に
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
10
年
後
、
震
災
後
に
生
ま
れ

た
世
代
が
市
町
村
の
現
場
で
働
き
始
め
る

時
代
を
迎
え
る
よ
う
に
な
る
。
北
海
道
で

も
巨
大
地
震
や
津
波
災
害
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
な
か
、
完
膚
無
き
ま
で
に
叩
き
の

め
さ
れ
た
マ
チ
を
ど
の
よ
う
に
再
建
し
て

い
っ
た
の
か
。
北
海
道
に
と
っ
て
は
一
衣

帯
水
の
地
で
あ
る
東
北
各
地
の
被
災
地
で

撮
影
し
た
、
風
景
の
移
り
変
わ
り
を
通
じ

て
考
え
て
み
た
い
。

　
─
そ
し
て
、
震
災
の
犠
牲
に
な
っ
た
多

く
の
方
々
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
い
─
。

特
集
◉

巨
大
災
害
─
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

点
描·被
災
地

東
日
本
大
震
災 

2
0
1
1
─

2
0
2
0

巨大津波で破壊された岩手県陸前高田市の消防庁舎（2011 年 4月）
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防潮堤と遺構保存エリアの整備が進む沿岸部（2020 年 9月）

盛り土された造成地
で再建が進む市街
地。写真中央手前
の「米沢商会」だけ
が保存されている
（2020 年 9月）

市街地の再建
に向けて盛り土
が本格化
（2013 年 9月）

災害遺構として保存される公営住宅を盛り土が囲む（2013 年 9月）
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岩
手
県 

陸
前
高
田
市 

─
15
㍍
級
の
津
波
で
中
心
市
街
地
全
域
が
水
没
─

高さ15㍍の津波で破壊された陸前高田市の中心部。写真右上 2棟目に「米沢商会」が見える（2011 年 4月）

津波で多数の避難者が犠牲になった市民体育館（2011 年 4月）

施設解体を前に犠牲者の冥福を祈る職員（2012 年 9月）

大量の瓦礫は復旧・復興の妨げに（2012 年 9月）
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岩
手
県 

山
田
町 

─
津
波
火
災
の
脅
威
─

津波と火災で焼け野原となった山田町中心部（2011 年 4月）

防波堤が破壊された船越漁港で捜索が続く（2011 年 5月） ホールに整然と並ぶ大量の支援物資（2011 年 5月）

新しい防波堤が市街地を守る（2020 年 9月）

市街地の再建が進む山田町
中心部（2020 年 9月）
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岩
手
県 

宮
古
市 

─
防
潮
堤
を
越
え
た
津
波
─

田老漁港北側の高台に整備された住宅地（2020 年 9月）

第 1防波堤付近は防災学習の場に（2020 年 9月）

田老漁港では巨大な新堤防の建設が進む（2020 年 9月）

標高 30㍍近い斜面に打ち上げられた軽トラック（2011 年 5月）

10㍍の高さがある第 1防波堤を乗り越えた津波は市街地を破壊（2011 年 5月）

海寄りの第 2防波堤は完全に破壊された（2011 年 5月）
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復興祈念公園から見た防災対策庁舎（2020 年 9月）

複数の職員が犠牲になった防災対策庁舎（2011 年 4月） 冠水したままの市街地中心部（2011 年 4月）

防災対策庁舎を囲うように橋や堤防の整備が進む（2019 年 9月）

追悼スペースが設けられた復興祈念公園（2020 年 9月）

宮
城
県 

南
三
陸
町 

─
防
災
対
策
庁
舎
を
保
存
─

08PRACTICE   2021  Winter

岩
手
県 

大
槌
町 

─
多
数
の
職
員
が
被
災
─

津波で建物に乗り上げた観光船「はまゆり」（2011 年 4月）

多数の町職員が被災した役場庁舎（2012 年 9月）

観光船「はまゆり」が乗り上げた
建物が残る。周辺では住宅の
高台移転が進んだ（2012年 9月）

震災後に迎えた初盆。墓石は倒れたままだ（2011 年 8月）

役場跡地には犠牲者を慰める地蔵が
（2020 年 11 月）
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破壊された墓石を手入れする住民も（2011 年 4月）住宅地にあった墓地では津波に倒された墓石が散乱（2011 年 4月）

住宅の基礎だけが残る津波浸水地域には草が生い茂る（2012 年 9月） 草むらには花や風ぐるまが供えられていた
（2012 年 9月）

壊れたままの墓石に供花が
（2012 年 9月）

破壊された墓地は元の場所に再建（2020 年 9月） 盛り土造成地に整備された市街地。6階建ての災害復興住宅は避難ビルに（2020 年 9月）

宮
城
県 

名
取
市 

─
平
野
を
襲
っ
た
津
波
─

津波に巻き込まれた桜は遅咲きの花をつけた（2011 年 4月）

海に面した高台「日和山」は津波
犠牲者を弔う場に（2011 年 4月）

多数の住宅が基礎だけを残して津波に運び去られた（2011 年 4月）

漁業施設も大きな被害を受けた（2011 年 4月）

平野部でも津波は大きな破壊力を見せた（2011 年 4月）
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福
島
県 

─
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
─

フェンスで封鎖された帰還困難区域（2020 年 9月、大熊町）福島第 1原発の排気筒が見える請戸漁港では復旧工事が進む
（2020 年 9月、浪江町）

除染作業を経て営農再開の準備が進む
（2020 年 9月、南相馬市）

植物に覆われる公営住宅が、この土地の苦悩を物語る
（2020 年 9月、双葉町）

原発事故の影響で取り残されたままの住宅と消防車両
（2012 年 9月、南相馬市）

津波の瓦礫が水没したままの農地（2012 年 9月、南相馬市）
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津波に破壊され基礎から転倒した3階建てのビル（2011 年 4月）

津波に破壊されたJR女川駅（2011 年 4月）

山寄りに移転して再建されたJR女川駅（2020 年 9月） 観光客で賑わう商業施設シーパルピア女川（2020 年 9月）

震災遺構として保存された旧女川交番（2020 年 9月）

宮
城
県 

女
川
町 

─
建
物
を
転
倒
さ
せ
た
津
波
─



を
も
た
ら
す
想
定
地
震
の
再
検
討
の
た
め

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
け
ま
し

た
。
道
総
研
地
質
研
究
所
（
当
時
）
が
実

施
し
た
津
波
堆
積
物
調
査
の
結
果
を
分
析

し
、
道
内
ほ
ぼ
全
域
を
対
象
に
津
波
想
定

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
2
年
7

月
に
は
、
内
閣
府
が
公
表
し
た
新
た
な
想

定
を
検
証
す
る
「
津
波
浸
水
想
定
設
定

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
私

は
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
く
津
波
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
想
定
に
基
づ
き
、
道
は
詳
細
な
浸

水
想
定
の
検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で
、

令
和
3
年
中
に
は
「
ど
の
よ
う
な
被
害
が

ど
の
程
度
起
こ
り
得
る
の
か
」
と
い
う
こ

と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

津
波
到
達
時
間
が
短
い
日
本
海

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
日
本
海

沿
岸
は
、
海
底
の
活
断
層
が
陸
地
近
く
を

走
っ
て
い
る
た
め
、
大
地
震
発
生
直
後
に

か
な
り
の
規
模
の
津
波
が
襲
来
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
平

成
5
年
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
（
Ｍ
7
・

8
）
で
は
、
奥
尻
島
の
す
ぐ
側
を
走
る
海

底
断
層
が
活
動
し
、
揺
れ
が
続
い
て
い
る

間
に
津
波
が
到
達
し
た
と
の
証
言
も
あ
る

ほ
ど
で
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
避
難
す
る

時
間
が
全
く
無
い
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り

得
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
海
側
は
、
大
地

震
の
発
生
頻
度
が
太
平
洋
側
よ
り
格
段
に

低
く
、
発
生
の
間
隔
も
長
い
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
日
本
海
と
太
平
洋
を
比
較
す
る

と
、
大
地
震
の
発
生
確
率
が
圧
倒
的
に
高

い
の
は
太
平
洋
で
す
。
し
か
も
、
太
平
洋

岸
で
は
、
道
東
か
ら
道
南
ま
で
の
広
い
範

囲
に
被
害
が
及
び
ま
す
。
太
平
洋
岸
に

は
、
釧
路
市
の
よ
う
に
高
低
差
が
少
な
い

平
地
で
多
く
の
住
民
が
生
活
し
て
い
る
地

域
が
多
く
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
沿
岸
に
つ
い
て
は
、
斜
里
町
な
ど
一
部

の
地
域
を
除
い
て
、
津
波
の
危
険
度
は
相

対
的
に
低
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
震
津
波
対
策
の
格
差
是
正
を

　

十
勝
・
根
室
沖
の
千
島
海
溝
で
は
、
太

平
洋
プ
レ
ー
ト
が
年
間
8
㌢
の
速
さ
で
沈

み
込
ん
で
い
ま
す
。
北
海
道
大
学
の
地
震

火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
、
千
島
海
溝
南
部
の
十
勝
・
根
室

沖
に
3
カ
所
の
海
底
基
準
局
を
設
け
、
地

震
を
引
き
起
こ
す
歪
み
の
蓄
積
を
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
（
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
）
で
観
測
し
て

い
ま
す
。
海
底
基
準
局
の
動
き
を
把
握
す

る
こ
と
で
歪
み
の
蓄
積
状
況
が
明
ら
か
に

な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
本
来
で
あ

れ
ば
、
国
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
べ
き

観
測
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
7
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
（
阪

神
・
淡
路
大
震
災
）
を
教
訓
に
、
政
府
は

地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
を
制
定
し
、

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
を
設
け
ま
し

た
。
14
年
に
は
、
東
南
海
・
南
海
ト
ラ
フ

地
震
を
想
定
し
た
特
措
法
が
制
定
さ
れ
、

想
定
震
源
域
の
海
底
調
査
を
は
じ
め
、
避

難
計
画
の
策
定
や
避
難
路
整
備
な
ど
を
国

費
で
進
め
て
い
ま
す
。
25
年
に
は
首
都
直

下
型
地
震
対
策
に
関
す
る
特
措
法
も
加
わ

り
、
観
測
施
設
整
備
や
地
震
発
生
時
に
お

け
る
首
都
中
枢
機
能
の
維
持
に
必
要
な
対

策
や
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
北
海
道
沖
で
“
切
迫
”
し

て
い
る
は
ず
の
巨
大
地
震
に
対
す
る
国
の

動
き
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下

型
地
震
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
ま
す
。
平
成

16
年
に
は
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺

海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
議
員
立
法

で
制
定
さ
れ
、
条
文
上
は
対
策
を
推
進
す

る
上
で
、
国
が
財
政
上
・
金
融
上
の
配
慮

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
レ

ベ
ル
で
の
支
援
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

地
震
・
津
波
対
策
は
、
国
民
の
生
命
財

産
を
守
る
上
で
は
、
安
全
保
障
上
の
問
題

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
国
の
責
任
に
お
い

て
、
最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
全
国
ど
こ

で
も
同
水
準
で
整
備
す
べ
き
で
す
。

全
国
各
地
で
進
む
津
波
対
策

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
被
災
が
想
定
さ
れ

て
い
る
地
域
で
は
、
積
極
的
な
津
波
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
知
県
は
平
成

28
年
に
室
戸
市
で
坑
道
式
の
避
難
シ
ェ
ル

タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。
三
重
県
大
紀
町

は
24
年
、
集
会
所
な
ど
の
機
能
を
併
設
し

た
高
さ
約
24
㍍
の
屋
内
式
避
難
タ
ワ
ー
を

建
設
し
ま
し
た
。
和
歌
山
県
串
本
町
の
有

田
地
区
で
は
、
町
が
整
備
し
た
避
難
階
段

よ
り
も
、
さ
ら
に
上
に
避
難
し
よ
う
と

「
手
作
り
の
避
難
路
」
を
、
地
元
の
自
主

防
災
組
織
が
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

三
重
、
和
歌
山
、
徳
島
、
高
知
な
ど
の

各
県
は
、
特
措
法
に
よ
り
国
の
補
助
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
県
や
市

町
村
が
積
極
的
に
ハ
ー
ド
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。
高
知
県
は
独
自
に
市
町
村
に
対

す
る
補
助
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
平
成
23
年
に
「
津
波
防
災
地
域
づ
く

り
法
」
が
施
行
さ
れ
る
と
、
津
波
対
策
が

進
ん
で
い
な
か
っ
た
日
本
海
側
で
も
、
津

波
浸
水
区
域
の
想
定
や
津
波
災
害
警
戒
区

域
の
指
定
、
推
進
計
画
の
策
定
作
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。
道
内
で
も
昨
年
1
月
ま
で

に
日
本
海
に
面
す
る
36
市
町
村
の
う
ち
、

28
市
町
村
が
警
戒
区
域
を
指
定
し
ま
し
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切
迫
す
る
巨
大
地
震
・
津
波

　

内
閣
府
は
昨
年
4
月
、
千
島
海
溝
・
日

本
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
モ
デ
ル
に
関
す

る
暫
定
的
な
想
定
を
公
表
し
ま
し
た
。
想

定
は
、
十
勝
・
根
室
沖
の
千
島
海
溝
で
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
9
・
3
、
三
陸
・

日
高
沖
の
日
本
海
溝
で
Ｍ
9
・
1
の
巨
大

地
震
が
発
生
し
、
巨
大
な
津
波
が
北
海
道

か
ら
東
北
の
沿
岸
を
襲
う
と
推
計
し
ま
し

た
。
過
去
に
巨
大
地
震
・
津
波
が
発
生
し

た
間
隔
な
ど
を
考
慮
し
て
「
い
ず
れ
の
領

域
も
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
の
発
生
が
切

迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
」
と
し
、
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

千
島
海
溝
の
巨
大
地
震
で
は
、
厚
岸
町

付
近
で
震
度
7
、
釧
路
市
、
根
室
市
、
青

森
県
や
岩
手
県
の
一
部
で
震
度
6
強
の
揺

れ
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
地
震
に
伴
い
Ｍ

9
・
0
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東

日
本
大
震
災
）
の
よ
う
な
、
広
域
的
な
津

波
災
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
根
室

市
か
ら
函
館
市
の
太
平
洋
岸
、
最
悪
の
場

合
は
、
三
陸
北
部
ま
で
津
波
が
達
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
最
大
津
波
高
は
、
え
り

も
町
27
・
9
㍍
、
釧
路
町
27
・
3
㍍
、
広

尾
町
26
・
1
㍍
に
達
し
ま
す
。
津
波
第
一

波
の
到
達
時
間
は
、
十
勝
・
釧
路
・
根
室

管
内
や
襟
裳
岬
付
近
で
20
分
、
浦
河
町
や

苫
小
牧
市
で
40
分
、
伊
達
市
か
ら
函
館
市

で
は
60
分
程
度
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
想
定
は
、
過
去
6
千
年
分
の
地

層
に
挟
ま
れ
て
い
る
津
波
堆
積
物
を
、
地

震
・
津
波
・
火
山
の
研
究
者
で
構
成
す
る

検
討
会
が
分
析
し
て
導
き
出
し
た
結
果
で

す
。
十
勝
か
ら
根
室
管
内
に
か
け
て
の
太

平
洋
岸
で
は
、
12
〜
13
世
紀
と
17
世
紀
に

千
島
海
溝
で
発
生
し
た
巨
大
地
震
に
伴
い

巨
大
な
津
波
が
発
生
し
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
新
た
な
想
定
は
、
こ
の
領
域

で
発
生
す
る
巨
大
地
震
・
津
波
の
発
生
間

隔
を
３
０
０
〜
４
０
０
年
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
高
管
内
以
西
か
ら
岩
手
県

沿
岸
で
は
、
12
〜
13
世
紀
や
１
６
１
１
年

の
慶
長
三
陸
地
震
に
伴
う
巨
大
津
波
の
痕

跡
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
切
迫
と
い
う

言
葉
に
込
め
た
危
機
感
に
は
、
研
究
者
と

し
て
十
分
な
説
得
力
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
巨
大
地
震
は
１
０
０
年
後
に
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
明
日
起

こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
内
に
新
た
な
想
定
公
表
へ

　

道
防
災
会
議
の
地
震
火
山
対
策
部
会
に

は
「
地
震
専
門
委
員
会
」
と
い
う
組
織
が

あ
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受

け
、
平
成
23
年
に
「
北
海
道
に
津
波
被
害

　
令
和
2
年
4
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
、
千
島
海
溝
や
東
北
北
部
沖
の
日
本
海
溝

を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
の
新
た
な
想
定
は
、
東
日
本
大
震
災
級
の
津
波
災
害
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。
道
内
市
町
村
は
重
大
な
危
機
に
ど
う
立
ち
向
か
う
べ
き
な
の
か
。

北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
附
属

地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
教
授

高た
か

橋は
し 

浩ひ
ろ

晃あ
き 

さ
ん

3
・
11
の
教
訓
─
次
な
る
災
害
へ
の
備
え
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❶

切
迫
す
る
巨
大
地
震
・
津
波
災
害

オ
ー
ル
北
海
道
で
危
機
に
備
え
を

平
成
10
年
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
地
球
惑
星
科
学
専
攻
博
士
課
程
（
理
学
）
修
了
。
29
年
か

ら
現
職
。
東
京
大
学
地
震
研
究
所
地
震
・
火
山
噴
火
予
知
研
究
協
議
会
戦
略
室
員
な
ど
を
務
め
る
。
26

年
か
ら
北
海
道
防
災
会
議
地
震
火
山
対
策
部
会
地
震
専
門
委
員
。
札
幌
市
出
身
。
49
歳
。
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即
応
性
を
持
っ
た
初
動
対
処

　

北
部
方
面
隊
に
は
現
在
、
第
2
師
団

（
司
令
部
・
旭
川
市
）、
第
7
師
団
（
同
・

千
歳
市
）、
第
5
旅
団
（
同
・
帯
広
市
）、

第
11
旅
団
（
同
・
札
幌
市
）
と
い
う
4
つ

の
作
戦
基
本
部
隊
が
あ
り
、
国
土
防
衛
作

戦
や
災
害
派
遣
な
ど
を
担
任
す
る
警
備
区

域
を
割
り
振
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
4
個

の
師
・
旅
団
は
、
隷
下
の
連
隊
・
大
隊
な

ど
に
警
備
隊
区
を
指
定
し
、
主
に
中
隊
単

位
で
担
任
市
町
村
を
定
め
て
い
ま
す
。
災

害
時
の
初
動
段
階
で
は
、
被
災
地
に
比
較

的
近
く
、
土
地
勘
も
あ
る
地
元
の
隊
区
部

隊
が
人
命
救
助
を
第
一
義
と
す
る
災
害
派

遣
活
動
の
中
心
を
担
い
ま
す
。
北
海
道
は

地
震
・
津
波
以
外
に
も
、
火
山
噴
火
や
風

水
害
、
登
山
や
山
菜
採
り
に
伴
う
行
方
不

明
者
捜
索
な
ど
、
災
害
派
遣
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
部
隊
は
市
町

村
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご

支
援
の
も
と
、
良
好
な
関
係
を
構
築
し
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
7
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
は
、
県
庁
の
被
災
な
ど
も
あ
り
、
自

衛
隊
に
対
す
る
派
遣
要
請
が
遅
れ
、
す
ぐ

に
部
隊
が
出
動
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
緊
急
を
要
し
、
要
請

を
待
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
の
要
請
前
で

あ
っ
て
も
、
部
隊
を
派
遣
で
き
る
よ
う
基

準
が
明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
体

が
機
能
し
て
い
な
い
よ
う
な
状
況
で
は
、

こ
の
「
自
主
派
遣
」
の
枠
組
み
に
よ
り
、

自
衛
隊
の
判
断
で
災
害
派
遣
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
震
度
6
弱
以

上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
1
時

間
以
内
に
出
動
可
能
な
即
応
態
勢
を
取
っ

て
い
る
初
動
対
処
部
隊
（
フ
ァ
ス
ト
・

フ
ォ
ー
ス
）や
連
絡
幹
部（
Ｌ
Ｏ
）
を
被
災

地
域
に
派
遣
し
て
、
速
や
か
に
情
報
収
集

や
人
命
救
助
な
ど
の
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

道
東
沖
巨
大
地
震
へ
の
備
え

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
全
国
規
模
の
増

援
が
必
要
と
な
る
首
都
直
下
型
地
震
や
南

海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
対
処
計
画
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
北
部
方
面
隊
は
、
道

東
沖
巨
大
地
震
や
札
幌
直
下
型
地
震
、
北

海
道
電
力
泊
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
想

定
し
た
対
処
計
画
を
整
備
し
て
お
り
、
実

動
訓
練
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
図
上
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
計

画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
国
の
機
関

や
道
・
市
町
村
と
の
共
同
訓
練
を
通
じ
て

計
画
の
内
容
を
検
証
し
、
成
果
を
逐
次
反

映
し
て
い
く
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

道
東
沖
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
・
津

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
庁
舎
の
被
災
や
通
信
の
途
絶
で
行
政
機
能
が
深
刻
な
打
撃

を
受
け
た
。
大
規
模
災
害
に
備
え
る
陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
隊
は
、
被
災
市
町
村
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
「
提
案
型
の
災
害
派
遣
」
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
総
監
部
幕
僚
長
　
陸
将
補

上う
え

田だ 

和か
ず

幹ま
さ 

さ
ん

3
・
11
の
教
訓
─
次
な
る
災
害
へ
の
備
え
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❷

提
案
型
の
災
害
派
遣
で

被
災
市
町
村
を
支
援
す
る

平
成
３
年
防
大
卒
（
35
期
）、
幹
部
候
補
生
学
校
を
経
て
第
５
後
方
支
援
連
隊
（
帯
広
市
）。
６
年
ル
ワ

ン
ダ
難
民
救
援
隊
給
水
班
長
（
第
２
師
団
付
）、
21
年
相
浦
駐
屯
地
業
務
隊
長
、
26
年
第
２
後
方
支
援
連

隊
長
（
旭
川
市
）、
28
年
７
月
北
部
方
面
総
監
部
幕
僚
副
長
（
札
幌
市
）
な
ど
を
経
て
、
30
年
３
月
需
品

学
校
長
兼
松
戸
駐
屯
地
司
令
。
令
和
２
年
８
月
か
ら
現
職
。
鹿
児
島
県
出
身
。
51
歳
。
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た
。
蘭
越
町
は
本
年
度
、
国
の
防
災
・
安

全
交
付
金
を
活
用
し
た
「
都
市
防
災
総
合

推
進
事
業
」
に
よ
り
、
尻
別
川
河
口
付
近

で
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
建
設
し
て
い
ま
す
。　

神
恵
内
村
が
建
設
中
の
新
庁
舎
は
、
津
波

避
難
ビ
ル
の
構
造
と
機
能
を
有
し
て
お

り
、
今
年
5
月
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東
北
の
市

町
村
で
は
、
防
潮
堤
整
備
に
対
す
る
対
応

が
分
か
れ
ま
し
た
。
堤
防
で
海
が
見
え
な

く
な
っ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。
防
潮
堤
を

整
備
し
な
い
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
堤
防

の
か
さ
上
げ
に
対
し
て
「
津
波
を
押
さ
え

込
め
る
は
ず
が
な
い
」
と
の
批
判
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
想
定
を
超
え
た
津
波
に

襲
わ
れ
た
と
し
て
も
、
わ
ず
か
で
も
避
難

の
時
間
を
稼
げ
る
の
な
ら
、
建
設
の
意
義

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
対
策

を
決
め
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
防
災
の
視
点

　

平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
震
災
と
23
年

の
東
日
本
大
震
災
は
時
代
背
景
に
大
き
な

違
い
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
人
口
減
少
で

す
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
国

の
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
な
ど
を
活
用

し
、
被
災
集
落
の
高
台
移
転
や
市
街
地
の

土
地
区
画
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
整

備
さ
れ
た
宅
地
の
8
割
が
使
わ
れ
て
い
な

い
現
状
も
あ
り
ま
す
。
被
災
市
町
村
は
復

興
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
年
単
位
の
時
間
を
要
し
、
そ
の
間
に

住
民
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
道
内
で

同
じ
よ
う
な
大
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
市

町
村
が
消
滅
す
る
事
態
が
起
こ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
唯
一
の
解
決
法
は
事
前
に
対

策
を
考
え
て
お
く
こ
と
で
す
。
平
時
か
ら

市
町
村
の
基
本
政
策
に
防
災
対
策
や
津
波

対
策
を
入
れ
込
ん
で
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
防
災
対
策
あ
る
い
は
災
害
か
ら
の
復

興
は
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
で
す
。

　

第
二
の
違
い
は
財
政
の
悪
化
で
す
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
潤
沢
な
予
算
を
投
入
す
る

余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
生
命
を
救

う
に
は
最
低
限
、
避
難
で
き
る
場
所
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大

規
模
な
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
よ
う
な
、
専

用
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
こ
と
は
得
策

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
北
海
道
に
は
厳
寒
期

が
あ
り
ま
す
。
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
公

共
施
設
を
改
築
す
る
際
は
、
高
層
化
に
よ

り
、
津
波
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す
る
と

と
も
に
、
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
避
難
所

機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
市

町
村
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
あ
り
、
防

災
分
野
だ
け
に
資
源
を
集
中
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
近
年
は
「
事
前
復
興
」
と

い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
市
町
村
が
取
り
組
む
事
務
事
業
の

中
に
、
防
災
・
減
災
の
視
点
を
薄
く
広
く

取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
オ
ー
ル
北
海
道
」で
対
策
を

　

津
波
災
害
へ
の
意
識
は
、
市
町
村
間
で

温
度
差
が
あ
り
ま
す
。
内
陸
の
市
町
村
は

無
関
係
と
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
巨

大
な
津
波
が
襲
来
す
れ
ば
、
港
湾
は
使
用

不
能
に
な
り
ま
す
。
北
海
道
の
物
流
の
8

割
を
海
運
が
支
え
て
い
ま
す
。
道
外
と
の

物
流
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
道
民
の
生
活
は
危

機
的
状
況
に
陥
り
ま
す
。
物
が
入
っ
て
来

な
い
。
北
海
道
か
ら
物
を
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
農
林
水
産
業
な
ど
地
域
の

基
幹
産
業
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
す
。

道
内
の
石
油
在
庫
は
、
ガ
ソ
リ
ン
が
半
月

分
、
灯
油
は
1
カ
月
分
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
巨
大
地
震
・
津
波
が
発
生
す
れ
ば
、

道
内
の
ガ
ソ
リ
ン
は
た
ち
ま
ち
枯
渇
す
る

で
し
ょ
う
。
発
電
機
が
あ
っ
て
も
燃
料
の

供
給
が
途
絶
え
ま
す
。
暖
房
用
の
燃
料
を

大
量
に
消
費
す
る
冬
季
に
津
波
災
害
が
発

生
す
れ
ば
、
多
く
の
道
民
が
生
命
の
危
機

に
瀕
し
ま
す
。
平
成
30
年
の
胆
振
東
部
地

震
で
は
、
札
幌
で
ガ
ソ
リ
ン
が
無
く
な
り

ま
し
た
。
2
日
間
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

（
大
規
模
停
電
）
で
店
頭
か
ら
品
物
が
消

え
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
長
い
行
列
が

で
き
ま
し
た
。
全
道
規
模
で
道
路
網
が
寸

断
さ
れ
た
訳
で
も
、
道
内
の
製
油
所
が
破

壊
さ
れ
た
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
の
最
大
の
弱
点
は
「
島
」
で
あ

る
こ
と
で
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
内

陸
の
東
北
自
動
車
道
が
生
き
て
お
り
、
全

国
か
ら
自
衛
隊
や
警
察
・
消
防
な
ど
の
救

援
部
隊
が
駆
け
付
け
、
膨
大
な
救
援
物
資

も
届
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
仙
台
市
周
辺

は
、
約
1
カ
月
に
わ
た
り
、
石
油
製
品
の

枯
渇
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
港
湾
の
復
旧

に
は
数
カ
月
、
下
手
を
す
る
と
年
単
位
の

時
間
を
要
し
ま
す
。

　

北
海
道
の
イ
ン
フ
ラ
は
こ
う
し
た
脆
弱

性
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
意
識
す
べ
き
で

す
。
津
波
対
策
は
、
北
海
道
全
体
の
問
題

と
捉
え
、
内
陸
の
市
町
村
も
危
機
感
を
共

有
し
、
沿
岸
市
町
村
を
支
援
す
る
姿
勢
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
発

生
直
後
は
、
今
の
よ
う
な
最
大
規
模
の
津

波
想
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は

ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
得
る
の
か
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
巨
大
地
震
・
津
波
の

“
切
迫
”
は
、
北
海
道
の
強
靭
化
を
訴
え

る
好
機
で
す
。
い
ま
取
組
を
始
め
な
け
れ

ば
、
10
年
後
に
は
誰
も
手
を
付
け
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
市
町
村
は
、
道
や
開

発
局
と
一
丸
と
な
っ
て
、
そ
の
機
運
を
盛

り
上
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
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た
対
処
計
画
を
整
備
し
、
首
長
、
管
理

職
、
一
般
職
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

で
訓
練
を
積
み
重
ね
、
課
題
や
問
題
点
を

洗
い
出
し
な
が
ら
、
常
に
計
画
の
磨
き
上

げ
に
努
め
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

道
内
の
市
町
村
で
は
現
在
、
道
内
勤
務

経
験
者
を
中
心
に
約
70
人
の
退
職
自
衛
官

が
防
災
監
や
危
機
管
理
監
と
し
て
採
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
約
30
年
に
わ
た
る
現
役
時

代
に
培
っ
た
危
機
管
理
能
力
や
部
隊
指
揮

な
ど
の
経
験
を
活
か
し
て
、
市
町
村
の
現

場
で
防
災
計
画
の
策
定
や
防
災
訓
練
の
企

画
運
営
な
ど
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
災
害

発
生
時
は
、
市
町
村
と
自
衛
隊
と
の
連
絡

調
整
を
担
っ
て
お
り
、
胆
振
東
部
地
震
で

も
各
地
域
で
活
躍
し
ま
し
た
。
市
町
村
が

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
能
力
を

理
解
し
、
本
音
で
物
が
言
い
合
え
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
自
衛
官
は
市
町
村

職
員
や
企
業
の
皆
さ
ん
よ
り
も
早
く
に
定

年
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
能
力
と
経
験
を

還
元
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
絶
好
の
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
自
治
体
に

　

陸
上
自
衛
隊
の
基
本
任
務
は
、
国
土
防

衛
に
あ
り
ま
す
。
災
害
派
遣
を
専
門
に
訓

練
し
て
い
る
部
隊
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
土

防
衛
作
戦
に
必
要
な
機
能
や
装
備
を
災
害

派
遣
に
活
か
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
北
部
方
面
隊
は
、
隊
員

の
健
康
管
理
や
防
疫
、
さ
ら
に
化
学
剤
や

生
物
剤
な
ど
に
備
え
る
特
殊
武
器
防
護
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
軽
症
者
や
無
症
状

者
を
対
象
と
す
る
宿
泊
療
養
施
設
の
運
営

に
携
わ
る
自
治
体
職
員
や
事
業
者
へ
の
教

育
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

私
は
令
和
2
年
8
月
ま
で
、
陸
上
自
衛

隊
需
品
学
校
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
陸

自
に
は
16
の
職
種
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
需

品
科
は
糧
食
、
燃
料
、
被
服
な
ど
の
補
給

や
整
備
、
給
水
、
入
浴
、
洗
濯
な
ど
、
部

隊
の
衣
食
住
に
ま
つ
わ
る
兵
站
（
後
方
支

援
）
機
能
を
担
い
ま
す
。
災
害
派
遣
で
は

被
災
者
支
援
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
機
能

で
す
。
需
品
学
校
は
、
千
葉
県
の
松
戸
駐

屯
地
に
あ
り
、
幹
部
や
陸
曹
の
専
門
教
育

を
担
い
な
が
ら
、
松
戸
市
な
ど
8
市
を
災

害
隊
区
と
し
て
い
ま
す
。
首
都
圏
で
は
近

年
、
首
都
直
下
型
地
震
に
対
す
る
危
機
感

が
高
ま
っ
て
お
り
、
市
町
村
に
よ
る
自
衛

隊
Ｏ
Ｂ
の
採
用
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
7
月
豪
雨
で
は
、
熊
本
地
震

で
被
災
し
た
市
町
村
が
再
び
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
被
災
地
に
出
動
し
た
需

品
学
校
の
部
隊
を
視
察
し
た
際
、
市
町
村

と
防
災
関
係
機
関
の
連
携
に
目
を
見
張
り

ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
経
験
や
教
訓
が
活

か
さ
れ
、
自
治
体
の
意
思
決
定
が
と
て
も

早
い
と
感
じ
ま
し
た
。
甚
大
な
被
害
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
は
約

1
カ
月
の
短
期
間
で
終
結
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
現
地
で
は
「
後
は
自
分
た
ち

の
力
で
住
民
を
守
る
」
と
い
う
自
治
体
の

プ
ラ
イ
ド
を
実
感
し
ま
し
た
。
何
度
も
災

害
を
経
験
し
、
そ
の
教
訓
を
次
の
災
害
に

つ
な
げ
て
い
く
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
県
や
市
町
村
は
確
実
に
強
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
時
、
北
部
方
面
総
監
部
の

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
北
海
道
に
な
り
ま

す
。
道
は
本
庁
舎
地
下
に
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
を
有
し
て
お
り
、
北
海
道
沖
の
海
溝

型
地
震
に
備
え
た
災
害
対
策
本
部
指
揮
室

の
設
置
訓
練
を
は
じ
め
、
道
総
合
防
災
訓

練
、
北
電
泊
原
発
の
事
故
を
想
定
し
た
原

子
力
防
災
訓
練
な
ど
に
北
部
方
面
隊
も
参

加
し
、
道
や
市
町
村
と
連
携
し
て
訓
練
や

事
後
検
証
に
取
り
組
む
な
ど
、
連
携
は
非

常
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
重
要
性

　

陸
上
自
衛
隊
は
北
海
道
に
多
く
の
部
隊

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
師
団
の
旅
団
化
な

ど
の
改
編
を
経
て
き
ま
し
た
が
、
北
部
方

面
隊
の
規
模
は
冷
戦
終
了
後
も
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
理
由
と
し
て
、
恵
ま

れ
た
訓
練
環
境
と
道
民
の
皆
さ
ん
の
深
い

理
解
が
あ
り
ま
す
。
補
職
と
し
て
は
4
度

目
の
北
海
道
勤
務
で
す
が
、
自
治
体
と
の

関
係
は
最
も
良
好
な
地
域
と
感
じ
ま
す
。

　

道
内
に
は
、
北
海
道
大
演
習
場
や
矢
臼

別
演
習
場
な
ど
、
多
数
の
演
習
場
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
重
要
な
訓
練
基
盤
で

あ
る
演
習
場
を
「
道
場
」
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
面
積
に
す
る
と
全
国
の
約
半
分

の
演
習
場
が
道
内
に
あ
り
ま
す
。
道
内
に

あ
る
37
個
の
駐
・
分
屯
地
の
大
半
は
、
立

地
に
恵
ま
れ
、
災
害
発
生
時
も
迅
速
な
立

ち
上
が
り
が
可
能
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
や
ご
協
力
に

よ
り
、
生
地
（
演
習
場
以
外
の
地
形
）
を

活
用
し
た
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
の
方
面
隊
実
動
演
習
は
、
天
塩
町
な
ど

の
沿
岸
部
で
対
着
上
陸
作
戦
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
防
衛
省
・
自
衛
隊
は
「
防
衛

計
画
の
大
綱
」
な
ど
に
基
づ
き
、
南
西
方

面
を
重
視
し
た
部
隊
配
置
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
陸
自
に
と
っ
て
北
海
道
の
重
要
性

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
で
訓
練
を
積

み
上
げ
、
有
事
の
際
は
必
要
な
地
域
に
速

や
か
に
部
隊
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
北

部
方
面
隊
の
隊
員
に
と
っ
て
、
こ
の
地
で

し
っ
か
り
と
訓
練
を
積
み
上
げ
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
も
不
変
で
す
。

特集 巨大災害─東日本大震災から10年

19 No.34   PRACTICE

波
が
発
生
す
る
と
、
北
部
方
面
隊
は
「
日

本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
対

処
計
画
」
に
基
づ
い
て
部
隊
を
運
用
し
ま

す
。
発
災
直
後
は
、
道
東
の
防
衛
警
備
や

災
害
派
遣
を
担
任
す
る
第
5
旅
団
が
主
力

と
な
り
、
人
命
救
助
な
ど
の
初
期
の
救
援

活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
道
北
エ
リ

ア
か
ら
第
2
師
団
や
方
面
直
轄
部
隊
を
集

中
的
に
増
援
す
る
な
ど
、
北
部
方
面
隊
が

全
力
で
対
処
で
き
る
態
勢
を
取
り
ま
す
。

　

被
害
の
規
模
に
応
じ
て
、
本
州
な
ど
の

他
方
面
隊
や
海
・
空
自
衛
隊
と
も
連
携
し

て
、
全
国
か
ら
部
隊
を
集
中
し
ま
す
。
増

援
部
隊
の
展
開
に
は
、
複
数
の
交
通
路
や

空
港
・
港
湾
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
地
震
や
津
波
な
ど
で
被
災
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
北
部
方
面
隊
は
平
時

の
訓
練
や
地
誌
資
料
の
収
集
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
、
災
害
時
も
使
用
可
能

な
ル
ー
ト
を
把
握
し
、
迅
速
に
戦
力
を
投

入
す
る
態
勢
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

迅
速
な
戦
力
集
中
が
基
本

　

災
害
時
に
は
、
想
定
や
計
画
ど
お
り
に

事
が
進
ま
な
い
の
が
常
識
で
す
。
想
定
と

現
実
の
違
い
を
把
握
し
、
実
際
に
発
生
し

た
事
態
に
合
わ
せ
る
形
で
部
隊
運
用
を
変

え
て
い
き
ま
す
。
必
要
な
地
域
に
必
要
な

戦
力
を
迅
速
に
集
中
す
る
こ
と
は
、
部
隊

運
用
の
基
本
で
す
。
市
町
村
か
ら
の
情
報

や
初
動
対
処
部
隊
か
ら
の
報
告
な
ど
を
基

に
被
害
状
況
を
把
握
し
て
い
き
ま
す
が
、

中
に
は
全
く
情
報
が
得
ら
れ
な
い
市
町
村

も
出
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
で
は
、

甚
大
な
被
害
で
、
通
信
や
行
政
機
能
が
失

わ
れ
て
い
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
映
像
伝

送
装
置
を
搭
載
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
派

遣
し
、
上
空
か
ら
の
映
像
で
被
害
状
況
を

把
握
す
る
な
ど
の
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
獲
得
し
た
情
報
を

基
に
し
て
、
具
体
的
な
部
隊
の
運
用
構
想

を
決
め
て
い
き
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る
災

害
派
遣
で
蓄
積
し
て
き
た
経
験
値
を
活
か

し
、
必
要
と
な
る
隊
員
数
や
装
備
を
見
積

も
っ
て
い
き
ま
す
。
津
波
災
害
で
は
部
隊

が
進
出
す
る
た
め
の
道
路
が
水
没
し
た
り

す
る
た
め
、
海
路
で
部
隊
を
送
り
込
む
必

要
も
あ
り
ま
す
。
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
た
運
用
構
想
を

固
め
た
上
で
人
命
救
助
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
被
害
状
況
の
解
明
と
と
も

に
、
各
部
隊
が
担
任
す
る
エ
リ
ア
を
細
分

化
し
て
、
隊
員
や
装
備
の
密
度
を
高
め
て

い
き
ま
す
。
陸
上
自
衛
隊
は
国
土
防
衛
戦

を
基
本
と
す
る
教
育
訓
練
を
通
じ
て
、
常

に
変
化
す
る
状
況
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性

や
融
通
性
を
重
視
し
た
運
用
能
力
を
培
っ

て
い
ま
す
。

提
案
型
の
災
害
派
遣
活
動
へ

　

陸
上
自
衛
隊
に
と
っ
て
、
東
日
本
大
震

災
は
、
巨
大
地
震
・
巨
大
津
波
に
伴
う
大

規
模
震
災
派
遣
と
、
東
京
電
力
福
島
第
1

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
対
処
す
る
原
子

力
災
害
派
遣
と
い
う
二
正
面
作
戦
に
な
り

ま
し
た
。
大
規
模
震
災
派
遣
は
、
東
北
方

面
総
監
を
指
揮
官
と
す
る
陸
海
空
の
統
合

任
務
部
隊
を
初
め
て
編
成
し
、
人
命
救
助

や
応
急
復
旧
支
援
、
被
災
者
の
生
活
支
援

を
実
施
し
ま
し
た
。
原
子
力
災
害
派
遣
で

は
、
中
央
即
応
集
団
司
令
官
（
現
在
は
陸

上
総
隊
司
令
官
）
を
指
揮
官
と
し
、
統
合

運
用
に
よ
り
原
子
炉
冷
却
や
住
民
避
難
を

支
援
し
ま
し
た
。
広
域
か
つ
激
甚
な
災
害

に
対
処
す
る
た
め
に
訓
練
以
外
で
初
め
て

予
備
自
衛
官
や
即
応
予
備
自
衛
官
を
招
集

し
、
実
任
務
に
当
た
る
初
の
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
米
国
を
は
じ
め
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
や
タ
イ
な
ど
の
軍
に
よ
る
支
援

が
行
わ
れ
、
人
命
救
助
や
応
急
復
旧
で
大

き
な
成
果
を
残
す
特
徴
的
な
災
害
派
遣
と

な
り
ま
し
た
。
大
震
災
で
得
た
教
訓
は
、

そ
の
後
の
災
害
派
遣
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
で
地
方
自
治
体
と
自
衛
隊

を
含
む
防
災
関
係
機
関
の
連
携
強
化
が
進

み
ま
し
た
。
震
災
後
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
や
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で

は
、
政
府
主
導
で
、
不
足
が
予
想
さ
れ
る

生
活
物
資
を
後
方
支
援
拠
点
に
集
積
し

て
、
要
請
を
待
た
ず
に
被
災
市
町
村
の
前

線
に
押
し
出
し
て
い
く
「
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
」
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
、
自
衛
隊
も

陸
海
空
の
輸
送
力
を
活
か
し
、
物
資
の
集

積
や
被
災
地
へ
の
輸
送
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
甚
大
な
被
害
に

よ
り
、
行
政
機
能
が
著
し
く
低
下
し
た
市

町
村
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
は
大
型
台
風

や
豪
雨
が
頻
発
し
、
災
害
の
激
甚
化
が
顕

著
で
す
。
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
も
、
自
治

体
の
要
請
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
積
極
的

に
情
報
を
集
め
、
自
衛
隊
の
能
力
を
提
示

し
な
が
ら
支
援
を
調
整
す
る
「
提
案
型
の

災
害
派
遣
」
に
深
化
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
と
自
衛
隊
の
関
係

　

災
害
対
策
基
本
法
は
、
住
民
の
生
命
財

産
の
保
護
を
市
町
村
の
役
割
と
定
め
て
い

ま
す
。
大
規
模
災
害
の
発
生
時
、
市
町
村

が
主
体
と
な
り
、
自
衛
隊
の
能
力
を
積
極

的
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
自
衛

隊
を
含
む
防
災
関
係
機
関
と
市
町
村
と
の

連
携
強
化
が
重
要
で
す
。
お
互
い
の
能
力

を
知
り
、
経
験
を
共
有
し
、
連
絡
態
勢
や

相
談
が
で
き
る
態
勢
を
構
築
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
市
町
村
レ
ベ
ル
で
も
既

存
の
地
域
防
災
計
画
を
さ
ら
に
具
現
化
し
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分
か
ら
な
い
災
害
の
た
め
に
キ
ッ
チ
ン
バ

ス
を
導
入
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
す
。
道

の
防
災
総
合
訓
練
で
活
用
し
た
キ
ッ
チ
ン

バ
ス
は
、
道
内
各
地
の
観
光
や
イ
ベ
ン
ト

の
用
途
と
し
て
観
光
バ
ス
会
社
が
所
有
し

て
い
る
も
の
を
活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
お
祭
り
や
高
齢
者
の
集
い
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
絶
や
さ
ず
に
続
け
る
こ
と

で
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
に
使
え
る
鍋
や

釜
、
そ
れ
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
人
を
確

保
で
き
ま
す
。
財
政
が
厳
し
い
市
町
村
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
で
続
け
て
き

た
年
中
行
事
を
支
援
し
続
け
る
こ
と
は
、

災
害
時
の
自
助
・
共
助
を
支
え
る
上
で
も

重
要
な
取
組
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
在
宅
避
難

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

が
続
く
中
、
避
難
所
で
も
感
染
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
密
閉
・
密
集
・
密
接

の
「
3
密
」
を
作
ら
な
い
た
め
に
は
、
避

難
者
数
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
、
安
全
の

確
保
を
前
提
と
す
る
「
在
宅
避
難
」
も
選

択
肢
と
な
り
ま
す
。
津
波
や
土
砂
災
害
な

ど
逃
げ
る
べ
き
災
害
は
即
時
避
難
が
前
提

で
す
が
、
危
機
を
回
避
し
た
の
ち
在
宅
避

難
で
急
場
を
し
の
ぐ
と
い
う
意
識
に
シ
フ

ト
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
災
害
予
測
地
図
）
を
読
み
込
み
、
被
災

の
リ
ス
ク
を
判
断
で
き
る
力
の
増
幅
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
「
断
水
し
て
い
る
」「
ト
イ
レ
が
流
れ
な

い
」
と
い
う
だ
け
で
大
勢
の
住
民
が
殺
到

す
る
と
、
す
ぐ
に
避
難
所
の
収
容
能
力
を

超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
住
宅
損
壊
の
程
度

が
軽
く
、
飲
料
水
や
食
料
が
確
保
で
き
、

携
帯
ト
イ
レ
で
用
を
足
す
こ
と
が
で
き
る

な
ら
、
自
宅
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
を

待
つ
こ
と
も
選
択
す
べ
き
で
す
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
住
み
慣
れ
た
環
境

で
睡
眠
で
き
る
た
め
、
健
康
維
持
の
面
か

ら
も
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

ト
イ
レ
対
策
は
最
重
要
課
題

　

避
難
所
を
運
営
す
る
市
町
村
の
意
識
は

食
事
や
ベ
ッ
ド
に
向
き
、
ト
イ
レ
は
二
の

次
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
訓
練

時
に
は
、
避
難
所
の
水
洗
ト
イ
レ
を
普
段

通
り
使
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
携
帯

ト
イ
レ
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
も

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
「
汚
い

物
に
触
り
た
が
ら
な
い
」
と
い
う
日
本
人

の
特
性
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
幼
少
期
に

は
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
繰
り
返
し
訓
練
し

ま
す
が
、
成
人
に
な
る
と
マ
ナ
ー
を
忘
れ

て
し
ま
い
、
他
人
の
迷
惑
を
顧
み
ず
に
汚

し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
災
害
時

に
は
、
衛
生
環
境
の
悪
化
を
招
き
、
感
染

症
の
温
床
に
も
な
り
ま
す
。
避
難
所
運
営

訓
練
は
、
ト
イ
レ
の
訓
練
“
だ
け
”
を
き

ち
ん
と
実
施
す
れ
ば
、
そ
の
目
的
を
達
成

で
き
る
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
は
、
工
事
現
場
な
ど
で
使
わ

れ
て
い
る
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
と
い

う
市
町
村
が
大
多
数
で
す
が
、
老
若
男
女

が
集
ま
る
避
難
所
で
、
杖
や
車
椅
子
を
使

う
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
が
安
全
に
こ

の
ト
イ
レ
を
使
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
停

電
し
た
場
合
は
夜
間
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
明
か
り
だ
け
を
頼
り
に
ト
イ
レ
に
通
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
女
性
の
不
安
感

は
大
き
く
、
防
犯
上
の
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　

避
難
所
の
ト
イ
レ
は
男
女
を
し
っ
か
り

分
け
、
一
人
ひ
と
り
が
個
室
に
座
っ
て

ホ
ッ
と
で
き
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
で

あ
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
女
性
の
場

合
は
、
化
粧
な
ど
の
身
繕
い
の
場
と
し
て

の
機
能
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
平
時
か
ら
完

全
水
洗
で
汚
水
の
浄
化
も
自
己
完
結
で
き

る
コ
ン
テ
ナ
型
ト
イ
レ
を
公
園
や
道
の
駅

に
設
置
し
て
お
け
ば
、
災
害
時
に
必
要
な

場
所
に
牽
引
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

在
宅
避
難
で
も
ト
イ
レ
の
問
題
が
発
生

し
ま
す
。
停
電
や
断
水
で
水
洗
ト
イ
レ
は

使
用
不
能
に
な
り
ま
す
。
水
分
を
固
形
化

す
る
吸
水
性
ポ
リ
マ
ー
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
用
意
し
、
排
せ
つ
後
は
袋
を
縛
っ

て
お
く
。
1
人
当
た
り
1
日
5
回
、
1
週

間
で
35
回
の
排
せ
つ
を
す
る
と
し
て
、
4

人
家
族
で
は
１
４
０
回
分
の
備
蓄
が
必
要

で
す
。
市
町
村
の
防
災
訓
練
で
も
、
携
帯

ト
イ
レ
の
使
い
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
実

際
に
使
っ
て
み
る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し

ま
す
。
災
害
ご
み
と
し
て
使
用
済
み
携
帯

ト
イ
レ
の
回
収
や
処
理
方
法
を
平
時
か
ら

周
知
し
て
お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

職
員
の
過
労
死
や
自
殺
を
防
ぐ

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
被
災
市

町
村
職
員
が
、
発
災
直
後
か
ら
膨
大
な
業

務
に
追
わ
れ
、
長
期
間
に
わ
た
り
休
暇
も

取
れ
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
心
身
に

不
調
を
来
す
ケ
ー
ス
が
相
次
ぎ
、
自
ら
命

を
絶
っ
た
職
員
も
い
ま
す
。
過
去
の
災
害

だ
け
で
な
く
、
現
在
進
行
中
の
災
害
で

も
、
責
任
感
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
板
挟
み

で
苦
し
ん
で
い
る
職
員
が
数
多
く
い
ま
す
。

　

災
害
の
超
急
性
期
に
当
た
る
発
災
か
ら

1
カ
月
間
は
、
特
に
総
務
系
の
防
災
担
当

職
員
が
「
自
分
た
ち
は
休
ん
で
は
い
け
な

い
」
と
い
う
“
呪
縛
”
に
と
ら
わ
れ
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
避
難
所
で
避
難
者
か
ら

は
辛
い
言
葉
も
浴
び
せ
ら
れ
る
と
「
避
難

者
が
睡
眠
を
取
れ
て
い
な
い
の
に
自
分
た

ち
が
寝
て
ど
う
す
る
」
と
考
え
て
し
ま
い
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進
化
す
る
避
難
所
の
Ｔ
Ｋ
Ｂ

　

避
難
所
に
は
、
高
齢
者
や
疾
病
・
障
害

を
持
つ
住
民
、
災
害
で
住
宅
を
失
っ
た
人

た
ち
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、
一
人
ひ
と

り
の
「
頑
張
ろ
う
」「
生
き
よ
う
」
と
い

う
意
欲
を
支
え
る
拠
り
所
と
し
て
の
役
割

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
大
災

害
が
起
こ
る
た
び
に
「
計
画
が
絵
に
描
い

た
餅
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
」「
想
定
外

を
ど
う
や
っ
て
想
定
内
に
す
る
か
」
と
い

う
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
防
災
計
画
や
避

難
所
の
在
り
方
を
見
直
し
、
少
し
ず
つ
前

進
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
避
難
所
の
運
営

に
不
可
欠
な
「
Ｔ（
ト
イ
レ
）」「
Ｋ（
キ
ッ

チ
ン
＝
食
事
）」「
Ｂ（
ベ
ッ
ド
）」
は
、
多

く
の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
町

村
の
防
災
訓
練
で
も
取
組
が
進
む
な
ど
、

目
に
見
え
る
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
所
の
居
住

環
境
を
劇
的
に
改
善
す
る
「
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
被
災
市
町

村
の
要
請
を
待
た
ず
に
、
必
要
な
物
資
を

送
り
出
す
、
政
府
主
導
の
「
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援
」
の
対
象
物
資
に
も
選
定
さ
れ
、
胆

振
東
部
地
震
や
令
和
2
年
7
月
の
熊
本
豪

雨
災
害
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。
床
か
ら
の

冷
気
を
遮
断
し
、
体
温
を
保
持
す
る
性
質

の
あ
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
、
年
間
の
半

分
近
く
が
積
雪
・
寒
冷
期
の
北
海
道
で

は
、
避
難
者
の
生
命
と
健
康
を
守
る
必
須

ア
イ
テ
ム
で
す
。
私
た
ち
は
平
成
22
年
か

ら
厳
冬
期
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
試
行

錯
誤
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
暖
房
機
器

は
使
う
燃
料
と
動
力
に
見
合
っ
た
快
適
性

を
確
保
で
き
ず
、
準
備
と
配
置
、
稼
働
に

3
時
間
以
上
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
を
体

験
し
ま
し
た
。
道
は
既
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
を
避
難
所
運
営
資
材
と
し
て
標
準
化
し

て
お
り
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
も
導
入
事
例

を
広
げ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
助
・
共
助
を
支
え
る
地
域
力

　

令
和
元
年
度
の
北
海
道
防
災
総
合
訓
練

（
厳
冬
期
）
は
、
本
学
の
「
厳
冬
期
避
難

所
展
開
・
宿
泊
演
習
」
と
同
時
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
で
、
バ
ス
全
体
が
調
理

場
に
な
っ
た
キ
ッ
チ
ン
バ
ス
を
導
入
し
ま

し
た
。
同
時
に
３
～
５
人
の
シ
ェ
フ
が
調

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
キ
ッ
チ
ン
に
よ
っ

て
、
４
０
０
人
の
訓
練
参
加
者
に
、
季
節

に
合
っ
た
温
か
い
食
事
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

避
難
所
運
営
に
必
要
な
機
材
は
、
災
害

専
用
に
揃
え
る
の
で
は
な
く
、
普
段
使
い

の
機
材
や
物
品
を
災
害
時
に
も
活
用
す
る

こ
と
が
合
理
的
で
す
。
冬
季
の
温
食
提
供

は
絶
対
に
必
要
で
す
が
、
い
つ
起
こ
る
か

　
東
日
本
大
震
災
や
相
次
ぐ
災
害
を
教
訓
に
避
難
所
の
質
的
改
善
が
進
む
一
方
、
市
町

村
が
実
施
す
る
型
通
り
の
訓
練
だ
け
で
は
、
重
要
な
課
題
や
教
訓
が
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま

う
。
訓
練
に
お
け
る
試
行
錯
誤
の
積
み
重
ね
が
防
災
対
策
を
進
化
さ
せ
る
鍵
と
な
る
─
。

日
本
赤
十
字
北
海
道
看
護
大
学

　
看
護
薬
理
学
領
域
教
授

　
災
害
対
策
教
育
セ
ン
タ
ー
長

根ね

本も
と 

昌ま
さ

宏ひ
ろ 

さ
ん

3
・
11
の
教
訓
─
次
な
る
災
害
へ
の
備
え
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❸

失
敗
の
無
い
訓
練
は
無
意
味
だ

進
化
を
続
け
る
避
難
所
の
Ｔ
Ｋ
Ｂ

平
成
6
年
北
海
道
医
療
大
学
薬
学
部
薬
学
研
究
科
薬
理
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
27
年
か
ら
現
職
。
29

年
日
本
赤
十
字
北
海
道
看
護
大
学
災
害
対
策
教
育
セ
ン
タ
ー
長
。
30
年
北
海
道
防
災
会
議
委
員
。
茨
城

県
水
戸
市
出
身
。
50
歳
。
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人
と
ま
ち
の
再
生
は
こ
れ
か
ら

　

3
月
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎

え
ま
す
。
防
潮
堤
の
整
備
や
地
盤
の
か
さ

上
げ
、
区
画
整
理
、
防
災
集
団
移
転
な
ど

の
ハ
ー
ド
整
備
は
ピ
ー
ク
を
越
え
ま
し
た

が
、
人
と
ま
ち
の
再
生
は
こ
れ
か
ら
が
正

念
場
で
す
。
東
日
本
大
震
災
は
、
こ
れ
ま

で
の
災
害
と
は
異
な
り
、
一
部
地
域
の
被

災
で
は
な
く
、
エ
リ
ア
全
体
が
破
壊
さ
れ

る
と
い
う
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
す
。
公
共
施

設
が
壊
れ
る
だ
け
で
な
く
“
社
会
が
壊
れ

る
”
と
い
う
危
険
性
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
仮
設
住
宅
を
経
て
、
現
在
は
災

害
公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
す
。
被
災
地

で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
復
旧
と
復
興
、
再

生
に
向
か
う
際
、
国
な
ど
の
公
共
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
と
、
個
人
が
果
た
す
べ
き

役
割
の
線
引
き
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
。
個
人
の
住
宅

を
再
建
す
る
に
は
、
地
震
保
険
が
あ
り
ま

す
が
、
大
震
災
の
規
模
を
考
え
る
と
、
保

険
会
社
が
全
て
を
カ
バ
ー
す
る
の
は
無
理

で
す
。
エ
リ
ア
全
体
が
壊
れ
る
と
い
う
災

害
は
、
公
共
が
責
任
を
持
つ
と
こ
と
が
前

提
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
「
誰

が
」「
ど
こ
ま
で
」
を
整
理
し
て
、
取
組

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平
時
か
ら
仮
設
住
宅
の
備
え
を

　

仮
設
住
宅
は
、
仕
様
が
全
国
一
律
で
あ

り
、
寒
冷
な
東
北
に
は
必
ず
し
も
適
し
て

お
ら
ず
、
断
熱
工
事
な
ど
が
必
要
で
し

た
。
国
が
定
め
る
仮
設
住
宅
の
基
準
は
低

水
準
で
し
た
が
、
震
災
後
に
弾
力
運
用
を

認
め
、
寒
冷
地
仕
様
へ
の
変
更
や
エ
ア
コ

ン
の
設
置
に
対
応
し
、
賃
貸
住
宅
や
空
き

家
を
活
用
し
た
「
み
な
し
仮
設
」
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。“
福
祉
”
仮
設
や
木
造

仮
設
な
ど
の
多
様
化
も
進
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る

と
い
う
観
点
で
は
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島

の
3
県
で
状
況
が
異
な
り
ま
す
。
同
一
市

町
村
内
に
仮
設
住
宅
を
建
て
た
地
域
が
多

い
岩
手
県
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
あ
る
程
度
は
保
た
れ
ま
し
た
。
一
方
、

宮
城
県
で
は
、
仙
台
市
な
ど
の
ア
パ
ー
ト

に
移
る
人
も
相
次
ぎ
、
以
前
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
分
散
し
ま
し
た
。
原
子
力
災
害
が

発
生
し
た
福
島
県
で
は
、
広
域
避
難
に
よ

り
住
民
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
分
散
し
た
こ
と
や
、
地
域

の
人
口
が
減
っ
て
し
ま
い
、
復
興
に
向
か

う
上
で
大
き
な
足
か
せ
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
起
こ
る
と
、
住
民
は
年

単
位
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。
ま
ち
の
再
建
に
向
け
て
、
仮
設
住
宅

　
岩
手
大
学
名
誉
教
授
の
井
上
博
夫
さ
ん
は
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
暮
ら
し
、
研
究

者
そ
し
て
住
民
と
し
て
、
復
興
と
再
生
の
歩
み
を
検
証
し
て
い
る
。
大
震
災
か
ら
の
復

興
を
支
え
る
制
度
や
支
援
策
は
、
地
域
で
何
を
実
現
し
、
何
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
─
。

岩
手
大
学
名
誉
教
授
・
客
員
教
授

（
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
担
当
）

井い
の

上う
え 

博ひ
ろ

夫お 

さ
ん

3
・
11
の
教
訓
─
次
な
る
災
害
へ
の
備
え
　
リ
レ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

❹

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
ま
ち
づ
く
り

で
き
た
こ
と
─
で
き
な
かっ
た
こ
と

昭
和
51
年
東
北
大
経
済
学
部
卒
。
同
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
単
位
取
得
退
学
。
岩
手
大
人
文
社
会
科

学
部
教
授
な
ど
を
経
て
、
28
年
退
職
。
平
成
29
年
4
月
か
ら
現
職
。
専
門
は
財
政
学
、
地
方
財
政
論
。

大
阪
府
出
身
。
69
歳
。
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ま
す
。
我
慢
、
根
性
、
忍
耐
を
美
徳
と
す

る
日
本
人
の
特
性
と
も
言
え
ま
す
が
、
自

ら
も
被
災
者
で
あ
る
は
ず
の
市
町
村
職
員

に
限
界
を
超
え
た
忍
耐
を
強
い
る
こ
と

が
、
心
身
を
む
し
ば
む
原
因
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

超
急
性
期
か
ら
急
性
期
に
入
っ
て
く
る

と
、
国
や
都
道
府
県
、
近
隣
市
町
村
な
ど

の
強
力
な
支
援
が
入
っ
て
き
ま
す
。
被
災

地
に
入
っ
て
く
る
人
や
物
資
は
膨
大
で

す
。
中
小
規
模
の
市
町
村
で
は
許
容
量
を

超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
支
援
を
受
け
入

れ
、
活
用
す
る
た
め
の
「
受
援
力
」
を
高

め
な
け
れ
ば
、
現
場
は
回
り
ま
せ
ん
。
外

部
か
ら
支
援
に
入
っ
て
来
る
人
た
ち
は
、

現
場
の
地
理
や
地
域
の
諸
事
情
に
疎
く
、

説
明
す
る
だ
け
で
日
が
暮
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
も
、
支
援
を
す
る
側
は
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
職
員
を
送
り
込
ん

で
く
る
た
め
、
相
手
は
次
々
と
入
れ
替
わ

り
ま
す
。
支
援
を
す
る
側
が
被
災
市
町
村

を
困
ら
せ
な
い
仕
組
み
を
構
築
し
な
け
れ

ば
、
遅
か
れ
早
か
れ
現
場
が
パ
ン
ク
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

近
年
は
被
災
地
の
受
け
入
れ
態
勢
が
整

わ
な
い
段
階
で
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
全
国
か
ら
や
っ
て
来
る
こ
と
も
当
た
り

前
に
な
り
ま
し
た
。
平
時
の
防
災
訓
練
の

段
階
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
窓

口
と
な
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
組
織
し
て
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
や
役
割
分
担
に
対
応
で
き
る

職
員
を
育
て
て
お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
市
町
村
の
防
災
担
当
職
員
は

人
数
が
少
な
く
、
数
十
年
に
一
度
と
い
う

大
災
害
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
ベ
テ
ラ

ン
職
員
も
少
な
い
の
が
普
通
で
す
。
市
町

村
長
は
「
職
員
を
守
る
」
と
い
う
信
念
を

持
ち
、
現
在
の
職
員
数
で
対
応
で
き
る
業

務
量
を
見
積
も
り
、
交
代
職
員
の
確
保
や

勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ル
ー
ル
作

り
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
。
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
と
言
っ
て
も
、
机
上
の
検
討
で
は

答
え
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
想
定

さ
れ
る
場
面
を
訓
練
に
織
り
込
み
、
実
現

可
能
な
道
を
探
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

失
敗
の
な
い
訓
練
は
無
意
味
だ

　

私
た
ち
が
平
成
22
年
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
「
厳
冬
期
避
難
所
展
開
・
宿
泊
演

習
」
は
、
ト
ラ
イ
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
の

連
続
で
し
た
。
最
初
は
毛
布
一
つ
で
体
育

館
に
泊
ま
り
込
み
ま
し
た
が
、
寒
さ
で
一

睡
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ポ
ー
タ
ブ
ル

ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
取
れ
る
の
は
、
周
囲
1

㍍
が
限
界
で
す
。
強
力
な
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
も
暖
気
は
天
井
に
抜
け
て

し
ま
い
、
建
築
物
衛
生
法
で
定
め
る
環
境

衛
生
管
理
基
準
を
大
幅
に
超
え
る
二
酸
化

炭
素
が
滞
留
す
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
直
後
の
演
習
は
、
大

勢
の
報
道
陣
が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
が
、

何
の
成
果
も
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
何

度
も
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
3
月
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸

地
域
を
襲
っ
た
爆
弾
低
気
圧
に
伴
う
暴
風

雪
で
、
道
東
で
は
9
人
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
同
じ
地
域
に
住
む
者
と
し
て
「
悲
し

い
事
故
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
」
と

誓
い
合
い
、
厳
冬
期
の
車
中
宿
泊
訓
練
な

ど
の
取
組
も
続
け
て
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
以
降
、
多
く
の
失
敗
や
反
省
を
教
訓

に
次
の
挑
戦
を
重
ね
た
結
果
、
劣
悪
と
言

わ
れ
続
け
て
き
た
避
難
所
の
環
境
は
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
3
千
人
の
小
中

学
生
ほ
ぼ
全
員
が
津
波
か
ら
逃
れ
た
「
釜

石
の
奇
跡
」
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
東
京

大
学
の
片
田
敏
孝
特
任
教
授
を
中
心
と
し

て
「
一
刻
も
早
く
、
高
く
、
遠
く
に
」
避

難
す
る
た
め
、
訓
練
や
防
災
教
育
の
実
践

に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
す
。

　

大
災
害
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
住
民
の
生

命
を
守
り
、
い
ち
早
く
復
旧
・
復
興
に
立

ち
上
が
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
平
時

か
ら
の
訓
練
の
積
み
重
ね
に
尽
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
ご
と
に
災

害
の
種
類
や
被
害
想
定
、
社
会
構
造
な
ど

が
異
な
る
た
め
、
市
町
村
が
実
施
す
る
防

災
訓
練
は
同
じ
内
容
で
あ
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ひ
な
形
あ
り
き
の
訓
練
か
ら
脱

却
し
、
被
害
の
想
定
や
規
模
が
更
新
さ
れ

る
た
び
に
内
容
の
見
直
し
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
従
来
か
ら
行
っ

て
い
る
訓
練
が
行
き
詰
ま
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
を
経

て
、
気
付
か
な
か
っ
た
想
定
外
の
事
象
や

避
難
行
動
の
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
を
発
見
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
本
来
の
訓

練
の
意
味
だ
と
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
流
行
に
伴
い
、
市
町
村
が
実
施
す
る
防

災
訓
練
は
「
3
密
」
を
避
け
る
た
め
、
訓

練
時
間
を
短
縮
し
、
内
容
も
減
ら
す
傾
向

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
訓

練
の
優
先
順
位
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
逆

境
の
下
に
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ン

で
繰
り
返
し
て
き
た
訓
練
の
内
容
を
見
直

し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
時
期
が
訪

れ
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
訓
練

の
内
容
を
簡
素
化
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
準
備
や
調
整
に
要
す
る
負
担
を
軽
減

す
る
だ
け
で
な
く
、
あ
る
程
度
の
余
裕
を

確
保
し
な
が
ら
「
今
や
れ
る
こ
と
」
を
追

究
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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償
貸
与
す
る
な
ど
、
賑
わ
い
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
生
活
支
援
と
被
災
事
業
者
の
支
援

を
同
時
に
実
現
し
、
ま
ち
の
再
生
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。
経
済
産
業
省
は
「
グ

ル
ー
プ
補
助
金
」
を
創
設
し
、
再
建
に
要

す
る
施
設
・
設
備
費
を
補
助
し
、
中
心
市

街
地
の
商
業
施
設
を
整
備
す
る
た
め
「
ま

ち
な
か
再
生
計
画
」
に
基
づ
き
、
立
地
補

助
金
を
交
付
し
、
民
設
民
営
の
テ
ナ
ン
ト

型
商
業
施
設
の
整
備
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
は
「
ま
ち
な
か

再
生
計
画
」
の
ス
キ
ー
ム
に
沿
い
、
平
成

29
年
に
複
数
の
共
同
商
業
施
設
で
構
成
す

る
「
ア
バ
ッ
セ
た
か
た
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
個
々
の
事
業
者
に
対

す
る
グ
ル
ー
プ
補
助
金
は
あ
り
ま
し
た

が
、
テ
ナ
ン
ト
型
施
設
が
国
の
支
援
で
建

設
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
入
居
を
希
望
す
る
事
業
者
の
受
け
皿
が

で
き
ま
し
た
。
震
災
前
に
は
無
か
っ
た
施

策
で
あ
り
、
事
業
者
へ
の
復
興
支
援
の
枠

組
み
は
、
今
回
の
震
災
で
初
め
て
生
ま
れ

た
施
策
と
言
え
ま
す
。
国
が
地
域
産
業
の

復
興
に
貢
献
し
た
と
評
価
で
き
ま
す
。

　

一
方
で
「
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」
は
、
被

災
事
業
者
の
救
済
で
は
な
く
、
経
済
外
部

性
に
基
づ
く
①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
重

要
な
一
翼
②
地
域
経
済
・
雇
用
へ
の
貢
献

③
地
域
の
基
幹
と
な
る
産
業
群
④
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
不
可
欠
な
商
業
機

能
─
と
い
う
4
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
が
要
件
で
、
事
業
の
絞
り
込
み

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
予
算
規

模
に
支
え
ら
れ
、
幅
広
く
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
様
の
支
援
が
今
後
の
災

害
で
も
行
わ
れ
る
か
は
不
透
明
で
す
。

　

仮
設
商
店
街
で
商
売
を
し
て
い
た
人
た

ち
が
大
型
商
業
施
設
に
入
る
場
合
、
新
た

に
家
賃
が
か
か
り
、
内
装
な
ど
の
持
ち
出

し
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が
来

る
の
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
、
集
客
な
ど

ソ
フ
ト
面
の
支
援
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

格
差
生
じ
た
医
療
の
復
興

　

ま
ち
の
再
建
に
欠
か
せ
な
い
医
療
・
福

祉
の
復
興
は
、
商
店
街
に
比
べ
て
、
す
ぐ

に
進
ま
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
国

は
震
災
前
か
ら
あ
る
「
医
療
施
設
等
災
害

復
旧
費
補
助
金
」
と
「
地
域
医
療
再
生
臨

時
特
例
交
付
金
」
の
ほ
か
、
仮
設
診
療
所

整
備
補
助
金
を
設
け
、
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
た
仮
設
診
療
所
の
整
備
を
支
援

し
ま
し
た
。
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
3
県

は
、
７
２
０
億
円
の
特
例
交
付
金
で
「
地

域
医
療
再
生
基
金
」
を
造
成
し
、
各
県
の

方
針
に
基
づ
い
た
「
地
域
医
療
再
生
計

画
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
6
月
ま
で
に
仮
設
の
医
科
診

療
所
は
岩
手
19
カ
所
、
宮
城
4
カ
所
、
福

島
3
カ
所
、
歯
科
診
療
所
は
岩
手
14
カ

所
、
宮
城
6
カ
所
、
福
島
1
カ
所
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
岩
手
県
は
多
く
の
仮
設
診

療
所
を
設
置
し
、
最
低
限
の
医
療
確
保
を

目
指
し
ま
し
た
が
、
宮
城
・
福
島
両
県
で

は
設
置
が
進
ま
ず
、
結
果
と
し
て
病
院
や

診
療
所
数
が
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
宮

城
県
で
設
置
が
遅
れ
た
背
景
に
は
、
県
が

地
域
医
療
復
興
の
方
向
性
と
し
て
「
自
治

体
病
院
等
の
統
合
・
再
編
等
に
よ
る
医
療

資
源
の
再
配
置
」
を
掲
げ
た
こ
と
が
要
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
単
な
る
復
旧

で
は
な
く
、
新
た
な
医
療
提
供
体
制
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
な
形
で
の
復
興
を
目
指

す
─
と
い
う
、
厚
生
労
働
省
の
復
興
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
意
識
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
結
果
、
大
震
災
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
住
民
に
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
医
療
が
引
き
揚
げ
ら
れ
、
地
域
に
住
み

続
け
る
こ
と
を
一
層
難
し
く
し
ま
し
た
。

困
っ
て
い
る
被
災
者
を
最
優
先
と
し
、
そ

の
上
で
将
来
の
医
療
提
供
体
制
を
考
え
る

と
い
う
姿
勢
が
必
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

被
災
後
の
将
来
像
を
描
く

　

平
成
24
年
2
月
に
時
限
的
な
政
府
組
織

と
し
て
復
興
庁
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
政

府
の
災
害
対
応
を
一
元
化
す
る
組
織
で
は

な
く
、
関
係
省
庁
や
地
方
団
体
と
と
も
に

復
興
事
業
を
進
め
て
い
く
連
絡
調
整
組
織

と
な
り
ま
し
た
。
復
興
庁
設
置
法
も
、
所

掌
事
務
を
企
画
・
立
案
及
び
総
合
調
整
と

し
て
い
ま
す
。
復
興
庁
と
復
興
特
別
会
計

が
作
ら
れ
た
こ
と
で
、
復
興
政
策
が
国
民

に
見
え
や
す
く
、
要
望
も
批
判
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
元
年
12
月
に

は
、
新
た
な
「
復
興
の
基
本
方
針
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
復
興
期
間
の
延
長
と
復
興

庁
・
復
興
特
別
会
計
を
当
面
存
続
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
被
災
地
の
復
興
と

再
生
が
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
復
興
庁
も
復
興
特
会
も
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
限
定
し
た
対
応

し
か
で
き
ず
、
全
国
で
相
次
ぐ
災
害
に
は

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
以

降
も
、
熊
本
地
震
や
東
日
本
豪
雨
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
の
災
害
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
国
は
平
時
か
ら
被
災
自
治
体

を
支
援
す
る
恒
常
的
な
枠
組
み
を
検
討
す

べ
き
で
す
。
自
治
体
は
大
規
模
災
害
か
ら

の
復
興
を
我
が
こ
と
と
捉
え
、
災
害
が
起

こ
る
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
被
災
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
在
り
方
や
地
域
の
将
来
像
を
描

き
、
必
ず
実
現
す
る
と
い
う
気
概
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
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整
備
の
在
り
方
を
市
町
村
は
強
く
意
識
す

べ
き
で
す
。
災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら
考
え

る
の
で
は
な
く
、
災
害
の
前
か
ら
想
定
し

て
お
く
べ
き
で
す
。
建
築
資
材
な
ど
の
備

蓄
や
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
で
活

用
さ
れ
た
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
導
入
も

検
討
す
べ
き
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。

財
政
支
援
制
度
の
一
般
化
を

　

被
災
者
を
直
接
支
援
す
る
自
治
体
へ
の

財
政
支
援
は
非
常
に
重
要
で
す
。
被
災
市

町
村
に
対
す
る
国
の
財
政
措
置
に
は
①
国

庫
支
出
金
②
震
災
復
興
特
別
交
付
税
③
特

別
交
付
税
─
が
あ
り
ま
す
。
特
に
③
の
特

別
交
付
税
は
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
で

各
県
に
交
付
さ
れ
、
そ
の
半
額
を
県
が
市

町
村
に
交
付
す
る
こ
と
で
、
県
と
市
町
村

に
「
取
り
崩
し
型
復
興
基
金
」
が
造
成
さ

れ
、
使
途
に
制
限
の
な
い
財
源
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
の
引
き
上
げ
は
、
被
災
者
の
自
助
努
力

を
阻
害
す
る
と
し
て
、
実
現
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
基
金
は
国
の
支
援
策
に
自
治
体

が
独
自
に
上
乗
せ
を
す
る
財
源
と
し
て
活

用
さ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
ま
で
に
合
計
約
31
兆
円
の
復
興

予
算
が
執
行
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
被
災

地
再
生
の
た
め
に
非
常
に
大
規
模
な
財
政

支
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
歳
出
の
内
訳

を
見
る
と
、
ハ
ー
ド
事
業
が
圧
倒
的
に
多

い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
公
共
施
設

の
復
旧
は
大
切
で
す
が
、
ま
ち
の
生
業
と

暮
ら
し
を
再
生
す
る
に
は
、
ソ
フ
ト
事
業

を
手
厚
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
復
興

特
区
制
度
な
ど
に
よ
り
、
復
興
交
付
金
や

福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
、
復
興
特
別
交

付
税
、
被
災
者
支
援
総
合
交
付
金
な
ど
と

い
っ
た
、
東
日
本
大
震
災
に
限
定
し
た
財

源
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
自

然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
中
で
一

般
制
度
化
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

復
興
計
画
の
功
罪
と
は

　

岩
手
・
宮
城
両
県
で
は
、
平
成
23
年
12

月
ま
で
に
全
被
災
市
町
村
が
復
興
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
一
刻
も
早
く
住
民
に
希

望
を
与
え
た
い
と
い
う
意
欲
は
理
解
で
き

ま
す
が
、
国
の
補
正
予
算
に
合
わ
せ
る
た

め
に
、
極
め
て
短
時
間
で
計
画
を
策
定
し

た
た
め
、
住
民
と
じ
っ
く
り
話
し
合
う
こ

と
が
で
き
ず
、
将
来
の
ま
ち
を
ど
う
す
る

の
か
と
い
う
議
論
が
十
分
に
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
時
に
作
ら
れ
た
計
画
が
事

業
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
ハ
ー
ド
重
視
の
復

興
の
姿
を
決
定
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

功
罪
は
改
め
て
検
証
す
べ
き
課
題
で
す
。

　

復
興
計
画
の
策
定
手
順
は
、
浸
水
想
定

区
域
を
設
定
し
、
防
潮
堤
の
高
さ
を
決
め

た
上
で
、
高
台
移
転
や
土
地
の
か
さ
上
げ

な
ど
、
住
ま
い
の
再
建
に
関
す
る
方
針
を

固
め
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
ち
は

住
民
の
生
活
や
地
域
経
済
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。「
ま

ち
を
ど
う
す
る
の
か
」「
ま
ち
で
ど
う
生

き
て
い
く
の
か
」
と
い
う
、
持
続
的
な
考

え
方
で
議
論
を
深
め
る
に
は
、
時
間
と
対

話
が
必
要
で
す
が
、
被
災
者
は
心
の
ゆ
と

り
が
無
く
、
仮
設
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
、

協
議
の
場
を
設
け
る
こ
と
自
体
が
難
し
い

状
況
で
し
た
。
被
災
地
の
ま
ち
づ
く
り
は

「
急
い
で
決
め
る
べ
き
も
の
」
と
「
じ
っ

く
り
話
し
合
う
べ
き
も
の
」
を
分
け
、
住

民
の
意
見
を
き
ち
ん
と
取
り
入
れ
ら
れ
る

よ
う
な
方
法
を
模
索
し
続
け
る
べ
き
で
す
。

土
地
区
画
整
理
の
課
題
は

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
市
町
村

が
土
地
区
画
整
理
事
業
や
防
災
集
団
移
転

促
進
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
国
は
既
存

制
度
の
弾
力
運
用
と
と
も
に
「
津
波
復
興

拠
点
整
備
事
業
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
換
地
で
は
な
く
、
用
地
買
収

が
可
能
な
の
で
、
計
画
実
施
上
の
制
約
が

小
さ
く
な
り
ま
す
が
、
1
市
町
村
あ
た
り

2
地
区
、
1
地
区
の
面
積
は
20
㌶
が
上
限

で
、
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
着
手
し
た
事

業
に
限
る
と
の
条
件
が
あ
り
、
市
街
地
全

体
の
再
生
な
ど
、
面
的
な
整
備
に
は
適
し

た
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
浸
水
想
定
区
域
の
か
さ
上

げ
を
伴
う
土
地
区
画
整
理
事
業
が
多
用
さ

れ
ま
し
た
。
地
権
者
が
換
地
後
の
土
地
を

利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
整
備
に
伴

う
地
価
上
昇
を
見
込
ん
で
、
減
歩
に
よ
り

公
共
用
地
を
確
保
し
ま
す
が
、
現
実
の
被

災
地
で
は
、
高
台
移
転
を
希
望
す
る
住
民

が
多
く
、
工
事
に
長
い
期
間
を
要
し
た
こ

と
も
あ
り
、
整
備
後
の
市
街
地
に
は
空
き

が
目
立
ち
ま
す
。
地
方
で
は
、
地
価
上
昇

を
想
定
し
た
減
歩
に
は
無
理
が
あ
り
、
利

用
し
に
く
い
土
地
が
生
ま
れ
る
と
い
う
土

地
区
画
整
理
事
業
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
岩
手
県
大
槌
町

の
よ
う
に
、
地
区
ご
と
に
着
工
済
み
住
宅

や
空
き
区
画
な
ど
を
地
図
で
公
表
す
る

「
見
え
る
化
」
や
「
空
き
地
バ
ン
ク
」
の

取
組
に
よ
り
、
空
き
区
画
の
解
消
に
努
め

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

商
店
街
再
生
を
支
え
た
制
度

　

ま
ち
は
住
宅
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
施
設
や
商
店

街
が
必
要
で
す
。
被
災
し
た
商
店
な
ど
の

再
開
の
た
め
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

は
、
被
災
地
の
仮
設
住
宅
周
辺
な
ど
に
仮

設
商
店
街
や
仮
設
事
業
所
を
建
設
し
、
無
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へ
の
庁
舎
移
転
を
計
画
し
た
が
「
災
害
時

に
孤
立
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
な
ど
の
理
由

で
町
議
会
が
否
決
。
そ
の
後
、
現
庁
舎
の

耐
震
改
修
な
ど
を
検
討
し
て
き
た
が
、
事

業
費
が
膨
ら
む
こ
と
も
あ
り
、
26
年
か
ら

庁
舎
の
整
備
方
法
を
再
検
討
。
28
年
10
月

の
臨
時
町
議
会
で
、
庁
舎
の
移
転
新
築
に

関
す
る
条
例
案
を
可
決
し
た
。
今
年
1
月

6
日
に
業
務
を
開
始
し
た
新
庁
舎
は
、
旧

庁
舎
裏
側
に
あ
る
標
高
42
㍍
の
高
台
に
あ

り
、
防
災
中
枢
拠
点
と
し
て
、
防
災
行
政

無
線
の
基
地
局
や
津
波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
集
約
し
た
「
防
災
管
理
室
」
を
設

置
。
災
害
時
は
1
階
集
会
室
と
3
階
全
フ

ロ
ア
を
避
難
場
所
と
し
、
最
大
５
８
０
人

を
収
容
す
る
。
発
電
機
、
水
や
食
料
の
保

管
庫
、
緊
急
汚
水
槽
の
ほ
か
、
車
両
避
難

を
想
定
し
た
３
１
０
台
分
の
屋
外
駐
車
場

や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
場
も
造
成
し

た
。
円
滑
な
避
難
に
向
け
て
、
避
難
道
路

を
2
ル
ー
ト
か
ら
3
ル
ー
ト
に
増
設
し

た
。
町
は
「
単
な
る
庁
舎
の
移
転
改
築
で

は
な
く
、
住
民
の
避
難
や
物
資
の
備
蓄
に

も
対
応
可
能
な
総
合
的
な
防
災
ゾ
ー
ン
と

位
置
付
け
て
整
備
し
た
」
と
話
す
。　

　

釧
路
・
厚
岸
・
浜
中
の
3
町
で
構
成
す

る
釧
路
東
部
消
防
組
合
も
平
成
29
年
に
新

庁
舎
を
整
備
し
た
。
庁
舎
は
標
高
20
㍍
の

高
台
に
あ
り
、
消
防
本
部
と
厚
岸
消
防

署
、
厚
岸
消
防
団
本
部
が
移
転
し
た
。
厚

岸
湾
に
面
す
る
標
高
1
㍍
の
平
地
に
あ
っ

た
旧
庁
舎
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
津

波
で
一
部
が
浸
水
。
こ
れ
ま
で
も
津
波
警

報
が
出
る
た
び
に
、
消
防
車
や
救
急
車
を

高
台
に
避
難
さ
せ
て
い
た
。
東
日
本
大
震

災
で
は
、
厚
岸
町
の
役
場
庁
舎
も
周
辺
が

浸
水
。
町
は
高
台
に
あ
る
道
の
駅
を
災
害

対
策
拠
点
と
位
置
付
け
、
防
災
資
機
材
な

ど
を
保
管
し
て
い
た
が
、
新
庁
舎
の
供
用

開
始
に
伴
い
本
部
機
能
も
移
転
し
た
。
現

在
は
町
消
防
団
第
1
分
団
庁
舎
を
高
台
に

移
転
す
る
工
事
も
進
め
て
い
る
。

　

町
危
機
対
策
室
は
「
津
波
災
害
の
発
生

時
、
役
場
庁
舎
は
浸
水
で
機
能
を
喪
失
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
新
し
い
消
防
庁
舎
で

は
、
役
場
庁
舎
の
代
替
機
能
を
持
た
せ
る

た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
な
ど
の
整
備

を
進
め
、
災
害
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本

部
と
し
て
機
能
さ
せ
る
。
平
地
の
市
街
地

で
は
、
徒
歩
10
分
程
度
で
背
後
の
高
台
に

あ
る
避
難
場
所
に
移
動
で
き
る
が
、
避
難

に
時
間
を
要
す
る
住
民
も
い
る
。
避
難
ビ

ル
指
定
や
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
も
検
討
し

て
い
く
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
」
と
す
る
。

　

被
災
リ
ス
ク
の
軽
減
や
避
難
場
所
と
し

て
の
機
能
確
保
を
重
視
し
た
公
営
住
宅
の

整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
噴
火
湾
に
面

す
る
鹿
部
町
が
平
成
25
〜
26
年
度
に
整
備

し
た
2
棟
52
戸
の
公
営
住
宅
「
ひ
ま
わ
り

団
地
」
は
、
避
難
ビ
ル
の
機
能
を
持
つ
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
5
階
建
て
の
建
物

は
住
宅
部
分
を
2
階
以
上
に
配
置
。
災
害

備
蓄
品
の
保
管
庫
を
5
階
に
設
け
た
。
町

は
「
車
椅
子
の
使
用
者
を
考
慮
し
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
仕
様
を
採
用
し
、
避
難
訓
練
な

ど
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。
入
居
者

に
と
っ
て
、
安
全
と
安
心
を
実
感
で
き
る

住
ま
い
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。　

日
本
海
側
で
も
対
策
が
進
む

　

日
本
海
側
の
神
恵
内
村
で
は
、
令
和
3

年
5
月
の
完
成
に
向
け
て
避
難
ビ
ル
の
機

能
を
持
つ
役
場
庁
舎
の
移
転
新
築
工
事
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
村
内
は

平
地
が
少
な
く
、
高
齢
化
が
進
む
住
民
の

利
便
性
に
配
慮
し
、
津
波
浸
水
エ
リ
ア
内

で
の
改
築
を
決
め
た
。
老
朽
化
が
進
む
現

庁
舎
と
国
道
２
２
９
号
を
挟
み
海
側
に
位

置
す
る
新
庁
舎
は
、
津
波
の
浸
水
想
定
区

域
に
あ
る
た
め
、
1
階
を
頑
丈
な
ピ
ロ

テ
ィ
構
造
に
し
て
津
波
を
受
け
流
す
。
津

波
の
勢
い
で
建
物
が
転
倒
し
な
い
よ
う
、

杭
基
礎
に
よ
る
洗
掘
防
止
対
策
も
講
じ
る
。

　

蘭
越
町
は
本
格
的
な
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
整
備
に
着
手
し
た
。
海
岸
か
ら
約
３
０

０
㍍
の
距
離
が
あ
る
港
町
地
区
は
、
平
成

30
年
に
津
波
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
。
寺

院
を
一
時
避
難
場
所
と
し
た
が
、
住
民
は

海
岸
方
向
に
避
難
す
る
形
と
な
り
、
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
高
齢
者
や
車
い

す
を
使
う
住
民
に
配
慮
し
、
1
階
と
2
階

は
ス
ロ
ー
プ
で
つ
な
ぐ
。
2
階
は
80
人
分

の
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
3
日
分
の
非

常
食
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
の
備
蓄
品

1月6日に供用開始を迎えた浜中町の新庁舎

浸水深が 14.5㍍に達した下宿定住
促進住宅（平成 24 年、岩手県陸
前高田市）

浸水深 14.5 m（5階床上）

特集 巨大災害─東日本大震災から10年
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庁
舎
の
浸
水
対
策
が
急
務
だ

　
内
閣
府
は
令
和
2
年
4
月
、
千
島
・
日

本
海
溝
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
モ
デ
ル
に

基
づ
く
津
波
想
定
を
公
表
し
た
＝
表
1
・

2
。
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
て
、

道
が
平
成
24
年
に
公
表
し
た
、
十
勝
・
根

室
沖
の
千
島
海
溝
沿
い
で
発
生
す
る
最
大

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
を
モ
デ
ル
と
す
る
津

波
想
定
に
近
い
結
果
と
な
っ
た
。
一
方
、

こ
れ
ま
で
想
定
に
な
か
っ
た
三
陸
・
日
高

沖
の
日
本
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
を
加
え

た
結
果
、
道
央
〜
道
南
に
か
け
て
は
、
24

年
の
道
想
定
よ
り
も
浸
水
域
が
拡
大
し
、

津
波
高
も
や
や
高
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
。
浸
水
深
10
㍍
を
超
え
る
津
波
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
い
。
岩
手
県
陸
前
高

田
市
の
中
心
部
か
ら
約
1
・
5
㌔
の
海
沿

い
に
面
す
る
「
下
宿
定
住
促
進
住
宅
」

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
一
般
的
な

団
地
だ
。
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
浸
水
深

は
14
・
5
㍍
に
達
し
て
お
り
、
津
波
が
突

入
し
た
1
〜
2
階
の
屋
内
は
完
全
に
破
壊

さ
れ
、
最
上
階
の
5
階
で
も
床
上
1
・
5

㍍
ま
で
浸
水
し
、
室
内
に
は
海
砂
が
堆
積

し
て
い
る
。
室
内
で
は
畳
が
め
く
れ
上
が

り
、
家
具
や
衣
類
な
ど
が
散
乱
し
て
お

り
、
津
波
の
威
力
を
物
語
る
。
新
た
な
想

定
を
受
け
て
、
道
内
の
太
平
洋
岸
に
あ
る

市
町
村
で
も
、
被
害
リ
ス
ク
の
軽
減
や
浸

水
に
よ
る
庁
舎
の
機
能
不
全
・
喪
失
な
ど

を
想
定
し
た
対
策
が
急
が
れ
る
。

公
共
施
設
の
移
転
が
進
む

　
千
島
海
溝
モ
デ
ル
で
、
最
大
22
・
1
㍍

の
津
波
高
が
想
定
さ
れ
る
浜
中
町
。
標
高

3
・
2
㍍
の
平
地
に
あ
る
旧
庁
舎
は
、
最

大
4
・
4
㍍
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
。
町

は
平
成
24
年
、
道
想
定
に
基
づ
き
、
高
台

東日本大震災
（東北地方太平洋沖地震）
の震源域　Mw 9.0

日本海溝（三陸・日高沖）モデル
の想定震源域　Mw 9.1

　　  千島海溝
　  （十勝・根室沖）
モデルの想定震源域
Mw 9.3

内閣府が想定する千島海溝モデルと日本海
溝モデルの想定震源域

　

1
万
８
４
２
６
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
（
令
和
2
年
12
月
10
日
現
在
）
が
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
、
道
内

で
は
巨
大
地
震
や
巨
大
津
波
の
襲
来
に
備
え
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
4
月

に
内
閣
府
が
公
表
し
た
津
波
想
定
は
、
北
海
道
か
ら
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
「
北
日
本

大
震
災
」
に
対
す
る
市
町
村
の
備
え
を
促
し
て
い
る
。
道
内
外
で
対
策
を
探
っ
た
。

切
迫
す
る「
北
日
本
大
震
災
」に
備
え
る

道
内
で
も
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
の
両
面
で
対
策

危
機
へ
の
備
え
は
進
ん
で
い
る
か

現
場
か
ら
の
報
告 

●❶

1Report

■表1　千島海溝（十勝・根室沖）モデル

市町村

代表地点の津波到達時刻 市
町
村
本
庁
舎

最
大
浸
水
深（
ｍ
）

最
大
沿
岸

津
波
高（
ｍ
）

第
１
波
到
達

時
間（
分
）

第
１
波（
ｍ
）

最
大
波
到
達

時
間（
分
）

最
大
波（
ｍ
）

様似町 59 6.2 第1波が最大 5.8 17.8
えりも町 38 16.6 第1波が最大 5.3 27.9
大樹町 37 12.9 第1波が最大 なし 21.8
広尾町 37 15.1 第1波が最大 なし 26.1
豊頃町 38 12.1 第1波が最大 なし 25.0
浦幌町 37 13.5 第1波が最大 なし 21.9
釧路市 33 8.3 第1波が最大 5.9 20.7
釧路町 30 18.8 第1波が最大 なし 27.3
厚岸町 45 8.4 第1波が最大 8.1 21.4
浜中町 29 8.5 第1波が最大 4.4 22.1
白糠町 35 10.2 第1波が最大 6.3 17.9
根室市 32 14.9 第1波が最大 なし 22.0
別海町 78 2.1 172 3.8 なし 6.1
標津町 61 1.9 180 2.7 2.9 6.9
羅臼町 23 1.3 第1波が最大 なし 5.0

■表2　日本海溝（三陸・日高沖）モデル

市町村

代表地点の津波到達時刻 市
町
村
本
庁
舎

最
大
浸
水
深（
ｍ
）

最
大
沿
岸

津
波
高（
ｍ
）

第
１
波
到
達

時
間（
分
）

第
１
波（
ｍ
）

最
大
波
到
達

時
間（
分
）

最
大
波（
ｍ
）

室蘭市 41 9 第1波が最大 －
9.7

室蘭市（湾内） 69 4.1 第1波が最大 4.5
苫小牧市 43 7.8 第1波が最大 0.6 9.9
登別市 42 9.8 第1波が最大 5.8 12.2
伊達市 60 5.4 98 5.5 なし 7.7
豊浦町 75 6.5 138 7.5 なし 9.1
白老町 40 8.4 第1波が最大 2 9.6
厚真町 47 6.9 169 8.4 なし 9.8
洞爺湖町 71 4.5 139 5.8 2.6 8.1
むかわ町 46 8.4 第1波が最大 2.8 11.3
日高町 35 8.5 143 11.4 6.8 17.6
新冠町 27 8.4 第1波が最大 0.3 10.3
浦河町 24 6.7 80 11.1 6.4 14.5
様似町 27 6.4 69 10.8 10.6 20.8
えりも町 29 7.4 54 9.8 3.3 23.0
新ひだか町 26 7.8 第1波が最大 3.5 11.0
函館市 48 7.6 第1波が最大 4.3 9.5
北斗市 59 7.5 第1波が最大 5.3 8.6
松前町 72 2.2 第1波が最大 なし 3.0
福島町 65 4.1 第1波が最大 なし 4.6
知内町 58 4.9 第1波が最大 2 9.3
木古内町 61 8.9 第1波が最大 5.9 9.7
鹿部町 44 9.8 第1波が最大 2.1 12.0
森町 61 5.5 108 6.2 なし 11.3
八雲町 79 8.6 第1波が最大 0.4 10.0
長万部町 89 6.8 第1波が最大 5.3 7.7
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や
周
辺
で
漁
を
行
う
漁
業
者
を
対
象
と
す

る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
整
備
さ
れ
た
。
高

さ
は
6
・
6
㍍
。
標
高
2
・
9
㍍
の
地
盤

に
あ
り
、
最
大
9
・
5
㍍
の
津
波
に
対
応

す
る
。
し
か
し
、
道
内
で
は
住
民
の
避
難

を
目
的
と
す
る
本
格
的
な
避
難
タ
ワ
ー
は

こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
。
道
は
「
住
民
向
け

の
施
設
と
し
て
は
、
蘭
越
町
が
建
設
を
進

め
て
い
る
タ
ワ
ー
が
初
め
て
と
な
る
の
で

は
な
い
か
」（
危
機
対
策
課
）
と
す
る
。

　

だ
が
、
津
波
に
よ
る
災
害
リ
ス
ク
が
高

い
地
域
で
は
、
避
難
場
所
が
無
い
住
宅
密

集
地
な
ど
の
住
民
か
ら
、
整
備
を
求
め
る

声
も
あ
る
。
高
齢
者
は
、
運
動
機
能
の
衰

え
か
ら
、
徒
歩
で
の
避
難
に
は
時
間
を
要

す
る
一
方
、
運
転
免
許
を
返
納
し
、
自
動

車
で
避
難
で
き
な
い
人
も
増
え
て
い
る
。

　

道
内
で
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
が
進
ま

な
い
理
由
は
─
。
複
数
の
市
町
村
の
話
を

総
合
す
る
と
①
徒
歩
圏
内
の
人
口
が
少
な

い
。
多
く
の
住
民
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
多

数
の
タ
ワ
ー
が
必
要
②
除
雪
な
ど
維
持
管

理
の
負
担
が
大
き
い
③
市
街
地
の
背
後
に

避
難
に
適
し
た
高
台
が
あ
る
。
避
難
路
の

方
が
良
い
─
と
の
見
方
が
あ
る
。
檜
山
管

内
で
は
、
平
成
5
年
の
北
海
道
南
西
沖
地

震
以
降
、
津
波
避
難
路
の
整
備
が
進
み
、

東
日
本
大
震
災
後
も
新
た
な
避
難
路
の
整

備
に
取
り
組
む
町
も
あ
る
。
し
か
し
、
住

民
の
高
齢
化
に
伴
い
、
除
雪
や
除
草
な
ど

の
管
理
に
手
が
回
ら
な
い
地
域
も
多
い
。

　

最
大
の
課
題
は
財
源
の
確
保
だ
。
高
知

県
安
芸
市
が
整
備
し
た
避
難
タ
ワ
ー
は
1

基
約
1
億
円
。
津
波
の
勢
い
で
転
倒
し
な

い
よ
う
頑
丈
な
基
礎
が
必
要
で
、
柱
な
ど

の
構
造
物
も
住
宅
の
瓦
礫
な
ど
の
衝
突
に

耐
え
る
強
度
が
あ
る
。
錆
に
よ
る
腐
食
を

防
ぐ
耐
食
性
も
欠
か
せ
ず
、
億
単
位
の
整

備
費
用
が
必
要
だ
。
財
政
の
厳
し
い
道
内

市
町
村
に
と
っ
て
、
南
海
ト
ラ
フ
特
措
法

に
基
づ
く
津
波
避
難
対
策
特
別
強
化
区
域

と
同
様
の
支
援
拡
充
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

災
害
リ
ス
ク
を
伝
え
る
取
組

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
て
、
道

が
平
成
24
年
に
公
表
し
た
千
島
海
溝
で
発

生
す
る
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波
を
モ

デ
ル
と
す
る
浸
水
想
定
を
も
と
に
、
道
内

で
も
多
く
の
市
町
村
が
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地
図
）
の
作
成
や
住

民
へ
の
配
布
を
進
め
た
。
一
方
、
昨
年
4

月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
新
た
な
想
定
に

基
づ
い
て
、
道
は
今
年
中
に
も
新
た
な
浸

水
想
定
を
公
表
す
る
方
針
で
、
市
町
村
に

よ
る
改
訂
作
業
も
今
後
本
格
化
す
る
。

　

様
似
町
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市

街
地
の
拡
大
図
を
用
い
て
、
安
全
な
避
難

場
所
に
向
か
う
た
め
の
導
線
を
明
示
し
て

い
る
。
町
総
務
課
は
「
市
街
地
の
西
側
に

は
様
似
川
が
流
れ
、
津
波
が
逆
流
し
て
く

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
津
波
警
報
が
出

て
住
民
が
混
乱
す
る
中
、
的
確
な
避
難
行

動
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
導
線
を
明

示
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
住
民
に
周
知

を
図
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

だ
が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
だ
け
で
は
津

波
災
害
の
リ
ス
ク
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
地
図
を
正
確
に
読

み
解
く
力
も
必
要
だ
。
白
糠
町
は
令
和
元

年
10
月
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
（
Ｃ
Ｇ
）
で
、
津
波
災
害
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
動
画
投
稿
サ
イ
ト
・
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
を
始
め
た
。
動
画
は
津

波
編
と
洪
水
編
が
あ
り
、
昨
年
12
月
時
点

で
再
生
回
数
は
1
万
3
千
回
に
上
る
。
約

9
分
間
の
津
波
災
害
編
は
、
想
定
に
基
づ

い
て
市
街
地
が
津
波
に
の
み
込
ま
れ
る
様

子
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て
い
る
。
町
地
域
防

災
課
は
「
動
画
は
『
ひ
と
り
の
犠
牲
者
も

出
さ
な
い
』
と
い
う
強
い
思
い
を
込
め
て

制
作
し
ま
し
た
。
実
際
の
市
街
地
の
映
像

避難方向を示した様似町の津波ハザードマップ

白糠町は町内を襲う津波のシミュレーション動画を公開

特集 巨大災害─東日本大震災から10年
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保
管
庫
を
設
け
る
。
完
成
は
令
和
3
年
12

月
頃
の
予
定
。
整
備
に
は
国
の
「
都
市
防

災
総
合
推
進
事
業
（
防
災
・
安
全
交
付

金
）」
を
活
用
。
従
来
は
対
象
地
区
の
要

件
に
該
当
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
年
度

の
制
度
拡
充
に
伴
い
対
象
と
な
っ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え

　

約
2
千
人
が
住
む
三
重
県
大
紀
町
錦
地

区
─
。
昭
和
19
年
に
発
生
し
た
Ｍ
7
・
9

の
昭
和
東
南
海
地
震
で
64
人
が
死
亡
す
る

な
ど
、
繰
り
返
し
津
波
災
害
に
見
舞
わ
れ

て
き
た
。
平
成
10
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
第
1
錦
タ
ワ
ー
を
建
設
。
東
日
本

大
震
災
後
、
国
が
新
た
に
公
表
し
た
津
波

想
定
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
に
建
設
し
た

第
2
錦
タ
ワ
ー
は
、
地
上
8
階
建
て
で
最

上
階
の
床
面
は
標
高
23
・
8
㍍
の
高
さ
が

あ
る
。
船
舶
や
瓦
礫
の
衝
突
に
も
耐
え
る

頑
丈
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
最
上
階

ま
で
ら
せ
ん
状
の
階
段
が
あ
る
。
錦
地
区

で
は
30
カ
所
を
超
え
る
高
台
へ
の
避
難
路

と
避
難
施
設
も
整
備
。
夜
間
避
難
訓
練
と

合
わ
せ
、
全
住
民
が
5
分
以
内
で
避
難
を

完
了
す
る
態
勢
を
目
指
し
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
高
知
県
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
特
措
法
や

県
独
自
の
補
助
な
ど
、
市
町
村
に
対
す
る

手
厚
い
財
政
支
援
が
あ
り
、
平
成
30
年
度

末
ま
で
に
１
１
９
基
の
避
難
タ
ワ
ー
が
整

備
さ
れ
た
。
特
措
法
は
、
千
葉
県
か
ら
鹿

児
島
県
ま
で
の
13
県
・
１
３
９
市
町
村
を

「
津
波
避
難
対
策
特
別
強
化
地
域
」
に
指

定
。
住
宅
と
と
も
に
高
台
に
移
転
す
る
公

共
施
設
の
用
地
取
得
費
を
補
助
す
る
ほ

か
、
津
波
避
難
用
の
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
の

避
難
場
所
や
避
難
場
所
ま
で
の
避
難
路
の

整
備
に
対
し
て
、
国
が
費
用
の
3
分
の
2

を
補
助
す
る
な
ど
の
特
例
が
あ
る
。

　

県
南
東
部
に
位
置
す
る
安
芸
市
は
、
東

日
本
大
震
災
後
、
国
に
よ
る
津
波
想
定
の

見
直
し
を
受
け
て
、
平
成
25
年
に
避
難
タ

ワ
ー
の
整
備
を
開
始
。
土
佐
湾
に
面
し
た

市
街
地
は
、
地
震
発
生
か
ら
10
〜
20
分
で

浸
水
が
始
ま
る
た
め
、
高
台
や
避
難
ビ
ル

が
無
い
地
域
を
対
象
に
27
年
度
ま
で
の
3

年
間
で
10
基
の
避
難
タ
ワ
ー
を
整
備
し

た
。
ま
た
、
学
校
の
屋
上
を
避
難
場
所
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
避
難
用
の
外
付
け

階
段
を
整
備
。
普
段
は
安
全
管
理
の
た
め

施
錠
し
て
い
る
が
、
震
度
5
以
上
の
揺
れ

を
感
知
す
る
と
自
動
で
開
く
キ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
備
え
、
ド
ア
は
足
で
蹴
破
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
職
員
が
不
在
の
夜
間
や
休

日
の
緊
急
避
難
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

一
方
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮

城
県
仙
台
市
は
、
海
岸
で
の
防
潮
堤
整
備

と
と
も
に
、
津
波
浸
水
区
域
を
南
北
に
走

る
幹
線
道
路
を
か
さ
上
げ
し
、
内
陸
部
へ

の
津
波
侵
入
を
二
重
三
重
の
構
え
で
阻
止

す
る
堤
防
と
す
る
と
と
も
に
、
斜
面
に
避

難
路
を
設
け
、
緊
急
避
難
場
所
の
機
能
を

持
た
せ
る
な
ど
、
多
重
防
御
に
よ
る
被
害

の
最
小
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

住
民
避
難
は
徒
歩
が
基
本
で
①
地
震
発

生
か
ら
避
難
開
始
②
避
難
に
要
す
る
移
動

時
間
③
避
難
ビ
ル
や
避
難
タ
ワ
ー
へ
の
高

所
避
難
─
の
三
段
階
で
各
15
分
、
避
難
完

了
に
45
分
を
要
す
る
前
提
で
避
難
施
設
を

整
備
。
15
分
で
移
動
で
き
る
水
平
距
離
は

５
０
０
〜
９
０
０
㍍
を
想
定
し
、
住
宅
街

の
学
校
や
公
営
住
宅
を
避
難
ビ
ル
に
指

定
。
避
難
に
適
し
た
施
設
が
無
い
エ
リ
ア

で
は
、
避
難
タ
ワ
ー
や
盛
り
土
に
よ
る
高

台
（
マ
ウ
ン
ド
）
を
整
備
す
る
な
ど
、
巨

大
津
波
の
再
来
に
備
え
を
固
め
て
い
る
。

避
難
タ
ワ
ー
が
少
な
い
理
由
？

　

道
内
で
は
平
成
28
年
、
別
海
町
の
野
付

半
島
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
観
光
客

住宅地にそびえ立つ三重県大紀町の
「第2錦タワー」

高知県安芸市の津波避難タワー（左）と中学校
に設置された津波避難用階段

東部復興道路沿いに整備された津波避難用マウ
ンド。約 5300 人の避難が可能（仙台市若林区）

避難に適した建物が無いエリアは避難タワーを
整備（仙台市若林区）
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を
確
保
で
き
る
建
物
を
対
象
と
す
る
。
市

防
災
危
機
管
理
課
は
「
津
波
発
生
時
は
高

齢
者
な
ど
迅
速
な
避
難
が
困
難
と
考
え
ら

れ
る
住
民
が
い
ま
す
。
ま
た
、
積
雪
や
路

面
凍
結
で
歩
行
速
度
が
落
ち
る
冬
季
に

は
、
避
難
行
動
に
必
要
な
時
間
が
長
く
な

り
ま
す
。
避
難
時
間
を
短
縮
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
き

た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
具
体
化
が
課
題
に

　

被
災
市
町
村
の
行
政
機
能
を
維
持
・
確

保
す
る
た
め
、
国
は
災
害
を
対
象
と
し
た

業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
を
市

町
村
に
求
め
て
い
る
。
道
内
で
は
平
成
30

年
12
月
ま
で
に
１
７
９
市
町
村
が
策
定
済

み
。
全
国
平
均
（
89
・
7
％
、
令
和
元
年

12
月
）
よ
り
早
く
策
定
が
進
ん
だ
。

　

一
方
、
総
務
省
消
防
庁
は
、
災
害
Ｂ
Ｃ

Ｐ
に
つ
い
て
①
首
長
不
在
時
の
明
確
な
代

行
順
位
及
び
職
員
の
参
集
体
制
②
本
庁
舎

が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
代
替
庁

舎
の
特
定
③
電
気
・
水
・
食
料
な
ど
の
確

保
④
災
害
時
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
多
様

な
通
信
手
段
の
確
保
⑤
重
要
な
行
政
デ
ー

タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
⑥
非
常
時
優
先
業
務

の
整
理
─
の
6
項
目
を
「
計
画
に
定
め
る

べ
き
重
要
6
要
素
」
と
し
て
い
る
。
道
内

で
重
要
6
要
素
全
て
を
定
め
て
い
る
の
は

5
市
21
町
村
だ
け
。
災
害
時
に
外
部
の
応

援
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
受
援
計
画
を
策

定
し
た
の
は
15
市
・
66
町
村
で
、
応
援
職

員
が
実
施
す
る
具
体
的
な
業
務
を
定
め
て

い
る
の
は
7
市
・
19
町
村
、
応
援
機
関
の

活
動
拠
点
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
い
る
の

は
2
市
・
7
町
村
に
と
ど
ま
り
、
計
画
の

実
効
性
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

旭
川
市
は
令
和
2
年
3
月
に
「
旭
川
市

災
害
時
受
援
計
画
」
を
策
定
し
た
。
平
成

28
年
の
台
風
災
害
や
胆
振
東
部
地
震
に
伴

う
大
規
模
停
電
の
発
生
を
受
け
て
、
外
部

か
ら
の
人
的
・
物
的
支
援
を
円
滑
に
受
け

入
れ
る
た
め
、
業
務
継
続
計
画
を
補
完
す

る
計
画
と
位
置
付
け
た
。
災
害
対
策
本
部

の
受
援
・
広
報
部
が
窓
口
と
な
り
、
人

的
・
物
的
資
源
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
や
全
体
調
整
・
状
況
把
握
を
担
う
。

　

受
援
業
務
の
対
象
は
、
発
災
後
の
短
期

間
に
大
量
の
人
的
・
物
的
資
源
が
必
要
と

す
る
業
務
や
、
経
験
や
専
門
性
が
必
要
で

あ
り
、
市
の
組
織
や
能
力
で
は
対
応
が
困

難
な
業
務
と
し
た
。
具
体
例
と
し
て
①
災

害
対
策
本
部
の
運
営
②
避
難
所
運
営
③
要

配
慮
者
支
援
④
物
資
等
の
輸
送
・
供
給
対

策
⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
・
協
働
⑥

建
物
や
宅
地
の
応
急
危
険
度
判
定
⑦
被
害

認
定
調
査
や
罹
災
災
証
明
書
の
発
行
⑧
災

害
廃
棄
物
対
策
⑨
健
康
・
保
健
（
保
健
師

の
派
遣
な
ど
）
⑩
遺
体
安
置
所
の
運
営
⑪

防
疫
対
策
⑫
応
急
給
水
⑬
上
下
水
道
の
応

急
復
旧
⑭
道
路
・
河
川
・
橋
梁
等
の
応
急

復
旧
─
な
ど
の
業
務
を
想
定
し
た
。
平
時

か
ら
業
務
内
容
の
想
定
や
必
要
な
人
員
数

の
見
積
も
り
、
応
援
要
請
や
受
け
入
れ
手

順
な
ど
の
役
割
分
担
を
検
討
す
る
。

　

災
害
時
の
食
料
や
生
活
物
資
の
受
け
入

れ
は
、
総
合
体
育
館
と
旭
川
大
雪
ア
リ
ー

ナ
に
物
資
保
管
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
備
蓄

物
資
の
供
給
を
優
先
し
な
が
ら
、
国
や

道
、
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
企
業
や
団

体
か
ら
調
達
。
不
特
定
多
数
か
ら
の
支
援

物
資
は
、
仕
分
け
作
業
や
保
管
の
負
担
が

大
き
い
た
め
原
則
受
け
入
れ
ず
、
義
援
金

に
よ
る
支
援
を
呼
び
掛
け
る
。
市
防
災
課

は
「
応
援
が
必
要
な
規
模
の
災
害
を
長
年

経
験
し
て
い
な
い
。
訓
練
も
こ
れ
か
ら
の

段
階
で
、
災
害
時
の
人
員
調
整
な
ど
が
機

能
す
る
か
分
か
ら
な
い
。
大
規
模
災
害
を

経
験
し
た
市
町
村
の
例
を
参
考
に
検
証
を

進
め
た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
が
続
い
て
い
る
が
、
人
的
支
援

を
受
け
る
上
で
は
感
染
症
対
策
も
大
き
な

課
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

非
常
用
電
源
の
確
保
が
進
む

　

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と
、
令
和
元
年

6
月
現
在
、
道
内
で
災
害
対
策
本
部
を
設

置
す
る
庁
舎
に
非
常
用
電
源
を
備
え
て
い

な
い
市
町
村
が
28
あ
っ
た
。
未
設
置
市
町

村
は
内
陸
部
に
多
く
、
胆
振
東
部
地
震
に

伴
う
全
道
規
模
の
広
域
停
電
の
よ
う
に
災

害
対
応
が
困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
28

市
町
村
の
う
ち
13
市
町
村
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
2
年
度
に
設
置
予
定
と
し
、
未
設

置
市
町
村
の
早
期
解
消
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
、
国
は
人
命
救
助
な
ど
、
初
動
対

応
の
目
安
と
な
る
72
時
間
は
、
外
部
か
ら

燃
料
供
給
を
受
け
ず
に
稼
働
が
で
き
る
よ

う
、
燃
料
の
確
保
を
求
め
て
い
る
。
非
常

用
電
源
の
使
用
可
能
時
間
は
、
8
市
町
村

が
「
1
週
間
以
上
」、
66
市
町
村
が
「
72

時
間
以
上
1
週
間
未
満
」
で
、
44
市
町
村

が
「
24
時
間
未
満
」
だ
っ
た
。
財
政
難
や

消
防
法
な
ど
の
規
制
も
絡
み
、
問
題
の
解

決
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

非常用電源の充実が課題─胆振東部地震で
停電が続く札幌市内（平成 30 年9月）
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を
使
用
す
る
際
に
は
『
不
安
を
煽
る
』
と

い
う
懸
念
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
津
波

の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
た
め
、
よ
り
リ
ア

ル
な
映
像
制
作
を
決
断
し
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
る
。
町
内
の
防
災
研
修
会
な
ど
で

活
用
し
て
い
る
が
、
職
員
に
よ
る
説
明
や

紙
の
資
料
よ
り
も
伝
え
る
効
果
は
大
き
い

と
い
う
。
白
糠
町
の
取
組
を
参
考
に
上
ノ

国
町
も
同
様
の
動
画
制
作
を
進
め
て
い
る
。

災
害
用
大
型
ド
ロ
ー
ン
導
入

　

白
糠
町
は
本
年
度
、
災
害
時
の
情
報
収

集
な
ど
で
活
用
す
る
大
型
ド
ロ
ー
ン
を
導

入
し
た
。
被
災
者
捜
索
を
は
じ
め
、
効
果

的
な
被
害
状
況
調
査
に
よ
る
罹
災
証
明
書

発
行
の
迅
速
化
な
ど
を
目
指
す
。
町
は
平

成
28
年
の
豪
雨
災
害
後
、
被
災
状
況
の
把

握
な
ど
を
目
的
に
中
型
・
小
型
の
ド
ロ
ー

ン
各
1
基
を
導
入
し
た
。
し
か
し
、
風
速

5
㍍
以
上
に
な
る
と
飛
行
が
難
し
く
、
雨

天
や
釧
路
地
方
特
有
の
海
霧
、
冬
季
は
氷

点
下
20
度
以
下
の
気
温
な
ど
、
過
酷
な
環

境
で
は
飛
行
が
困
難
だ
っ
た
。
本
年
度
導

入
し
た
大
型
ド
ロ
ー
ン
は
、
昨
年
5
月
に

発
表
さ
れ
た
最
新
モ
デ
ル
。
風
速
15
㍍
程

度
、
氷
点
下
20
度
か
ら
50
度
の
高
温
に
も

耐
え
、
小
雨
な
ら
55
分
、
冬
期
間
で
も
20

分
以
上
の
飛
行
が
可
能
と
い
う
。
通
常
の

静
止
画
や
動
画
の
撮
影
に
加
え
、
レ
ー
ザ

に
よ
る
測
距
や
被
災
者
捜
索
に
も
活
用
で

き
る
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
機
能
も
装
備
。
デ
ジ

タ
ル
ス
ピ
ー
カ
ー
を
搭
載
し
て
、
上
空
か

ら
呼
び
掛
け
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。
町

地
域
防
災
課
は
「
被
災
後
の
現
況
調
査
や

捜
索
を
は
じ
め
、
平
時
に
は
中
型
・
小
型

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
加
え
て
、
火
災
現
場

で
の
残
火
確
認
や
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
や
点

検
に
も
活
用
し
た
い
」
と
期
待
す
る
。

釧
路
市
─
津
波
避
難
計
画
策
定

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
平
成
23
年

3
月
11
日
。
釧
路
川
河
口
近
く
の
商
業
施

設
・
釧
路
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ

Ｍ
Ｏ
Ｏ
は
津
波
で
浸
水
。
あ
と
50
㌢
高
け

れ
ば
、
市
役
所
本
庁
舎
の
地
下
電
気
室
も

被
災
の
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
市
は

本
庁
舎
隣
接
地
に
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
拠

点
施
設
・
防
災
庁
舎
」
を
建
設
し
、
平
成

27
年
5
月
に
供
用
を
開
始
。
5
階
建
て
の

庁
舎
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
公
表
さ
れ

た
道
想
定
に
よ
る
最
大
級
の
津
波
が
発
生

し
て
も
、
主
要
フ
ロ
ア
や
電
気
室
、
避
難

場
所
、
備
蓄
倉
庫
な
ど
が
浸
水
し
な
い
高

さ
を
確
保
。
災
害
時
は
5
階
に
災
害
対
策

本
部
を
開
設
す
る
ほ
か
、
一
時
避
難
施
設

と
し
て
１
７
０
０
人
を
3
日
間
収
容
で
き

る
よ
う
水
や
食
料
も
確
保
し
て
い
る
。
平

時
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
庁
舎

や
広
場
を
活
用
。
平
成
27
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

主
催
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ま
ち
な
か
に
ぎ

わ
い
広
場
」
は
、
テ
ン
ト
市
場
や
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
庁

舎
の
見
学
や
防
災
体
験
も
行
わ
れ
る
。

　

釧
路
市
は
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
発
生

す
る
と
、
平
野
部
の
市
街
地
が
ほ
ぼ
全
域

に
わ
た
り
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
道
想

定
を
も
と
に
、
市
は
平
成
25
年
8
月
に
津

波
避
難
計
画
を
策
定
。
昨
年
8
月
ま
で
に

7
回
の
改
訂
を
重
ね
た
。
市
は
大
津
波
警

報
（
津
波
高
10
㍍
）
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
6
万
7
千
世
帯
、
11
万
9
千
人
が
避

難
対
象
に
な
る
と
想
定
す
る
。
市
内
の
全

世
帯
数
・
全
人
口
の
7
割
を
超
え
る
。

　

避
難
計
画
で
は
、
原
則
と
し
て
、
避
難

対
象
地
域
の
ど
こ
か
ら
で
も
1
㌔
以
内
に

緊
急
避
難
場
所
か
津
波
緊
急
避
難
施
設
を

配
置
す
る
と
し
て
い
る
。
避
難
対
象
区
域

外
で
は
、
小
中
高
校
な
ど
33
施
設
を
緊
急

避
難
施
設
に
指
定
。
7
万
6
千
人
を
収
容

で
き
る
。
予
測
さ
れ
る
津
波
第
一
波
の
到

達
時
間
ま
で
に
、
全
て
の
住
民
が
避
難
対

象
区
域
外
に
逃
れ
る
こ
と
は
困
難
だ
と
し

て
、
避
難
対
象
地
域
内
で
は
、
津
波
に
耐

え
る
一
定
の
強
度
が
あ
る
公
共
施
設
や
学

校
、
ホ
テ
ル
な
ど
47
カ
所
を
津
波
緊
急
避

難
施
設
に
指
定
し
て
い
る
。
6
万
1
千
人

の
収
容
人
数
を
確
保
し
て
い
る
。

　

大
津
波
の
到
達
予
想
時
間
ま
で
に
住
民

が
避
難
施
設
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
困
難

な
地
域
で
は
、
津
波
避
難
ビ
ル
を
29
カ
所

指
定
し
て
い
る
。
公
営
住
宅
、
店
舗
、
工

場
、
立
体
駐
車
場
、
企
業
が
所
有
す
る
社

宅
な
ど
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
が
24
時
間

可
能
で
あ
り
、
備
蓄
品
の
保
管
ス
ペ
ー
ス

白糠町が導入した大型ドローン

災害時の拠点となる釧路市の防災庁舎
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田
敦
常
務
に
協
力
を
求
め
た
。
和
田
常
務

が
提
供
し
た
の
が
「
奥
尻
シ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
資
料
だ
。
北
海
道
大
学
大
学
院
工

学
研
究
院
の
森
傑す

ぐ
る教

授
ら
が
、
北
海
道
南

西
沖
地
震
に
伴
う
奥
尻
町
の
被
害
や
集
団

移
転
、
復
旧
・
復
興
事
業
の
歩
み
や
現
状

を
研
究
論
文
や
新
聞
報
道
を
も
と
に
取
り

ま
と
め
て
い
た
。
集
団
移
転
に
よ
る
復
興

を
目
指
す
住
民
に
と
っ
て
貴
重
な
参
考
書

と
な
っ
た
。
協
議
会
は
防
集
の
計
画
策
定

を
指
導
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
キ

テ
ク
ト
」
に
森
教
授
を
迎
え
、
指
導
と
助

言
を
得
る
こ
と
で
、
集
団
移
転
の
実
現
に

向
け
た
取
組
が
加
速
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
迎
え
た
7
月
20
日
の
第
1
回

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
参
加
者

に
は
戸
惑
い
が
広
が
っ
た
。「
最
初
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
『
継
承
す
べ
き
小
泉
の
良

い
と
こ
ろ
』
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
私
た
ち

は
早
く
家
を
再
建
し
た
い
の
に
…
」。
森

教
授
は
復
旧
・
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
よ
り

も
、
地
域
の
将
来
像
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

持
続
を
重
視
す
る
。
基
礎
と
な
る
の
は
住

民
自
身
に
よ
る
議
論
の
積
み
重
ね
だ
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
森
教

授
は
「
集
団
移
転
は
『
未
来
へ
の
贈
り

物
』
で
す
。
将
来
こ
の
地
区
で
暮
ら
し
て

い
く
子
や
孫
の
世
代
に
対
す
る
想
像
力
を

持
ち
、
マ
チ
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
」
と
訴
え
た
。

　

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
8
月
30
日

の
3
回
目
ま
で
「
継
承
す
べ
き
小
泉
の
良

い
と
こ
ろ
」「
小
泉
地
区
が
ず
っ
と
元
気

で
い
る
に
は
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
住
民
同

士
で
今
後
の
生
活
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
の

共
有
を
図
っ
た
。
次
の
段
階
で
は
、
小
泉

地
区
の
模
型
を
使
い
、
施
設
や
住
宅
な
ど

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
議
論
。「
共
同
利
用
」

「
共
同
作
業
」「
近
所
付
き
合
い
」「
家
庭

的
つ
な
が
り
」
な
ど
、
地
区
の
魅
力
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る

こ
と
で
、
将
来
の
マ
チ
の
在
り
方
を
考
え

よ
う
と
い
う
意
識
を
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
た

住
民
同
士
で
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

森
教
授
は
当
時
を
振
り
返
る
。「
住
民

は
早
く
マ
チ
の
『
絵
』
が
見
た
い
と
思
っ

て
い
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
遠
回
り
の

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
小
泉
地
区
の
良
さ

を
再
認
識
す
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
継

承
す
べ
き
財
産
を
整
理
し
、
新
し
い
集
落

の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
議
論
し
た
方
が
、

将
来
に
わ
た
り
住
み
続
け
た
い
マ
チ
を
実

現
で
き
る
と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
を
提
示

　

発
災
か
ら
7
カ
月
─
。
10
月
11
日
の
第

5
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
森
教
授
は
2

つ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
を
提
示
し
た
。
案
の

一
つ
に
は
「
ラ
ド
バ
ー
ン
方
式
」
と
呼
ば

れ
る
、
歩
行
者
と
自
動
車
の
ア
ク
セ
ス
を

完
全
に
切
り
分
け
た
、
歩
車
分
離
型
の
ま

ち
づ
く
り
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
。
地
区

中
心
部
に
設
け
る
集
会
施
設
や
広
場
を
取

り
囲
む
形
で
住
宅
を
配
置
す
る
。
中
心

ゾ
ー
ン
と
宅
地
は
、
歩
行
者
専
用
の
遊
歩

道
で
接
続
し
、
宅
地
の
外
周
に
沿
っ
て
車

道
を
整
備
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
浮

か
び
上
が
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
実
現
で
き

る
案
と
し
て
住
民
の
支
持
を
集
め
た
。

　

新
し
い
マ
チ
の
骨
格
が
決
ま
る
と
、
住

宅
の
デ
ザ
イ
ン
を
は
じ
め
、
自
力
で
住
宅

再
建
が
困
難
な
被
災
者
が
入
居
す
る
災
害

公
営
住
宅
の
配
置
な
ど
、
住
ま
い
に
関
す

る
協
議
を
進
め
た
。
12
月
時
点
で
１
０
１

世
帯
が
防
集
に
よ
る
集
団
移
転
、
24
世
帯

が
災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
。
協

議
会
は
12
月
9
日
、
議
論
を
も
と
に
独
自

震災前の小泉地区（上）では、津波により6割の住居
が流出した（平成 23 年7月）

ワークショップなどを通じて「まちづくり」への意識
が高まった
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発
災
1
カ
月
で
準
備
委
発
足

　

震
災
以
前
は
５
１
８
世
帯
・
１
８
１
０

人
が
暮
ら
し
た
小
泉
地
区
─
。
東
日
本
大

震
災
で
は
高
さ
20
㍍
を
超
え
る
津
波
に
襲

わ
れ
、
住
民
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
43

人
に
上
り
、
住
宅
３
０
８
戸
が
流
出
ま
た

は
全
半
壊
。
市
全
体
で
は
死
者
１
０
３
４

人
・
行
方
不
明
者
２
１
４
人
の
人
的
被
害

が
発
生
。
平
成
30
年
末
ま
で
に
１
０
９
人

が
震
災
関
連
死
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

　

津
波
の
難
を
逃
れ
た
住
民
は
、
地
区
の

中
学
校
で
避
難
生
活
を
始
め
た
。
家
族
や

知
人
を
亡
く
し
た
喪
失
感
と
と
も
に
、
住

宅
や
仕
事
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
る
不
安
感

が
募
り
、
誰
も
が
将
来
を
見
通
せ
な
い
暗

闇
の
中
に
い
た
。
だ
が
、
地
域
の
再
建
を

目
指
す
住
民
が
立
ち
上
が
っ
た
。
仮
設
住

宅
の
建
設
が
本
格
化
し
た
平
成
23
年
4
月

下
旬
、
本
吉
町
森
林
組
合
に
勤
め
る
加
納

保
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
（
防
集
）」
の
存
在

を
知
る
。
災
害
の
危
険
が
あ
り
、
住
宅
の

建
設
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域

を
対
象
と
し
て
、
市
町
村
が
被
災
し
た
住

民
か
ら
土
地
を
買
い
上
げ
、
移
転
先
と
な

る
高
台
な
ど
で
、
宅
地
や
道
路
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
。
国
は
費
用
の
4
分

の
3
を
補
助
す
る
ほ
か
、
特
別
交
付
税
措

置
で
市
町
村
負
担
を
軽
減
す
る
。
東
日
本

大
震
災
で
は
、
特
例
に
よ
り
被
災
市
町
村

の
事
業
費
全
額
を
国
が
負
担
し
た
。
造
成

後
の
土
地
購
入
や
住
宅
建
設
に
要
す
る
費

用
は
住
民
負
担
と
な
る
が
、
資
金
の
借
入

に
要
す
る
利
子
補
給
や
移
転
費
用
の
助
成

な
ど
支
援
を
行
っ
た
市
町
村
も
多
い
。

　

加
納
さ
ん
は
地
区
内
の
知
人
に
声
を
掛

け
、
集
団
移
転
の
議
論
を
開
始
。
4
月
24

日
に
は
、
住
民
有
志
に
よ
る
「
小
泉
地
区

明
日
を
考
え
る
会
」
を
結
成
し
、
同
時
に

「
小
泉
地
区
集
団
移
転
協
議
会
設
立
準
備

委
員
会
」
を
設
立
し
た
。
設
立
か
ら
1
カ

月
余
り
で
15
回
の
会
合
を
重
ね
、
高
台
へ

の
集
団
移
転
を
前
提
と
す
る
運
営
方
針
を

固
め
た
。
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
と
の
協

議
を
経
て
、
１
０
０
世
帯
超
の
集
団
移
転

実
現
に
向
け
、
6
月
5
日
に
「
小
泉
地
区

集
団
移
転
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。

　

事
務
局
長
に
就
い
た
加
納
さ
ん
は
「
気

仙
沼
市
は
平
成
18
年
に
旧
唐
桑
町
と
、
21

年
9
月
に
は
小
泉
地
区
が
あ
る
旧
本
吉
町

と
合
併
し
ま
し
た
。
震
災
は
合
併
か
ら
1

年
半
後
に
発
生
し
ま
し
た
。
市
全
体
の
被

害
が
大
き
い
た
め
、
中
心
部
か
ら
離
れ
た

小
泉
地
区
の
復
興
が
後
回
し
に
な
る
と
い

う
不
安
感
が
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

小
泉
地
区
は
3
つ
の
集
落
が
あ
り
、
最

も
人
口
が
多
い
「
町ま

ち

区く

」
で
は
、
住
宅
裏

を
流
れ
る
共
同
利
用
の
水
路
で
炊
事
や
洗

濯
を
し
な
が
ら
、
住
民
が
交
流
を
深
め
て

き
た
。
震
災
前
は
、
玄
関
を
施
錠
す
る
人

が
少
な
く
、
住
民
同
士
で
鮮
魚
や
野
菜
を

届
け
合
い
、
時
に
は
留
守
宅
の
冷
蔵
庫
に

入
れ
て
お
く
こ
と
も
。
地
区
な
ら
で
は
の

濃
厚
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
「
み
ん
な
で
再

び
一
緒
に
住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
思
い

が
復
興
を
支
え
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

遠
回
り
で
も
議
論
を
重
視

　

協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
と
は
い
え
、
メ

ン
バ
ー
は
素
人
ば
か
り
。
防
災
や
都
市
計

画
の
専
門
家
は
い
な
か
っ
た
。
メ
ン
バ
ー

の
一
人
が
人
脈
を
頼
り
、
建
築
設
計
事
務

所
・
ア
ト
リ
エ
ブ
ン
ク
（
札
幌
市
）
の
和

小泉地区の再生に向けた歩みを語る
加納保さん

　
宮
城
県
気
仙
沼
市
小
泉
地
区
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
災
害
で
約
6
割
の
家
屋
が
全
半
壊
し
た
。
住
民
は
発
災
1

カ
月
後
に
は
集
団
移
転
の
議
論
を
開
始
。
専
門
家
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
30
回
を
超
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
議

論
を
深
め
、
1
年
後
の
平
成
24
年
5
月
に
は
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
必
要
な
国
土
交
通
大
臣
の
同
意
を
得
て
集

落
再
建
が
本
格
化
し
た
。
住
民
主
導
型
の
集
団
移
転
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
か
取
材
し
た
。

住
民
主
導
で
集
団
移
転
の
具
体
案
を
議
論

宮
城
県
気
仙
沼
市
小
泉
地
区
が
歩
ん
だ
10
年

集
団
移
転
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

現
場
か
ら
の
報
告 

●❷
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の
動
き
も
。
加
納
さ
ん
は
「
土
地
の
価
格

が
１
０
０
坪
区
画
で
２
０
０
万
円
前
後
と

安
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
賑
わ
い
が
あ

る
小
泉
地
区
に
住
み
た
い
と
希
望
し
て
く

れ
た
人
も
い
ま
す
。
人
口
が
増
え
る
こ
と

は
明
る
い
話
題
で
す
」
と
歓
迎
す
る
。

　

地
形
が
険
し
い
リ
ア
ス
海
岸
に
面
す
る

気
仙
沼
市
は
平
地
が
少
な
い
た
め
、
防
集

に
よ
り
5
〜
10
世
帯
の
規
模
で
集
団
移
転

し
た
ケ
ー
ス
も
多
い
。
森
教
授
は
「
こ
う

し
た
小
規
模
な
集
落
は
、
高
齢
者
世
帯
が

中
心
で
す
が
、
10
年
も
過
ぎ
れ
ば
、
住
む

人
が
い
な
く
な
り
、
限
界
集
落
化
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
区
に
住

む
人
た
ち
の
受
け
皿
と
し
て
、
小
泉
地
区

の
防
集
は
、
事
業
の
規
模
を
大
き
く
取
っ

た
背
景
も
あ
り
ま
す
」
と
語
り
、
想
定
ど

お
り
の
展
開
と
い
う
見
方
を
示
す
。

震
災
か
ら「
３
年
」が
実
感

　
「
集
団
移
転
で
震
災
前
か
ら
続
く
『
密

な
空
間
』
は
、
マ
チ
の
魅
力
と
し
て
存
在

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
泉
地
区

の
再
生
は
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。
10
年
間
の
集
落

再
建
を
振
り
返
る
加
納
さ
ん
が
語
る
。
高

台
移
転
で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
小
泉
地

区
だ
が
、
住
民
の
高
齢
化
と
い
う
課
題
に

直
面
し
て
い
る
。「
市
の
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
が
定
期
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
便
数

が
少
な
く
、
住
民
の
高
齢
化
が
進
む
に
つ

れ
て
、
買
い
物
や
通
院
の
足
を
ど
の
よ
う

に
確
保
し
て
い
く
の
か
が
課
題
に
な
り
ま

す
」。
津
波
浸
水
エ
リ
ア
に
あ
る
被
災
跡

地
の
処
理
な
ど
の
懸
案
も
残
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
復
興
に
向
か
っ
て
住
民
が
一
丸

と
な
っ
て
走
り
続
け
て
き
た
小
泉
地
区
の

熱
気
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
冷
め
つ

つ
あ
る
と
い
う
。
そ
の
原
因
は
─
。
森
教

授
は
「
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
は
『
東
日
本
大

震
災
か
ら
10
年
』
と
言
い
ま
す
が
、
小
泉

地
区
の
住
民
の
よ
う
に
、
住
宅
再
建
か
ら

2
〜
3
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
被
災
者
に

と
っ
て
『
大
震
災
か
ら
3
年
』
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。
や
っ
と
安
住
の
地
を
得
る

こ
と
が
で
き
『
少
し
休
み
た
い
』
と
い
う

の
が
本
音
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
充
電
期

間
で
す
。
し
か
し
、
震
災
前
か
ら
の
課
題

で
あ
る
過
疎
・
高
齢
化
は
、
大
震
災
を
経

て
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
被
災
者
が

体
感
し
て
い
る
時
間
軸
と
行
政
の
復
興
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
支
援
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
10
年
を
区
切
り
に
ハ
ー
ド
整
備

が
一
段
落
す
る
今
後
は
、
行
政
が
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り
を
深
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
力
説
す
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
支
援

　

発
災
直
後
は
2
週
間
に
一
度
の
ペ
ー
ス

で
小
泉
地
区
を
訪
れ
た
森
教
授
─
。
そ
の

後
も
2
年
間
に
わ
た
り
、
手
弁
当
で
復
興

プ
ラ
ン
の
策
定
を
支
援
し
続
け
た
。
集
団

移
転
の
実
現
に
向
け
て
結
束
し
た
小
泉
地

区
の
住
民
だ
が
、
集
落
消
滅
の
危
機
に
対

す
る
焦
り
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
将
来
の
生

活
に
対
す
る
不
安
は
常
に
存
在
し
た
。
森

教
授
は
「
先
生
が
来
る
と
1
週
間
は
元
気

に
な
り
ま
す
。
後
の
1
週
間
は
将
来
へ
の

不
安
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
だ
か

ら
2
週
間
に
一
度
は
来
て
欲
し
い
」
と
い

う
住
民
の
切
実
な
声
を
今
も
忘
れ
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
域
か
つ
甚
大

な
被
害
が
生
じ
、
国
・
県
・
市
町
村
が
大

型
復
興
事
業
を
一
挙
に
押
し
進
め
た
。
職

員
数
が
限
ら
れ
る
中
小
規
模
の
被
災
市
町

村
に
と
っ
て
、
平
時
の
よ
う
な
丁
寧
な
プ

ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
、
復
旧
・
復
興
事
業
を

進
め
る
余
裕
は
無
か
っ
た
。
被
災
者
の
仕

事
や
経
済
状
態
、
家
族
関
係
、
健
康
状
態

な
ど
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
対
策
が

置
き
去
り
に
な
っ
た
側
面
が
あ
る
」
と
森

教
授
は
指
摘
す
る
。
小
泉
地
区
の
よ
う
に

集
落
単
位
で
専
門
家
の
支
援
が
得
ら
れ
た

地
域
は
む
し
ろ
少
な
い
。
だ
が
、
防
集
の

検
討
開
始
か
ら
完
成
ま
で
に
5
年
近
い
歳

月
を
要
し
た
。
こ
の
間
、
何
が
で
き
た
の

か
。
で
き
な
か
っ
た
の
か
─
。
森
教
授
は

今
も
自
問
自
答
を
続
け
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
森
教
授
は
「
東
日
本
大
震
災

で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
支
援
に

行
政
が
人
的
・
経
済
的
な
資
源
を
投
入
す

る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。
自
治
会
・
町
内

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
役
割
を
担
っ
た
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、
公
的
な
復
旧
・
復
興
プ
ラ
ン

に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
予
算
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
小
規
模
か
つ

個
人
的
な
関
係
で
支
援
が
行
わ
れ
た
実
情

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
起
こ
る
大
災
害

を
考
え
る
と
き
、
そ
の
後
の
10
年
で
過

疎
・
高
齢
化
が
深
刻
さ
の
度
合
い
を
増
し

て
い
る
地
域
で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー

ル
の
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
町
村

は
、
従
来
か
ら
あ
る
公
的
支
援
の
隙
間
を

埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
や
担
い
手
の

在
り
方
を
災
害
前
の
今
か
ら
想
定
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
る
。

ヒューマンスケールでの支援
の必要性を訴える森傑教授
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の
復
興
計
画
を
取
り
ま
と
め
、
防
集
の
事

業
主
体
と
な
る
気
仙
沼
市
に
事
業
申
込
書

を
提
出
。
市
は
協
議
会
が
ま
と
め
た
計
画

を
も
と
に
国
交
省
と
の
協
議
を
急
い
だ
。

　

発
災
か
ら
1
年
2
カ
月
─
。
平
成
24
年

5
月
22
日
、
国
土
交
通
大
臣
が
小
泉
地
区

を
含
む
市
内
5
地
区
の
防
集
に
同
意
。
計

画
が
本
格
的
に
動
き
始
め
た
。
造
成
面
積

は
、
市
内
の
高
台
移
転
エ
リ
ア
で
最
も
広

い
7
・
8
㌶
。
約
35
億
円
を
か
け
て
、
海

沿
い
の
旧
集
落
か
ら
約
2
㌔
の
距
離
が
あ

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
津
波
の
心
配
が
無

い
標
高
40
㍍
の
高
台
を
切
り
崩
し
、
戸
建

て
90
区
画
、
災
害
公
営
住
宅
30
戸
の
用
地

を
造
成
す
る
。
7
月
に
基
本
設
計
が
ま
と

ま
り
、
9
月
に
は
宅
地
区
画
の
検
討
を
開

始
。
協
議
会
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

議
論
を
踏
ま
え
て
「
移
転
希
望
者
全
員
で

の
話
し
合
い
と
ル
ー
ル
の
決
定
」「
場
所

よ
り
も
隣
人
重
視
」
な
ど
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
整
理
。
移
転
希
望
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

基
づ
き
、
区
画
調
整
を
進
め
、
25
年
5
月

に
全
世
帯
の
区
割
り
を
決
定
し
た
。

空
き
区
画
を
め
ぐ
る
課
題

　

造
成
工
事
は
平
成
25
年
6
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
か
ら
、
住

宅
再
建
の
資
金
が
都
合
で
き
ず
、
災
害
公

営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
し
た
り
、
子
ど

も
と
同
居
を
選
択
し
た
り
す
る
住
民
が
増

加
。
戸
建
て
区
画
に
は
、
空
き
が
生
じ
る

状
態
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
戸
建
て
区

画
は
95
区
画
か
ら
65
区
画
に
減
ら
し
、
公

園
や
災
害
公
営
住
宅
の
用
地
に
転
用
。
公

住
は
37
戸
と
し
た
。
戸
建
て
区
画
は
、
平

成
27
年
6
月
に
住
民
に
引
き
渡
し
を
開
始

し
た
が
、
こ
の
時
点
で
17
件
の
空
き
区
画

が
発
生
。
再
募
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
令

和
2
年
12
月
現
在
で
も
7
区
画
が
残
る
。

加
納
さ
ん
は
「
土
地
を
買
っ
て
家
を
建
て

る
段
階
に
な
る
と
、
長
期
ロ
ー
ン
を
返
済

で
き
る
か
心
配
に
な
っ
た
り
、
経
済
的
な

事
情
で
ロ
ー
ン
自
体
が
組
め
な
か
っ
た
り

す
る
人
も
い
ま
し
た
。
特
に
高
齢
者
は
、

将
来
的
な
負
担
が
少
な
い
災
害
公
営
住
宅

を
選
ぶ
傾
向
に
あ
り
ま
す
」
と
話
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
森
教
授
は
「
小
泉
地

区
で
は
、
集
団
移
転
の
合
意
形
成
が
順
調

に
進
み
ま
し
た
が
、
高
台
の
造
成
か
ら
完

成
ま
で
に
は
5
年
近
い
時
間
を
要
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
住
民
か
ら
『
早
く
に
計

画
が
で
き
た
の
に
、
完
成
ま
で
な
ぜ
こ
ん

な
に
時
間
が
か
か
る
の
か
』
と
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。
大
規
模
な
災
害
に
伴
う
集
団

移
転
事
業
や
土
地
区
画
整
理
の
完
了
前
に

住
民
が
離
れ
て
し
ま
う
原
因
に
は
、
工
事

の
長
期
化
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
復

興
プ
ラ
ン
に
対
す
る
期
待
が
、
現
実
の
時

間
の
進
行
と
と
も
に
薄
れ
、
高
齢
者
や
幼

い
子
ど
も
を
抱
え
る
世
帯
は
、
他
の
地
域

に
移
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
東
北
の
被
災
地

で
共
通
し
た
課
題
で
す
」
と
指
摘
す
る
。

　

岩
手
県
や
宮
城
県
の
被
災
地
で
は
、
防

集
で
高
台
を
造
成
し
た
り
、
津
波
浸
水
地

域
を
盛
り
土
に
で
か
さ
上
げ
し
た
り
し
た

防
集
エ
リ
ア
で
空
き
区
画
が
目
立
つ
。
工

事
が
進
ん
で
も
、
マ
チ
の
復
興
が
実
感
で

き
な
い
と
い
う
地
域
も
少
な
く
な
い
。

　

移
転
希
望
者
が
減
る
一
方
、
小
泉
地
区

以
外
の
住
民
が
、
再
募
集
で
宅
地
を
取
得

し
、
住
宅
を
新
築
す
る
な
ど
、
新
た
な
人

30 回を超える議論で描いた集団移転計画の鳥瞰図

「近所付き合い」や「家庭的つながり」を重視した街並み
（上）と新たなコミュニティ拠点として整備した小泉町区振
興会館（下）
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地
震
発
生
直
後
、
耐
震
性
に
不
安
が
あ

る
庁
舎
か
ら
多
数
の
職
員
が
庁
舎
前
の
広

場
に
避
難
。
大
き
な
損
壊
は
無
か
っ
た

が
、
余
震
が
繰
り
返
す
た
び
に
庁
舎
の
出

入
り
を
繰
り
返
し
た
。
高
台
に
避
難
す
る

よ
う
進
言
す
る
一
般
職
員
も
い
た
が
、
管

理
職
が
制
止
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
す
る
。

　

庁
舎
前
に
は
防
災
訓
練
と
同
じ
よ
う
に

机
が
用
意
さ
れ
、
幹
部
職
員
が
対
策
を
協

議
。
部
課
長
は
職
員
に
①
本
部
担
当
は
庁

舎
で
待
機
②
避
難
誘
導
担
当
は
誘
導
後
庁

舎
に
帰
還
③
避
難
所
担
当
は
担
当
地
区
で

対
応
─
と
指
示
。
一
方
で
福
祉
課
長
は
、

課
員
に
高
台
の
中
央
公
民
館
に
避
難
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
混
乱
の
中
、
消
防
か
ら
大
津

波
警
報
の
放
送
が
行
わ
れ
た
が
、
町
は
住

民
に
対
す
る
避
難
指
示
な
ど
の
対
応
を
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
停
電
に
伴
い

情
報
収
集
手
段
は
、
携
帯
電
話
の
ワ
ン
セ

グ
放
送
や
ラ
ジ
オ
、
職
員
に
よ
る
目
視
な

ど
に
限
ら
れ
て
い
た
。
報
告
書
は
「
職
員

に
は
庁
舎
前
が
危
険
と
い
う
意
識
、
逃
げ

よ
う
と
い
う
意
識
も
な
く
、
情
報
収
集
を

続
け
た
」
と
す
る
。
総
務
課
主
幹
が
総
務

課
長
に
避
難
を
具
申
し
た
直
後
、
庁
舎
は

津
波
に
襲
わ
れ
た
。
報
告
書
は
当
時
の
様

子
を
リ
ア
ル
に
記
述
し
て
い
る
。

　
「
直
接
避
難
を
開
始
し
た
の
は
、
黒
壁

の
よ
う
な
津
波
が
数
10
㍍
先
に
迫
っ
た
と

き
で
あ
り
、
そ
の
き
っ
か
け
は
、
街
中
に

被
害
調
査
に
行
っ
て
い
た
職
員
が
『
津

波
』
と
絶
叫
し
な
が
ら
走
っ
て
戻
っ
て
き

た
こ
と
で
あ
る
。
職
員
は
一
斉
に
避
難
す

る
が
、
時
す
で
に
遅
か
っ
た
。
一
目
散
に

庁
舎
の
階
段
、
梯
子
を
駆
け
上
っ
た
職
員

が
助
か
る
一
方
、
同
じ
2
階
で
避
難
し
て

い
た
人
た
ち
は
流
さ
れ
た
」（
報
告
書
）

　

報
告
書
は
、
災
害
対
策
本
部
体
制
へ
の

移
行
基
準
は
、
地
震
の
“
揺
れ
”
を
想
定

し
て
い
た
ほ
か
、
揺
れ
に
よ
る
庁
舎
倒
壊

の
懸
念
が
先
立
ち
、
津
波
に
対
す
る
意
識

が
乏
し
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
県
の
津
波

想
定
も
庁
舎
付
近
の
浸
水
深
は
1
〜
2
㍍

だ
っ
た
。「
大
津
波
警
報
『
3
㍍
』
の
発
表

を
聞
い
て
、
大
槌
湾
の
防
潮
堤
（
6
・
4

㍍
）
を
想
起
し
、
避
難
の
き
っ
か
け
を
見

失
い
、
油
断
し
た
可
能
性
も
あ
る
」（
同
）

　

町
内
で
は
津
波
で
１
２
３
３
人
が
犠
牲

に
な
っ
た
。
報
告
書
は
、
防
災
教
育
の
形

骸
化
も
指
摘
す
る
。
町
民
の
負
担
軽
減
や

人
集
め
を
重
視
し
た
結
果
、
過
酷
な
災
害

を
想
定
し
た
訓
練
は
実
施
で
き
な
か
っ
た

と
し
「
過
去
の
災
害
経
験
、
防
潮
堤
等

ハ
ー
ド
へ
の
過
信
、
津
波
警
報
の
空
振

り
、
県
の
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

等
に
油
断
し
て
、
防
災
訓
練
の
参
加
者
に

切
迫
性
が
欠
け
て
い
た
」
と
結
ん
で
い
る
。

庁
舎
を
捨
て
る
覚
悟
を
─

　

陸
前
高
田
市
と
大
槌
町
で
共
通
す
る
の

は
、
津
波
襲
来
ま
で
、
屋
外
や
建
物
内
で

待
機
ま
た
は
業
務
を
続
け
た
結
果
、
多
く

の
職
員
が
避
難
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
こ

と
に
あ
る
。
庁
舎
の
被
災
と
多
数
の
職
員

が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
で
、
行
政
機
能
を

喪
失
し
、
そ
の
後
の
復
旧
や
復
興
に
も
ダ

メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
た
。
市
町
村
職
員
に

と
っ
て
〈
庁
舎
を
捨
て
る
〉
こ
と
に
は
抵

抗
感
が
あ
る
。
持
ち
場
を
離
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
職
員
も
い
る
。
し
か
し
、
庁
舎

を
失
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
に
は
守
る
べ

き
住
民
が
い
る
。
災
害
を
生
き
延
び
て
任

務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

津
波
警
報
や
河
川
の
氾
濫
発
生
情
報
な

ど
を
ス
イ
ッ
チ
と
し
て
、
全
職
員
が
一
斉

に
安
全
エ
リ
ア
に
待
避
す
る
な
ど
の
統
一

し
た
基
準
が
必
要
だ
。
津
波
の
監
視
や
住

民
の
避
難
誘
導
に
当
た
る
職
員
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
。

　

震
災
発
生
時
、
両
市
町
で
は
多
く
の
住

民
が
確
定
申
告
に
訪
れ
て
い
た
。
市
町
村

が
主
催
す
る
会
議
、
健
診
、
研
修
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
来
庁
者
の
安
全
確
保
を
前
提

と
す
る
避
難
対
策
も
不
可
欠
で
あ
り
、
訓

練
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
対
策
の
不
備
や

課
題
を
検
証
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

収
容
能
力
を
超
え
る
避
難
者

　

１
０
４
０
人
が
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た

岩
手
県
釜
石
市
─
。
平
成
27
年
3
月
に
公

表
し
た
避
難
所
運
営
に
関
す
る
検
証
報
告

書
は
、
避
難
者
対
応
を
め
ぐ
る
対
応
の
難

し
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
市
内
で

は
津
波
発
生
に
伴
い
、
最
大
で
９
８
８
３

人
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
初
動

対
応
は
避
難
者
や
人
的
被
害
へ
の
対
応
が

最
優
先
と
な
っ
た
。
発
災
直
後
、
住
民
の

多
く
は
被
災
を
免
れ
た
建
物
や
高
台
な
ど

に
避
難
し
た
た
め
、
そ
の
場
所
に
あ
る
民

家
や
施
設
が
実
質
的
な
「
避
難
所
」
に

な
っ
て
い
た
。
津
波
に
伴
う
瓦
礫
が
道
路

を
塞
ぎ
、
多
数
の
孤
立
地
区
も
発
生
。
徒

多数の職員が被災した大槌町役場（平成 23 年4月）
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職
員
の
退
避
基
準
明
確
化
を

　

東
日
本
大
震
災
で
岩
手
・
宮
城
・
福
島

の
被
災
3
県
で
は
、
多
数
の
地
方
公
務
員

が
犠
牲
に
な
っ
た
。
政
府
の
ま
と
め
で
は

消
防
職
員
27
人
、
警
察
官
30
人
、
消
防
団

員
２
５
４
人
、
市
町
村
職
員
は
統
一
し
た

集
計
は
実
施
し
て
い
な
い
が
約
３
３
０
人

が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
さ

れ
る
。
警
察
官
、
消
防
職
員
や
消
防
団
員

は
、
発
災
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
避
難
誘
導

や
防
潮
堤
や
水
門
の
閉
鎖
に
携
わ
り
、
津

波
に
巻
き
込
ま
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
市

町
村
職
員
が
犠
牲
に
な
っ
た
要
因
を
被
災

市
町
村
が
公
表
し
た
検
証
報
告
書
な
ど
で

読
み
解
い
て
み
た
い
。
岩
手
県
陸
前
高
田

市
で
は
、
津
波
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明

者
は
人
口
の
7
・
2
％
に
当
た
る
１
７
５

７
人
に
達
し
た
。
浸
水
域
の
人
口
に
対
す

る
犠
牲
者
率
は
10
・
64
％
で
、
3
県
の
沿

岸
37
市
町
村
で
最
大
と
な
っ
た
。
震
災
当

時
４
４
３
人
（
正
職
員
２
９
５
人
、
嘱

託
・
臨
時
職
員
１
４
８
人
）
の
職
員
が
在

籍
し
て
い
た
が
、
市
内
の
全
犠
牲
者
数
の

25
・
1
％
に
達
す
る
１
１
１
人
（
正
職
員

68
人
、
臨
時
・
嘱
託
職
員
43
人
）
が
津
波

災
害
の
犠
牲
と
な
っ
た
。

　

報
告
書
で
は
、
地
震
発
生
か
ら
津
波
襲

来
ま
で
の
市
職
員
の
動
き
を
検
証
し
て
い

る
。
地
震
発
生
直
後
、
本
庁
舎
に
い
た
職

員
は
、
庁
内
放
送
の
指
示
に
従
い
、
来
庁

者
と
と
も
に
庁
舎
前
の
駐
車
場
や
公
園
に

避
難
。
大
津
波
警
報
発
令
後
も
、
そ
の
場

で
災
害
対
策
本
部
の
指
示
を
待
つ
状
態

だ
っ
た
。
市
庁
舎
屋
上
で
監
視
に
当
た
っ

て
い
た
職
員
が
津
波
接
近
を
報
告
。
屋
外

に
い
た
職
員
は
、
住
民
と
と
も
に
付
近
の

市
民
会
館
や
市
庁
舎
に
避
難
し
た
。
し
か

し
、
市
庁
舎
は
屋
上
近
く
ま
で
浸
水
。
市

は
3
階
建
て
の
市
民
会
館
を
一
次
避
難
所

に
指
定
し
て
い
た
が
、
高
さ
15
・
8
㍍
の

津
波
で
水
没
し
た
。
市
民
会
館
に
は
、
市

教
委
事
務
局
が
あ
り
、
通
常
26
人
の
職
員

が
勤
務
し
て
い
た
が
、
震
災
当
日
は
確
定

申
告
の
会
場
と
な
っ
て
お
り
、
津
波
襲
来

時
に
多
く
の
職
員
が
逃
げ
込
み
、
結
果
的

に
61
人
の
職
員
が
こ
こ
で
犠
牲
に
な
っ

た
。
同
じ
く
一
時
避
難
所
に
指
定
し
て
い

た
市
民
体
育
館
に
は
、
防
災
業
務
や
周
辺

施
設
か
ら
避
難
し
た
職
員
24
人
が
い
た

が
、
津
波
の
難
を
逃
れ
た
生
存
者
1
人
を

残
し
て
23
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
当
時
、

市
民
体
育
館
に
は
１
０
０
人
近
い
住
民
が

避
難
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
大

半
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

　

報
告
書
は
「
市
職
員
の
心
理
状
態
と
し

て
、
市
民
よ
り
先
に
自
分
の
身
の
安
全
を

優
先
す
る
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め
、
災
害
対
応
業
務
や
市
民
の
避
難

誘
導
に
備
え
て
市
庁
舎
付
近
に
待
機
を
続

け
た
こ
と
が
人
的
被
害
を
拡
大
し
た
。
今

後
、
こ
の
教
訓
を
活
か
し
、
市
職
員
の
明

確
な
退
避
基
準
を
設
け
、
二
度
と
市
職
員

が
被
災
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

　

陸
前
高
田
市
で
は
、
市
民
会
館
な
ど
の

指
定
避
難
場
所
で
犠
牲
に
な
っ
た
市
民

は
、
市
の
推
定
で
３
０
３
〜
４
１
１
人
に

上
る
。
市
民
会
館
な
ど
の
公
共
施
設
は
、

県
の
浸
水
予
測
で
は
1
〜
2
㍍
の
浸
水
が

あ
る
が
、
2
階
以
上
は
浸
水
し
な
い
と
の

想
定
だ
っ
た
。
報
告
書
は
「
県
の
津
波
予

測
を
絶
対
視
し
『
そ
れ
以
上
の
津
波
の
襲

来
は
な
い
』
と
し
て
、
避
難
所
の
見
直
し

を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
真
摯
に
反
省
す

べ
き
」
と
無
念
を
に
じ
ま
せ
る
。

防
災
教
育
・
訓
練
の
形
骸
化

　

岩
手
県
大
槌
町
で
は
、
町
長
や
幹
部
職

員
11
人
を
含
む
職
員
40
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
。
町
の
検
証
報
告
書
で
は
、
庁
舎
前
で

逃
げ
遅
れ
て
犠
牲
に
な
っ
た
職
員
は
25
〜

30
人
に
上
る
と
推
計
し
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
多
数
の
市
町
村
職
員
が
津
波
災
害
の
犠
牲
に
な
っ
た
。
被
災
市
町
村
の
検
証
で
は
、
避
難
基
準

の
不
備
や
防
災
訓
練
の
形
骸
化
な
ど
の
課
題
も
見
え
て
き
た
。
想
定
を
超
え
た
被
災
者
の
発
生
に
伴
う
避
難
所
運
営
の

難
し
さ
、
行
政
機
能
が
失
わ
れ
た
市
町
村
へ
の
後
方
支
援
の
重
要
性
、
復
旧
・
復
興
の
妨
げ
と
な
る
災
害
ご
み
の
処
理

な
ど
の
多
様
な
教
訓
は
、
道
内
市
町
村
の
危
機
管
理
を
考
え
る
上
で
大
き
な
糧
と
な
る
だ
ろ
う
。

大
災
害
か
ら
市
町
村
職
員
の
生
命
を
守
る

被
災
市
町
村
の
教
訓
を
危
機
管
理
に
活
か
せ

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
読
み
解
く

現
場
か
ら
の
報
告 

●❸
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か
ら
の
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
受
け
入
れ

な
ど
の
特
色
あ
る
支
援
も
展
開
し
た
。

　

遠
野
市
防
災
危
機
管
理
課
は
「
古
く
か

ら
遠
野
市
民
と
沿
岸
市
町
村
と
結
び
付
き

が
強
く
、
被
災
者
の
受
け
入
れ
を
自
ら
進

ん
で
行
う
な
ど
『
共
助
』
の
取
組
も
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
」
と
話
す
。
市
は
震
災

の
教
訓
を
伝
え
よ
う
と
、
平
成
27
年
3
月

に
「
後
方
支
援
資
料
館
」
を
開
設
。
視
察

や
研
修
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
る
。

　

当
時
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

岩
手
河
川
国
道
事
務
所
長
を
務
め
、
被
災

地
支
援
を
担
当
し
た
、
今
日
出
人
・
北
大

学
大
学
院
工
学
研
究
院
特
任
教
授
は
「
遠

野
市
は
、
内
陸
と
三
陸
沿
岸
を
結
ぶ
交
通

の
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。
運
動
公
園
な

ど
の
支
援
拠
点
が
市
内
で
も
海
寄
り
に
位

置
し
て
お
り
、
三
陸
沿
岸
に
通
じ
る
国
道

２
８
３
号
の
道
路
啓
開
な
ど
の
進
捗
に
合

わ
せ
て
、
三
陸
沿
岸
の
南
北
に
支
援
の
手

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返

る
。
そ
の
上
で
「
北
海
道
で
も
道
東
の
太

平
洋
岸
が
津
波
に
襲
わ
れ
る
と
、
想
定
さ

れ
る
被
害
規
模
の
大
き
さ
か
ら
、
市
町
村

の
対
応
能
力
を
超
え
て
し
ま
う
。
帯
広
市

な
ど
内
陸
に
位
置
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

良
い
市
町
村
が
、
遠
野
市
の
よ
う
な
後
方

支
援
拠
点
の
役
割
を
担
う
べ
き
だ
。
拠
点

施
設
や
支
援
の
在
り
方
を
具
体
化
し
た
広

域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
を
策
定
す

る
な
ど
、
平
時
か
ら
備
え
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
る
。

災
害
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル

　

津
波
災
害
で
発
生
し
た
膨
大
な
災
害
ご

み
は
、
地
域
の
復
旧
・
復
興
を
妨
げ
る
存

在
と
な
っ
た
。
ご
み
の
腐
敗
に
伴
う
悪
臭

や
自
然
発
火
も
発
生
。
多
く
の
被
災
市
町

村
が
対
応
に
苦
慮
し
た
。
地
震
や
集
中
豪

雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
中
、
災

害
ご
み
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
発
災
以
前
か

ら
計
画
を
整
備
す
る
な
ど
、
迅
速
な
処
理

に
向
け
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

宮
城
県
東
松
島
市
で
は
、
東
日
本
大
震

災
に
伴
い
、
建
物
な
ど
の
破
壊
に
伴
う
瓦

礫
類
だ
け
で
１
１
０
万
㌧
の
災
害
廃
棄
物

が
発
生
。
市
が
震
災
前
に
処
理
し
て
い
た

廃
棄
物
の
１
０
０
年
分
に
相
当
す
る
膨
大

な
量
だ
。
土
砂
や
ヘ
ド
ロ
な
ど
の
津
波
堆

積
物
も
含
め
た
総
量
で
は
３
３
０
万
㌧
に

達
し
た
。
市
は
発
災
1
カ
月
後
ま
で
に
復

旧
復
興
指
針
を
ま
と
め
、
徹
底
し
た
分
別

と
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
の
再

資
源
化
に
取
り
組
む
方
針
を
決
定
。
処
理

費
用
の
削
減
と
と
も
に
、
被
災
者
の
雇
用

創
出
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

市
は
受
け
入
れ
品
目
を
①
土
砂
②
ヘ
ド

ロ
③
解
体
系
木
材
④
自
然
木
⑤
コ
ン
ク

リ
ー
ト
⑥
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
⑦
石
膏
ボ
ー
ド

⑧
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
⑨
繊
維
類
⑩
畳
⑪
粗

大
ご
み
⑫
金
属
類
⑬
家
電
⑭
ガ
ラ
ス
類
⑮

小
型
家
電
⑯
消
火
器
⑰
油
類
⑱
肥
料
⑲
複

合
素
材
類
─
に
分
類
。
多
数
の
作
業
員
に

よ
る
手
作
業
で
分
別
の
精
度
を
高
め
る
こ

と
で
、
瓦
礫
類
は
97
％
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

達
成
し
た
。
鉄
や
ア
ル
ミ
、
ス
テ
ン
レ
ス

な
ど
の
金
属
類
は
売
却
し
、
木
材
は
チ
ッ

プ
化
し
て
土
木
資
材
な
ど
に
活
用
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
破
砕
に
よ

り
土
木
資
材
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
。
津
波

堆
積
物
は
瓦
礫
な
ど
を
取
り
除
い
た
上

で
、
脱
塩
処
理
を
行
い
、
セ
メ
ン
ト
混
合

の
再
生
土
と
し
た
。
広
大
な
面
積
を
必
要

と
す
る
災
害
ご
み
の
仮
置
き
場
は
、
運
搬

距
離
の
短
縮
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

た
め
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
港
湾
施
設
用

地
や
市
内
の
運
動
公
園
を
活
用
し
た
。

　

災
害
ご
み
の
分
別
・
仮
置
き
場
へ
の
搬

出
作
業
は
平
成
25
年
12
月
ま
で
に
完
了
。

そ
の
間
に
１
５
０
０
人
が
作
業
に
従
事

し
、
こ
の
う
ち
９
０
０
人
は
地
域
の
被
災

者
だ
っ
た
。
金
属
類
の
売
払
い
に
よ
る
歳

入
は
約
6
億
円
に
上
る
。
手
作
業
と
可
搬

形
の
建
設
機
材
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で

処
理
施
設
の
整
備
コ
ス
ト
を
圧
縮
。
災
害

ご
み
の
処
理
コ
ス
ト
は
県
内
で
最
も
低
く

抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
連
の
対
応
は

「
東
松
島
方
式
」
と
呼
ば
れ
、
防
災
関
係

機
関
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

市
環
境
生
活
課
は
「
大
量
の
瓦
礫
処
理

に
は
広
い
平
場
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
不
可

欠
。
県
と
連
携
し
て
仮
置
き
場
を
確
保
で

き
た
こ
と
が
何
よ
り
も
大
き
い
。
狭
い
場

所
で
は
運
搬
や
処
理
の
負
担
が
増
す
」
と

話
す
。
そ
の
上
で
「
災
害
ご
み
の
処
理
を

め
ぐ
る
対
策
は
、
市
町
村
の
地
域
防
災
計

画
で
は
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
現

状
に
あ
る
が
、
発
災
直
後
の
人
命
救
助
や

行
方
不
明
者
捜
索
、
さ
ら
に
地
域
の
復

旧
・
復
興
を
進
め
る
上
で
、
そ
の
存
在
は

大
き
な
妨
げ
に
な
り
、
迅
速
な
処
理
が
欠

か
せ
な
い
。
災
害
前
に
用
地
を
確
保
し
て

お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
事
前
に
協
定
を

結
ぶ
な
ど
の
準
備
が
必
要
」
と
語
る
。

東松島市で行われた手作業による災害ごみの
再資源化（東松島市提供）
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歩
で
山
越
え
を
し
て
、
孤
立
地
域
に
水
や

食
料
を
届
け
た
職
員
も
い
る
と
い
う
。

　

震
災
当
日
は
市
議
会
の
会
期
中
で
、
市

長
や
幹
部
職
員
は
庁
舎
内
に
い
た
が
、
市

庁
舎
が
孤
立
状
態
に
陥
り
、
避
難
所
対
応

が
困
難
と
な
る
一
方
、
庁
舎
の
会
議
室
や

議
場
な
ど
に
２
０
０
〜
２
５
０
人
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
３
５
０
人
の
住
民
が
身

を
寄
せ
、
職
員
が
対
応
に
追
わ
れ
た
。

　

震
災
当
時
、
市
が
指
定
し
た
拠
点
避
難

所
は
15
カ
所
、
避
難
者
収
容
移
設
は
54
カ

所
に
上
る
。
避
難
者
数
が
多
く
、
発
災
当

日
は
建
物
内
に
収
容
し
き
れ
な
い
施
設
も

あ
っ
た
と
い
う
。
民
家
な
ど
自
主
的
に
避

難
者
を
受
け
入
れ
た
場
所
は
、
確
認
さ
れ

た
だ
け
で
８
４
６
カ
所
に
上
っ
た
。

　

発
災
当
初
、
市
職
員
の
4
分
の
3
が
何

ら
か
の
避
難
所
業
務
に
従
事
し
た
が
、
避

難
者
数
の
多
さ
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
で

定
め
る
全
避
難
所
に
市
職
員
を
配
置
す
る

こ
と
は
困
難
な
状
況
だ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
通
信
網
や
道
路
網
の
途
絶
、
避
難
者

の
頻
繁
な
移
動
の
ほ
か
、
停
電
で
避
難
者

名
簿
が
作
成
で
き
な
か
っ
た
り
、
名
簿
の

様
式
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
た

影
響
も
あ
り
、
3
月
11
日
か
ら
28
日
頃
ま

で
は
、
正
確
な
避
難
者
数
や
避
難
所
の
実

態
把
握
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

避
難
所
で
は
、
発
災
直
後
は
津
波
で
衣

服
が
濡
れ
た
避
難
者
も
多
く
、
高
齢
者
を

中
心
に
寒
さ
に
よ
る
体
調
不
良
者
が
続
出

し
た
。
避
難
所
運
営
の
中
心
を
担
っ
た
自

治
会
な
ど
は
、
高
齢
者
が
多
く
、
平
日
の

昼
間
は
若
手
住
民
に
頼
る
こ
と
が
で
き

ず
、
食
事
の
準
備
を
担
う
女
性
な
ど
、
特

定
の
人
に
負
担
が
集
中
す
る
な
ど
の
問
題

を
生
じ
た
。
ま
た
、
要
望
と
は
違
う
物
資

が
大
量
に
届
く
な
ど
の
混
乱
も
生
じ
た
ほ

か
、
避
難
所
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
た

め
、
物
資
供
給
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
避

難
所
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

報
告
書
は
、
特
に
食
料
な
ど
の
生
活
物

資
は
、
在
宅
避
難
者
へ
の
配
布
方
法
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
避
難
者
と
在

宅
避
難
者
を
把
握
す
る
情
報
収
集
体
制
を

構
築
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
一

方
で
円
滑
な
避
難
所
運
営
が
行
わ
れ
た
事

例
と
し
て
、
普
段
の
地
域
の
連
携
を
生
か

し
た
活
動
・
助
け
合
い
が
機
能
し
た
地
域

で
は
、
約
1
カ
月
で
避
難
生
活
を
解
消
で

き
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣
住
民
が

ま
と
ま
っ
て
避
難
し
、
内
陸
の
町
内
会
の

支
援
も
得
な
が
ら
、
自
主
的
な
運
営
に
取

り
組
ん
だ
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。

後
方
支
援
の
重
要
性

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
害
が
比
較
的

少
な
い
内
陸
市
町
村
に
よ
る
後
方
支
援
が

沿
岸
部
の
被
災
市
町
村
を
支
え
た
。
岩
手

県
中
央
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
遠
野
市
は

50
㌔
圏
内
に
大
槌
町
や
釜
石
市
な
ど
、
津

波
で
被
災
し
た
6
市
町
村
が
あ
る
。
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
平
成
23
年
3
月
11

日
─
。
市
は
発
災
14
分
後
、
冬
季
閉
鎖
中

の
運
動
公
園
を
開
門
。
自
衛
隊
な
ど
救
援

部
隊
の
受
け
入
れ
準
備
を
始
め
た
。
29
㌶

の
面
積
が
あ
る
公
園
は
、
大
型
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
着
陸
も
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
沿
岸
で
救
援
活
動
を
行
う
自
衛
隊
や

警
察
・
消
防
な
ど
の
拠
点
と
な
っ
た
。

　

同
日
夜
に
は
沿
岸
市
町
村
か
ら
の
避
難

者
受
け
入
れ
準
備
に
着
手
。
12
日
未
明
に

は
、
市
役
所
に
救
援
を
求
め
て
き
た
大
槌

町
住
民
の
要
請
で
物
資
提
供
な
ど
の
後
方

支
援
活
動
を
開
始
。
大
槌
町
な
ど
の
被
災

地
に
対
す
る
炊
き
出
し
を
行
っ
た
。
13
日

に
は
後
方
支
援
活
動
本
部
を
設
置
。
24
時

間
態
勢
で
情
報
収
集
や
物
資
の
調
整
な
ど

を
担
っ
た
。
市
内
の
屋
内
運
動
場
に
は
物

資
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
救
援
物
資
の
中
継

基
地
と
し
て
、
受
け
入
れ
と
管
理
、
被
災

市
町
村
へ
の
発
送
な
ど
を
行
っ
た
。
発
災

当
初
に
は
、
被
災
市
町
村
の
要
請
を
待
た

ず
に
水
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
、
必

要
と
考
え
ら
れ
る
物
資
を
発
送
す
る

「
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
」
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
被
災

市
町
村
へ
の
送
迎
、
食
事
提
供
、
宿
泊
な

ど
の
支
援
も
行
っ
た
ほ
か
、
送
迎
バ
ス
の

運
行
を
含
む
被
災
者
の
入
浴
支
援
、
市
外

釜石市では貨物船が座礁する被害も（平成 23 年4月）

遠野市後方支援資料館は、災害対策本部の
記録用模造紙などを展示
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ア
の
形
成
を
促
す
構
想
を
描
い
た
。

　

こ
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方
に
基
づ
い

て
Ａ
・
Ｂ
ゾ
ー
ン
内
の
学
校
、
保
育
園
、

公
営
住
宅
な
ど
は
災
害
リ
ス
ク
の
低
い
月

浦
地
区
や
虻
田
地
区
な
ど
に
移
転
。
跡
地

は
砂
防
ダ
ム
や
災
害
遺
構
の
保
存
エ
リ
ア

と
し
て
活
用
。
Ｘ
ゾ
ー
ン
で
は
数
年
か
け

て
宿
泊
施
設
な
ど
の
移
転
が
進
ん
だ
。

　

昭
和
52
年
の
山
頂
噴
火
で
は
、
山
腹
に

厚
く
堆
積
し
た
軽
石
や
火
山
灰
が
大
雨
で

泥
流
と
な
り
、
温
泉
街
南
西
側
の
住
宅
地

を
襲
っ
た
ほ
か
、
山
頂
部
へ
の
マ
グ
マ
貫

入
に
伴
う
地
殻
変
動
に
伴
い
、
断
層
上
に

位
置
す
る
公
営
住
宅
な
ど
が
破
壊
さ
れ
た
。　

将
来
的
に
も
土
砂
災
害
や
断
層
の
再
活
動

に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
集
団

移
転
の
対
象
と
な
っ
た
。
平
成
噴
火
で
は
、　

ま
さ
に
こ
の
場
所
で
噴
火
が
発
生
し
、
金

比
羅
山
Ａ
・
Ｂ
火
口
が
形
成
さ
れ
た
。

幻
の「
Ｃ
ゾ
ー
ン
」構
想

　

一
方
、
当
初
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
に
あ
っ

た
「
Ｃ
ゾ
ー
ン
」
は
、
地
元
市
町
な
ど
の

反
対
で
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
平
成

噴
火
で
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
20
〜

30
年
周
期
で
発
生
す
る
噴
火
で
、
山
麓
噴

火
が
発
生
し
た
り
、
山
頂
噴
火
に
伴
う
火

砕
流
や
火
砕
サ
ー
ジ
が
到
達
し
た
り
す
る

恐
れ
が
あ
る
地
域
を
Ｃ
ゾ
ー
ン
と
し
て
区

分
。
移
転
が
困
難
な
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
群

は
現
状
の
ま
ま
経
済
活
動
を
続
け
る
一

方
、
病
院
や
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど

の
移
転
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
宅
の
建

て
替
え
時
期
を
目
安
と
す
る
数
10
年
の
超

長
期
的
な
取
組
と
し
て
、
所
有
者
へ
の
財

政
支
援
や
土
地
利
用
規
制
に
よ
り
、
安
全

エ
リ
ア
へ
の
住
宅
移
転
を
誘
導
す
る
と
い

う
「
野
心
的
な
構
想
だ
っ
た
」（
関
係
者
）

　

だ
が
、
噴
火
直
後
に
政
府
関
係
者
が
打

ち
上
げ
た
、
温
泉
街
全
体
の
移
転
を
め
ぐ

る
議
論
が
争
点
化
。
観
光
関
係
者
は
「
人

が
住
ん
で
賑
わ
い
が
あ
る
温
泉
街
だ
か
ら

こ
そ
観
光
客
を
迎
え
ら
れ
る
」
と
反
発
を

強
め
た
。
ま
た
、
噴
火
で
直
接
的
な
被
害

が
無
か
っ
た
エ
リ
ア
で
は
、
住
宅
の
移
転

補
償
に
適
用
可
能
な
制
度
が
無
く
、
ゾ
ー

ン
指
定
に
伴
う
不
動
産
価
値
の
低
下
な
ど

の
影
響
も
大
き
い
と
し
て
、
道
は
最
終
的

に
実
現
を
見
送
っ
た
。
関
係
者
は
「
減
災

の
構
想
と
し
て
は
画
期
的
で
、
時
代
の
先

を
行
く
面
も
あ
っ
た
。
職
住
分
離
や
ゾ
ー

ニ
ン
グ
の
手
法
は
、
東
日
本
大
震
災
を
経

て
『
事
前
復
興
』
に
つ
な
が
る
考
え
方
と

し
て
再
認
識
さ
れ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

平
成
12
年
の
有
珠
山
噴
火
か
ら
20
年
が

経
過
し
、
西
山
・
金
比
羅
山
火
口
の
噴
煙

は
途
絶
え
、
裸
地
と
な
っ
た
火
口
周
辺
は

濃
い
緑
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
次
の

活
動
期
は
刻
々
と
迫
っ
て
い
る
─
。

事
前
復
興
と
集
団
移
転

　

東
海
沖
か
ら
四
国
沖
の
南
海
ト
ラ
フ
沿

い
を
震
源
域
と
す
る
巨
大
地
震
・
津
波
対

策
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成
25
年
に
「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ

れ
た
。
26
年
に
は
政
府
が
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
津
波
に
よ
り
、
30
㌢
以
上
の

浸
水
が
地
震
発
生
後
の
30
分
以
内
に
生
じ

る
地
域
と
し
て
、
千
葉
県
か
ら
鹿
児
島
県

ま
で
の
1
都
13
県
、
太
平
洋
沿
岸
の
１
３

９
市
町
村
を
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
津
波
避

難
対
策
特
別
強
化
地
域
」
に
指
定
。
津
波

避
難
施
設
の
整
備
の
補
助
率
を
通
常
の
2

分
の
1
か
ら
3
分
の
2
に
引
き
上
げ
る
な

ど
の
特
例
に
よ
り
、
避
難
タ
ワ
ー
や
避
難

小規模な水蒸気噴火が続く金比羅山火口群KB
火口（平成 13 年4月）

被災エリアで防災工事が進む（平成 14 年4月）

中央のAゾーンでは砂防ダムなどの整備が進む
（平成 16 年3月）

緑に覆われた火口付近。入浴施設と公営住宅が
災害遺構に（令和元年8月）

特集 巨大災害─東日本大震災から10年
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「
事
前
復
興
」と
は
何
か
？

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
新
た
な
防
災
対

策
の
在
り
方
と
し
て
「
事
前
復
興
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
な
定
義
は
な
い
が
①
災
害
に
よ
る
深

刻
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
域
か
ら
、
被

災
前
に
公
共
施
設
や
住
宅
を
移
転
す
る
②

災
害
リ
ス
ク
の
低
い
内
陸
や
高
台
に
市
街

地
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
、
中
長
期
的
に
都

市
計
画
や
土
地
利
用
規
制
な
ど
で
誘
導
を

図
る
③
災
害
で
生
じ
る
市
街
地
な
ど
の
被

害
規
模
や
範
囲
を
想
定
し
、
基
礎
デ
ー
タ

の
収
集
や
復
興
の
構
想
を
あ
ら
か
じ
め
イ

メ
ー
ジ
す
る
作
業
を
進
め
る
─
な
ど
、
幅

広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
被
災
後

の
現
地
・
現
状
で
の
復
旧
や
復
興
で
は
な

く
、
被
災
前
か
ら
公
共
施
設
や
公
営
住

宅
、
医
療
機
関
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
核

と
な
る
施
設
を
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域

か
ら
遠
ざ
け
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
災
害

で
生
じ
る
人
的
・
物
的
な
被
害
の
最
小
化

を
目
指
す
「
減
災
」
と
似
た
意
味
合
い
を

持
つ
が
、
災
害
発
生
前
の
段
階
で
対
策
を

講
じ
る
事
前
の
備
え
と
い
う
意
味
合
い
が

よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
印
象
が
強
い
。

　

現
に
災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

「
被
災
地
」
に
対
し
て
、
将
来
の
災
害
で
の

被
災
が
確
実
と
考
え
ら
れ
る
「
未
災
地
」

と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
た
。
い
わ
ゆ
る

「
国
土
強
靭
化
」
を
め
ぐ
る
政
府
の
動
き

が
加
速
す
る
中
、
現
行
の
法
制
度
で
は
対

応
が
難
し
い
「
事
前
復
興
」
に
関
す
る
法

整
備
や
財
政
支
援
制
度
の
創
設
を
求
め
る

自
治
体
な
ど
の
声
も
高
ま
っ
て
い
る
。

有
珠
山
噴
火
後
の
減
災
対
策

　

平
成
12
年
の
有
珠
山
噴
火
で
は
「
事
前

復
興
」
の
萌
芽
が
見
え
た
。
平
成
噴
火
は

昭
和
19
年
の
昭
和
新
山
誕
生
以
来
と
な
る

山
麓
噴
火
が
発
生
。
有
珠
山
北
西
麓
に
西

山
・
金
比
羅
山
の
2
つ
の
火
口
群
が
形
成

さ
れ
、
大
小
65
を
超
え
る
火
口
が
形
成
さ

れ
た
。
洞
爺
湖
温
泉
街
西
側
の
住
宅
地

は
、
噴
石
や
熱
泥
流
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
ほ
か
、
マ
グ
マ
の
貫
入
に
伴
う
地
盤

の
隆
起
で
、
国
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設

も
破
壊
さ
れ
た
。
噴
火
後
、
道
は
北
海
道

大
の
岡
田
弘
・
宇
井
忠
英
の
両
教
授
ら
の

助
言
を
受
け
て
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

検
討
を
進
め
、
地
元
と
の
協
議
に
入
っ
た
。

　

噴
火
に
よ
る
被
害
の
程
度
に
応
じ
た

ゾ
ー
ン
区
分
と
し
て
、
Ａ
ゾ
ー
ン
（
今
回

の
噴
火
で
発
生
し
た
火
口
に
近
接
し
、
噴

火
や
泥
流
の
被
害
が
著
し
い
区
域
）、
Ｂ

ゾ
ー
ン
（
Ａ
ゾ
ー
ン
に
隣
接
し
、
今
回
の

噴
火
で
噴
石
が
及
ん
だ
地
域
）
の
ほ
か
、

Ｘ
ゾ
ー
ン
（
今
回
の
噴
火
で
直
接
被
害
は

受
け
て
い
な
い
が
、
地
殻
変
動
の
影
響
を

受
け
た
北
斜
面
の
崩
壊
に
伴
う
岩
雪
崩
な

ど
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
い
地
域
）
を

設
定
。
Ａ
ゾ
ー
ン
は
全
て
の
建
築
物
を
禁

止
し
、
砂
防
ダ
ム
な
ど
の
防
災
施
設
用
地

や
災
害
遺
構
の
保
存
地
と
し
た
。
Ｘ
ゾ
ー

ン
も
防
災
施
設
用
地
と
し
、
全
て
の
建
築

物
を
禁
止
す
る
ほ
か
、
エ
リ
ア
内
の
宿
泊

施
設
な
ど
、
既
存
の
建
築
物
は
短
期
的
に

安
全
な
地
域
に
移
転
す
る
と
し
た
。
Ｂ

ゾ
ー
ン
は
防
災
の
た
め
の
緩
衝
地
帯
と
し

て
広
場
や
公
園
を
整
備
す
る
と
し
た
。

　

噴
石
や
泥
流
の
被
害
を
受
け
た
Ａ
・
Ｂ

ゾ
ー
ン
の
住
民
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
か
っ

た
。
次
期
噴
火
で
も
生
活
再
建
が
困
難
な

レ
ベ
ル
の
被
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い

た
め
、
ゾ
ー
ン
外
の
ホ
テ
ル
や
観
光
施
設

は
現
状
を
維
持
す
る
一
方
で
「
職
住
分

離
」
の
考
え
方
を
基
本
に
、
Ａ
・
Ｂ
ゾ
ー

ン
に
あ
る
学
校
や
保
育
園
な
ど
の
公
共
施

設
、
公
営
住
宅
、
医
療
機
関
は
、
将
来
予

測
さ
れ
る
山
頂
噴
火
で
火
砕
流
の
到
達
が

予
想
さ
れ
る
エ
リ
ア
外
に
移
転
し
、
災
害

リ
ス
ク
の
低
い
地
域
に
安
全
な
居
住
エ
リ

　
大
規
模
な
自
然
災
害
に
繰
り
返
し
襲
わ
れ
る
災
害
列
島
・
日
本
─
。
繰
り
返
さ
れ
る
人
命
の
損
失
、
被
災
と
復
旧
・

復
興
と
い
う
負
の
連
鎖
を
絶
ち
、
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
以
前
か
ら
、
中
長
期
的
な
取
組
に
よ
り
、
住
民
生
活
の
場

を
災
害
リ
ス
ク
か
ら
遠
ざ
け
る
〈
事
前
復
興
〉
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
住
民
の
生
活
再
建
が
困
難
に
な
る
よ
う
な
地

震
・
津
波
や
洪
水
、
火
山
噴
火
の
直
撃
を
回
避
し
、
安
住
の
地
を
得
る
た
め
の
模
索
が
続
く
。

事
前
復
興
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

安
全
なエ
リ
ア
で
の
市
街
地
形
成
を
促
進
す
る

災
害
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
に

現
場
か
ら
の
報
告 

●❹
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海
上
保
安
署
も
高
台
に
移
っ
た
。
3
年
度

に
は
町
の
新
庁
舎
も
サ
ン
ゴ
台
に
完
成
予

定
で
、
8
年
度
開
校
を
目
指
す
3
校
統
合

小
学
校
も
高
台
に
建
設
す
る
。
ま
た
、
県

は
役
場
庁
舎
の
移
転
跡
地
を
活
用
し
て
、

7
階
建
て
の
屋
上
に
４
０
０
人
が
避
難
で

き
る
県
営
住
宅
を
新
築
す
る
計
画
と
い
う
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
う
津
波
災
害
が

想
定
さ
れ
る
四
国
で
も
取
組
が
進
む
。
東

日
本
大
震
災
以
降
、
浸
水
被
害
想
定
区
域

外
に
宅
地
開
発
を
進
め
た
の
は
、
高
知
県

安
田
町
だ
。
平
成
25
年
か
ら
定
住
対
策
の

一
環
と
し
て
、
不
動
地
区
と
呼
ば
れ
る
標

高
37
㍍
の
高
台
に
宅
地
を
造
成
。
11
区
画

の
分
譲
宅
地
と
町
営
住
宅
21
戸
を
整
備
し

た
。
30
〜
40
代
の
子
育
て
世
帯
を
中
心
に

し
た
居
住
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
徳
島

県
美
波
町
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

で
復
興
を
支
援
し
た
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と

協
定
を
締
結
し
、
高
台
の
日
和
佐
地
区
に

大
規
模
災
害
時
の
避
難
場
所
や
防
災
拠

点
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
な
ど
を
想
定

し
た
防
災
公
園
の
整
備
と
い
っ
た
津
波
防

災
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
防
災
の
視
点

　

平
成
23
年
度
に
着
工
し
た
日
高
自
動
車

道
厚
賀
静
内
道
路
─
。
太
平
洋
の
沿
岸
を

走
る
国
道
２
３
５
号
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
内

陸
側
に
ル
ー
ト
を
設
定
し
た
。
24
年
に
公

表
さ
れ
た
道
の
津
波
浸
水
予
測
は
、
国
道

部
分
の
5
割
に
当
た
る
9
㌔
区
間
が
浸
水

す
る
た
め
、
沿
道
の
新
ひ
だ
か
町
や
浦
河

町
、
様
似
町
に
と
っ
て
、
日
高
道
は
災
害

発
生
時
、
苫
小
牧
方
面
か
ら
の
救
援
を
受

け
入
れ
る
唯
一
の
ル
ー
ト
に
な
る
。

　

平
成
28
年
10
月
、
北
海
道
開
発
局
の
事

業
審
議
委
員
会
は
、
静
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
の
移
設
を
承
認
し
た
。
静

内
Ｉ
Ｃ
を
新
ひ
だ
か
町
の
静
内
地
区
に
設

け
る
現
行
計
画
は
、
平
常
時
の
利
便
性
に

優
れ
て
い
る
が
、
整
備
予
定
地
や
ル
ー
ト

の
一
部
が
浸
水
区
域
に
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
大
津
波
発
生
時
に
は
避
難
道
路
と
し

て
機
能
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
同
町

は
、
ル
ー
ト
見
直
し
を
求
め
て
い
た
。

　

開
発
局
は
浸
水
区
域
を
極
力
回
避
し
、

Ｉ
Ｃ
は
浸
水
区
域
外
に
移
す
新
ル
ー
ト
案

を
策
定
。
静
内
市
街
地
の
北
側
を
通
過

し
、
市
街
地
北
側
で
道
道
平
取
静
内
線
と

接
続
す
る
Ｉ
Ｃ
を
設
け
る
と
し
た
。
Ｉ
Ｃ

の
位
置
変
更
に
伴
い
、
ル
ー
ト
も
海
岸
沿

い
か
ら
山
側
を
貫
く
ル
ー
ト
に
変
更
。
開

発
局
は
「
新
た
な
津
波
想
定
に
基
づ
い
て

計
画
中
の
Ｉ
Ｃ
や
ル
ー
ト
を
見
直
し
た

ケ
ー
ス
は
道
内
初
で
は
な
い
か
。
特
に
Ｉ

Ｃ
の
設
置
場
所
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
、
地
元
の
意
見

を
尊
重
し
て
慎
重
に
判
断
し
た
」
と
す
る
。

　

高
速
道
路
や
高
規
格
道
路
の
ル
ー
ト
を

内
陸
部
に
設
定
し
、
無
料
通
行
区
間
と
す

る
こ
と
で
、
住
民
の
移
動
や
物
流
の
ベ
ク

ト
ル
が
内
陸
に
シ
フ
ト
す
れ
ば
、
ま
ち
づ

く
り
の
中
心
軸
が
内
陸
に
移
り
、
長
期
的

に
は
、
新
た
な
市
街
地
形
成
を
誘
導
す
る

効
果
も
期
待
で
き
る
。
道
内
で
は
津
波
や

洪
水
な
ど
の
災
害
に
備
え
る
集
団
移
転
な

ど
の
動
き
は
見
ら
れ
な
い
が
、
道
路
や
公

共
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る

上
で
、
防
災
・
減
災
の
視
点
を
取
り
込
む

こ
と
で
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ

が
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

高
速
道
路
の
活
用
に
向
け
て

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
仙
台
市
の
平
野

部
で
津
波
に
追
わ
れ
た
人
た
ち
が
、
仙
台

東
部
道
路
の
盛
り
土
な
ど
を
駆
け
上
り
津

波
か
ら
逃
れ
た
。
国
土
交
通
省
は
高
速
道

路
を
避
難
場
所
と
す
る
た
め
、
避
難
路
や

避
難
場
所
の
整
備
を
促
進
。
令
和
2
年
7

月
現
在
、
全
国
の
高
速
道
路
な
ど
４
０
０

カ
所
に
避
難
路
な
ど
を
整
備
し
て
い
る
。

　

道
内
で
は
、
日
高
自
動
車
道
や
道
東
道

な
ど
で
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
開
発
局
が

所
管
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
だ
け
で
も
約

20
カ
所
に
上
る
と
い
う
。
日
高
道
で
は
、

厚
真
町
浜
厚
真
地
区
で
、
標
高
13
㍍
の
除

雪
車
転
回
場
を
１
３
０
人
が
退
避
で
き
る

避
難
場
所
と
し
、
町
道
と
接
続
す
る
緊
急

避
難
通
路
を
設
け
た
。
ま
た
、
釧
路
新
外

環
状
道
路
で
は
、
避
難
場
所
と
し
て
釧
路

町
が
平
成
30
年
に
整
備
し
た
「
防
災
ひ
ろ

ば
」の
連
絡
通
路
を
設
置
し
た
。広
場
は
約

3
千
人
が
退
避
で
き
る
面
積
が
あ
る
。
自

動
車
専
用
道
路
は
、
法
律
で
自
動
車
以
外

の
進
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
管

理
者
と
市
町
村
が
協
定
を
締
結
す
れ
ば
、

避
難
場
所
と
し
て
利
用
で
き
る
。
東
日
本

高
速
道
路
北
海
道
支
社
も
27
年
、
長
万
部

町
と
国
縫
Ｉ
Ｃ
を
避
難
場
所
と
す
る
協
定

を
締
結
し
た
。
開
発
局
は
「
住
民
の
生
命

を
守
る
効
果
が
あ
り
、
市
町
村
の
要
望
を

踏
ま
え
て
整
備
を
進
め
た
い
」
と
話
す
。 釧路新外環状道路の避難施設（開発局提供）
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路
の
整
備
が
順
調
に
進
む
一
方
、
被
災
に

備
え
た
「
事
前
復
興
」
と
し
て
、
特
措
法

が
掲
げ
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
柱
で
あ
る

高
台
へ
の
集
団
移
転
の
動
き
は
鈍
い
。

　

特
措
法
は
、
既
存
の
「
防
災
集
団
移
転

促
進
事
業
」（
防
集
）
を
活
用
す
る
。
沿

岸
部
に
あ
る
集
落
の
高
台
移
転
を
事
前
に

推
進
す
る
た
め
、
特
例
措
置
や
補
助
対
象

を
拡
大
。
防
集
で
は
10
戸
以
上
の
被
災
し

た
住
民
の
土
地
を
市
町
村
が
買
い
取
り
、

安
全
な
移
転
先
の
宅
地
造
成
費
な
ど
を
補

助
す
る
が
、
学
校
や
保
育
所
、
病
院
、
福

祉
施
設
な
ど
、
災
害
時
要
配
慮
者
が
利
用

す
る
施
設
の
用
地
取
得
費
な
ど
の
4
分
の

3
を
補
助
す
る
制
度
な
ど
を
設
け
た
。

　

国
土
交
通
省
は
令
和
2
年
度
予
算
で
、

全
国
で
相
次
ぐ
豪
雨
災
害
へ
の
対
応
と
し

て
、
洪
水
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
や
土

砂
・
津
波
・
火
山
災
害
警
戒
区
域
（
地
域
）

で
あ
り
、
堤
防
な
ど
の
治
水
施
設
の
整
備

が
不
十
分
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
「
5
戸

以
上
」
に
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
、
事
前

復
興
の
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
防
集
で
は
、
津
波
浸
水
域
と
な

る
元
の
居
住
地
は
、
災
害
危
険
区
域
に
指

定
さ
れ
る
た
め
、
新
た
に
住
宅
な
ど
が
建

築
で
き
な
く
な
る
ほ
か
、
移
転
先
の
住
宅

購
入
資
金
な
ど
の
自
己
負
担
も
重
い
。
災

害
発
生
前
の
現
段
階
で
は
、
住
民
の
合
意

形
成
が
難
し
く
、
事
業
の
活
用
は
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
だ
。
静
岡
県
沼
津
市
の

内
浦
重
須
地
区
は
、
防
集
に
よ
る
高
台
移

転
を
模
索
し
た
が
、
賛
同
す
る
住
民
が
少

な
く
、
市
は
防
集
の
適
用
を
断
念
。
農
地

の
土
地
区
画
整
理
事
業
で
一
部
住
民
の
高

台
移
転
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
と

事
前
復
興
を
目
指
す
取
組

　

防
集
ば
か
り
で
な
く
、
利
便
性
や
経
済

的
問
題
か
ら
、
住
民
の
意
見
が
分
か
れ
る

高
台
移
転
─
。
だ
が
、
住
民
の
命
を
守
る

た
め
の
重
点
施
策
に
位
置
付
け
た
の
が
、

和
歌
山
県
す
さ
み
町
だ
。
津
波
に
よ
る
被

災
を
免
れ
、
被
災
後
の
救
急
・
復
旧
拠
点

と
す
る
た
め
、
公
共
施
設
な
ど
の
高
台
移

転
を
進
め
て
い
る
。
平
成
27
年
8
月
に
完

成
し
た
紀
勢
自
動
車
道
・
す
さ
み
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
北
側
の
農
地
2

㌶
を
取
得
。
自
動
車
道
の
ト
ン
ネ
ル
残
土

を
活
用
し
て
、
拠
点
づ
く
り
の
用
地
を
造

成
し
た
。
同
Ｉ
Ｃ
南
側
で
は
、
30
年
4
月

に
若
年
層
の
定
住
促
進
対
策
と
し
て
、
16

戸
の
子
育
て
世
帯
向
け
賃
貸
住
宅
「
サ

ニ
ー
ヒ
ル
ズ
立
野
」
も
整
備
。
子
育
て
世

帯
向
け
賃
貸
住
宅
の
第
2
期
と
し
て
12
戸

の
新
築
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
分
譲
宅

地
15
区
画
の
造
成
も
進
め
て
い
る
。

　

高
台
移
転
の
第
1
弾
は
、
平
成
29
年
春

に
完
成
し
た
周
参
見
保
育
所
だ
。
31
年
3

月
に
は
、
消
防
署
な
ど
の
防
災
機
能
を
集

約
し
、
災
害
時
は
町
役
場
の
代
替
庁
舎
と

な
る
防
災
セ
ン
タ
ー
も
完
成
し
た
。
令
和

2
年
に
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転
改
築

に
着
工
。
元
年
度
に
は
国
保
す
さ
み
病
院

の
移
転
に
向
け
た
設
計
に
入
り
、
4
年
度

の
着
工
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

　

岩
本
勉
町
長
は
平
成
23
年
4
月
に
初
当

選
。
そ
の
直
前
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
、
8
月
に
は
台
風
12
号
に
よ
る
紀
伊
半

島
大
水
害
で
は
、
同
町
を
含
む
紀
伊
半
島

一
帯
で
大
き
な
被
害
を
生
じ
た
。
岩
本
町

長
の
「
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
一
人
も
出

さ
な
い
」
と
い
う
決
意
の
下
、
公
共
施
設

な
ど
の
高
台
移
転
に
取
り
組
ん
で
い
る
が

「
高
台
の
適
地
も
限
ら
れ
、
依
然
と
し
て

多
く
の
住
民
が
海
岸
沿
い
に
住
ん
で
い
る

現
状
で
は
、
施
設
の
利
便
性
も
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
総
務
課
防
災
対
策

室
）
と
、
事
前
復
興
の
難
し
さ
を
語
る
。

　

す
さ
み
町
の
南
隣
に
あ
る
和
歌
山
県
串

本
町
も
、
公
共
施
設
な
ど
の
段
階
的
な
高

台
移
転
に
取
り
組
む
。
平
成
23
年
11
月
に

標
高
約
50
㍍
の
「
サ
ン
ゴ
台
」
に
町
立
病

院
を
開
院
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
24
年

12
月
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
、
28
年
に
は

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
移
転
。
民
営
の
上

野
山
保
育
所
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営

す
る
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
県
の
串
本
建

設
部
、
県
警
串
本
署
代
替
指
揮
所
、
串
本

防災集団移転促進事業の概要

⃝�住民の生命・財産を災害から保護するため、居
住に適当でないと認められる区域内にある住居
の集団的移転を促進するため、市町村が行う住
宅団地の整備等に対し事業費の一部を補助
⃝�地域の合意形成の下、地域まるごとの集団移転
を行い、地域コミュニティの維持、防災性向上
を実現する

【事業の要件】
⃝�移転促進区域の設定
　�自然災害が発生した地域又は災害のおそれのあ
る災害危険区域
※�事業区域を建築基準法第 39 条の災害危険区域とし
て、条例で建築を禁止

⃝�住宅団地の規模
　�10 戸以上（かつ移転しようとする住居の数の半
数以上）であることが必要
※�浸水想定区域・土砂／津波／火山災害警戒区域であ
り、堤防等の治水施設整備が不十分な場合は5戸以上

【国庫補助の対象となる主な経費】（補助率 3/4）
①�住宅団地の用地取得及び造成に要する費用
②�移転者の住宅建設・土地購入に対する補助に要
する経費
③�住宅団地の道路、飲用水供給施設、集会施設等
の公共施設の整備に要する経費
④�移転促進区域内の土地の買取に要する経費
⑤�移転者の住居の移転経費（引っ越しへの補助に
要する経費）
⑥�事業計画等の策定に必要な経費（補助率 1/2）
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教
訓
を
活
か
し
「
職
員
の
避
難
所
対
応
力

の
向
上
」「
地
域
主
体
の
避
難
所
運
営
」

「
避
難
所
開
設
の
備
え
」
を
重
点
課
題
に

位
置
付
け
、
谷
口
さ
ん
の
指
導
・
助
言
の

下
で
訓
練
実
施
計
画
を
策
定
し
た
。
同
課

が
実
施
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
の
で
は
な

く
、
各
課
が
課
題
に
基
づ
い
て
具
体
的
な

訓
練
項
目
を
挙
げ
た
。
福
祉
課
は
「
自
衛

隊
や
赤
十
字
奉
仕
団
と
協
力
し
た
炊
き
出

し
」「
福
祉
避
難
所
の
開
設
を
支
援
す
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
人
的

支
援
を
要
請
」
を
挙
げ
、
市
民
生
活
課
は

「
メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
町
内
会
へ
の
個
別

伝
達
」
と
い
っ
た
プ
ラ
ン
を
提
示
。
全
庁

で
訓
練
計
画
を
練
り
上
げ
た
。

　

総
合
防
災
訓
練
は
4
年
に
1
度
の
大
掛

か
り
な
実
動
訓
練
だ
。
谷
口
さ
ん
は
「
市

職
員
を
対
象
と
す
る
事
前
の
避
難
所
開
設

運
営
訓
練
で
は
、
初
動
時
に
職
員
の
誰
が

行
っ
て
も
住
民
と
一
緒
に
避
難
所
を
開
設

で
き
る
訓
練
を
目
指
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

多
岐
に
わ
た
る
メ
ニ
ュ
ー
を
盛
り
込
ん

だ
訓
練
は
、
住
民
の
防
災
意
識
に
火
を
付

け
た
。
訓
練
終
了
後
の
平
成
30
年
10
月
に

は
、
市
内
の
中
島
町
、
有
明
町
、
恵
央
町

の
3
町
内
会
が
初
の
合
同
防
災
訓
練
を
実

施
。
11
月
に
も
恵
み
野
西
町
内
会
と
恵
み

野
南
町
内
会
が
合
同
訓
練
を
行
い
、
避
難

所
運
営
や
応
急
手
当
を
学
ん
だ
。
住
民
主

体
の
訓
練
を
後
押
し
す
る
た
め
、
市
は
市

立
柏
陽
中
学
校
を
モ
デ
ル
に
「
地
域
版
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
活
か
し
て
実
際
の
避
難
を
想

定
し
た
訓
練
に
活
用
し
て
も
ら
う
と
い
う
。

思
考
重
視
型
の
訓
練
へ

　

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
消
防
車
が
派
手

な
放
水
を
行
い
、
待
機
し
て
い
た
町
内
会

役
員
が
担
架
で
負
傷
者
を
運
ぶ
。
訓
練
は

台
本
通
り
分
刻
み
で
進
む
。
昼
食
代
わ
り

に
缶
詰
を
食
べ
、
首
長
は
「
実
践
的
な
訓

練
が
行
わ
れ
た
」
と
の
講
話
で
訓
練
を
締

め
く
く
る
。
あ
る
町
の
職
員
は
「
ま
る
で

学
芸
会
だ
」
と
皮
肉
を
込
め
る
─
。

　

自
然
災
害
の
頻
発
を
背
景
に
近
年
、
市

町
村
の
防
災
訓
練
は
、
住
民
に
よ
る
避
難

所
運
営
訓
練
や
、
夜
間
・
冬
季
な
ど
の
過

酷
な
環
境
を
想
定
し
た
特
色
あ
る
訓
練
も

行
わ
れ
て
い
る
。
三
重
県
大
紀
町
は
毎
年

10
月
、
太
平
洋
岸
の
錦
地
区
で
津
波
を
想

定
し
た
夜
間
避
難
訓
練
を
実
施
。
人
口
の

3
割
に
当
た
る
５
０
０
人
が
参
加
し
、
住

民
自
身
が
昼
間
に
は
分
か
ら
な
い
危
険
箇

所
を
確
認
す
る
。
町
は
避
難
路
の
手
す
り

や
照
明
の
設
置
な
ど
の
対
策
に
反
映
し
て

い
る
と
い
う
。
一
方
、
帯
広
市
は
平
成
23

年
2
月
に
冬
季
避
難
訓
練
と
避
難
所
運
営

訓
練
を
初
め
て
実
施
。
現
在
ま
で
継
続
的

に
訓
練
を
重
ね
、
備
蓄
品
の
選
定
や
避
難

所
環
境
の
充
実
に
成
果
を
活
か
し
て
い
る
。

　

近
年
は
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
災
害
図
上
訓
練
）
や

Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）
な
ど
の

思
考
過
程
を
重
視
し
た
訓
練
も
定
着
し
て

き
た
。
道
が
平
成
28
年
3
月
に
発
表
し
た

「
Do
は
ぐ
」（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
北
海
道

版
）
は
、
静
岡
県
が
開
発
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を

積
雪
寒
冷
地
の
本
道
向
け
に
改
良
。
避
難

所
の
体
育
館
や
教
室
に
見
立
て
た
平
面
図

に
避
難
者
を
適
切
に
配
置
し
、
避
難
所
で

起
こ
る
様
々
な
出
来
事
へ
の
対
応
を
考
え

る
こ
と
で
実
際
の
避
難
所
生
活
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
も
ら
う
。
29
年
度
に
は
「
Do
は
ぐ

マ
ス
タ
ー
」
の
認
定
制
度
を
設
け
、
各
地

域
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
育
成
も
進
め

て
お
り
、
令
和
2
年
3
月
末
時
点
で
５
９

５
人
が
認
定
を
受
け
た
。
中
で
も
巨
大
地

震
に
よ
る
津
波
災
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る

釧
路
管
内
で
は
１
２
５
人
に
上
る
。

　

道
は
平
成
25
年
度
に
防
災
教
育
テ
キ
ス

ト
「
ほ
っ
か
い
ど
う
の
防
災
教
育
」
を
発

行
。
市
町
村
職
員
や
消
防
職
員
、
学
校
や

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
対
象
と
す

る
「
実
践
編
」
は
、
防
災
教
育
の
企
画
方

法
や
ポ
イ
ン
ト
、
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

な
ど
を
紹
介
。
本
年
度
は
避
難
所
運
営
の

方
法
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
動
画
投
稿

サ
イ
ト
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
す
る
な

ど
、
動
画
配
信
に
も
力
を
入
れ
る
。
道
危

機
対
策
課
の
三
浦
次
郎
課
長
補
佐
は
「
市

町
村
の
人
事
異
動
で
防
災
担
当
者
が
変
わ

る
こ
と
が
多
く
、
災
害
の
経
験
が
無
い
若

手
職
員
へ
の
教
育
に
は
動
画
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
必
要
な
取
組
」
と
話
す
。

　

一
方
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
拡
大
に
伴
い
、
全
道
的

に
市
町
村
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
や
研
修

の
中
止
が
相
次
い
で
い
る
。
道
東
の
あ
る

市
町
村
は
「
参
加
者
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感

染
者
集
団
）
が
発
生
す
る
と
行
政
の
責
任

を
問
わ
れ
か
ね
な
い
」
と
懸
念
す
る
。
一

方
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
リ
モ
ー
ト
形
式
の
研
修
会
に
取
り
組

む
市
町
村
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
防
災
訓
練
を
模
索
す

る
動
き
は
今
後
も
加
速
し
そ
う
だ
。

平成 28 年4月に行われた「Doはぐ」の発表会
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訓
練
の
必
要
性
と
は
─

　

あ
る
災
害
で
他
町
に
応
援
に
入
っ
た
道

外
市
町
村
の
男
性
職
員
が
回
想
す
る
。
平

時
に
訓
練
し
て
い
た
の
か
、
庁
舎
内
の
災

害
対
策
本
部
は
余
裕
を
持
っ
た
レ
イ
ア
ウ

ト
で
地
図
を
拡
げ
た
机
を
配
置
。
班
別
に

色
分
け
し
た
ビ
ブ
ス
を
身
に
付
け
た
大
勢

の
職
員
が
居
並
ん
で
い
る
。
絵
に
描
い
た

よ
う
な
理
想
的
な
本
部
だ
っ
た
。
し
か

し
、
職
員
に
目
立
っ
た
動
き
は
無
い
。
男

性
が
経
験
し
た
災
害
で
は
、
本
部
は
怒
号

に
包
ま
れ
て
い
た
。
ふ
と
疑
問
に
思
っ

た
。「
現
場
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」

　

大
勢
の
職
員
が
本
部
に
動
員
さ
れ
、
避

難
所
な
ど
の
現
場
は
手
薄
だ
っ
た
。
大
き

な
災
害
の
経
験
が
無
く
、
職
員
は
ど
う
行

動
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
の
が
実
情

だ
っ
た
。「
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
」。
意
を
決

し
た
男
性
は
配
置
変
更
を
提
案
。
よ
う
や

く
現
場
が
回
り
始
め
た
こ
と
で
、
男
性
は

一
目
置
か
れ
る
存
在
に
な
っ
た
。
さ
す
が

経
験
者
だ
─
。
こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け

に
重
要
な
判
断
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
男
性
は
「
判
断
を
応
援
の
職
員

に
任
せ
て
は
い
け
な
い
。
訓
練
や
経
験
の

必
要
性
を
実
感
し
た
」
と
回
想
す
る
─
。

　

大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、
職
員
研

修
や
図
上
訓
練
、
実
動
訓
練
に
取
り
組
む

市
町
村
は
多
い
が
、
そ
の
内
容
が
形
骸
化

し
て
は
い
な
い
か
。
検
証
の
必
要
が
あ

る
。
近
年
は
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練
に

取
り
組
む
市
町
村
も
増
え
て
き
た
。
立
ち

上
げ
に
必
要
な
机
や
機
器
類
の
基
本
的
な

レ
イ
ア
ウ
ト
、
計
画
に
基
づ
く
職
員
配
置

な
ど
を
確
認
す
る
初
歩
的
な
内
容
か
ら
、

シ
ビ
ア
な
想
定
を
用
意
し
て
、
本
部
要
員

に
次
々
と
状
況
判
断
や
対
策
の
決
定
を
求

め
る
と
い
う
実
戦
型
の
訓
練
も
あ
る
。
敢

え
て
混
乱
状
態
を
生
み
出
し
、
災
害
時
の

状
況
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
で
、
危
機
対

応
能
力
を
高
め
る
狙
い
が
あ
る
。
災
害
時

は
首
長
や
幹
部
職
員
が
被
災
す
る
事
態
も

起
こ
る
。
職
務
代
行
の
順
位
を
定
め
、
次

級
者
に
引
き
継
ぐ
訓
練
は
、
組
織
力
の
底

上
げ
を
図
る
効
果
も
あ
る
。

訓
練
プ
ラ
ン
を
考
え
る

　

平
成
30
年
の
胆
振
東
部
地
震
で
震
度
5

強
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
恵
庭
市
。
被
害
は

少
な
か
っ
た
が
、
全
道
規
模
の
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
（
大
規
模
停
電
）
の
影
響
は
大
き

か
っ
た
。
市
は
7
カ
所
に
収
容
避
難
所
を

開
設
。
延
べ
１
０
７
０
人
が
避
難
し
た

が
、
電
話
が
通
じ
に
く
く
な
り
、
避
難
所

開
設
の
情
報
を
速
や
か
に
周
知
で
き
な

か
っ
た
。
職
員
の
経
験
不
足
も
あ
り
運
営

も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
か
っ
た
。
市
の
藤

野
真
一
郎
基
地
・
防
災
課
長
は
「
歴
代
の

防
災
担
当
者
が
防
災
教
育
の
実
績
を
積
み

上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
胆
振
東
部
地
震
で

避
難
所
運
営
や
情
報
伝
達
な
ど
の
具
体
的

な
課
題
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
検
証
・
点
検
し
な
が
ら
、
次
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
語
る
。

　

市
は
平
成
31
年
4
月
、
内
閣
府
が
認
定

す
る
「
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
を
採

用
し
た
。
元
陸
上
自
衛
官
で
災
害
派
遣
の

経
験
も
豊
富
な
谷
口
和
三
・
総
務
部
危
機

管
理
参
与
だ
。
谷
口
さ
ん
は
、
東
日
本
大

震
災
で
出
動
し
た
経
験
が
あ
り
、
総
合
危

機
管
理
士
な
ど
の
資
格
も
持
つ
。

　

市
が
令
和
元
年
9
月
に
実
施
し
た
総
合

防
災
訓
練
は
、
胆
振
東
部
地
震
の
課
題
と

地域防災マネージャーの資格を持つ
恵庭市の谷口危機管理参与

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
地
域
住
民
や
市
町
村
職
員
を
対
象
に
し
た
防
災
訓
練
の
形
骸
化
を
め
ぐ
る
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
形
式
的
な
訓
練
は
、
災
害
対
応
や
避
難
行
動
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
恐
れ

が
あ
る
。
一
方
で
大
災
害
を
経
験
し
た
地
域
で
は
、
災
害
遺
構
の
保
存
・
活
用
を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の
向
上
や
地
域

活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

巨
大
災
害
を
生
き
抜
く
た
め
に
す
べ
き
こ
と

防
災
訓
練
の
在
り
方
と
記
憶
の
伝
承
を
考
え
る

地
域
の
防
災
力
を
育
て
る

現
場
か
ら
の
報
告 

●❺

5Report
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と
し
て
保
存
し
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ

パ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

一
方
、
見
学
者
の
安
全
確
保
な
ど
の
理

由
で
、
階
段
状
に
隆
起
し
た
旧
国
道
２
３

０
号
な
ど
の
遺
構
は
非
公
開
の
ま
ま
。
前

回
の
噴
火
か
ら
20
年
が
経
過
し
、
次
の
活

動
期
が
刻
々
と
近
付
く
中
で
、
大
地
の
営

み
を
伝
え
る
貴
重
な
遺
構
と
し
て
、
積
極

的
な
活
用
を
求
め
る
声
も
上
が
る
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

　

東
日
本
大
震
災
で
も
、
津
波
で
破
壊
さ

れ
た
建
物
や
堤
防
、
陸
地
に
乗
り
上
げ
た

船
舶
な
ど
、
遺
構
の
保
存
・
活
用
に
向
け

た
議
論
が
各
地
で
始
ま
っ
た
。
一
方
で
遺

族
や
住
民
感
情
に
配
慮
し
た
慎
重
な
対
応

が
求
め
ら
れ
た
。
被
災
地
の
住
民
は
「
家

族
が
亡
く
な
っ
た
場
所
を
観
光
客
の
好
奇

の
目
に
さ
ら
さ
れ
た
く
は
な
い
」「
建
物

を
見
る
た
び
に
津
波
の
恐
怖
が
よ
み
が
え

る
の
で
辛
い
」「
早
く
日
常
の
風
景
を
取

り
戻
し
て
欲
し
い
」
と
訴
え
る
。
住
民
の

反
対
や
復
興
工
事
に
伴
い
解
体
・
撤
去
さ

れ
た
遺
構
が
大
半
を
占
め
る
。
だ
が
、
一

度
解
体
し
た
遺
構
は
永
久
に
失
わ
れ
る
。

レ
プ
リ
カ
に
よ
る
再
現
を
検
討
す
る
地
域

も
あ
る
が
、
本
物
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
遺
構
の
真
実
性
は
乏
し
い
。

　

岩
手
県
で
は
、
宮
古
市
田
老
地
区
で
被

災
し
た
防
潮
堤
や
ホ
テ
ル
を
保
存
。
地
域

住
民
を
中
心
と
す
る
語
り
部
活
動
が
震
災

翌
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
陸
前
高
田
市

は
、
津
波
で
被
災
し
た
沿
岸
域
を
「
高
田

松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
」
と
し
て
整

備
。
新
た
な
防
潮
堤
や
全
国
に
有
名
に

な
っ
た
「
奇
跡
の
一
本
松
」
の
レ
プ
リ

カ
、
被
災
し
た
学
校
や
道
の
駅
、
公
営
住

宅
な
ど
の
複
数
の
遺
構
を
保
存
し
て
い

る
。
令
和
元
年
9
月
に
は
国
立
の
追
悼
・

祈
念
施
設
や
道
の
駅
を
併
設
し
た
「
東
日

本
大
震
災
津
波
伝
承
館
」
も
開
設
し
た
。

　

宮
城
県
で
は
、
仙
台
市
が
平
成
29
年
4

月
に
津
波
で
被
災
し
た
旧
荒
浜
小
学
校
を

震
災
遺
構
と
し
て
公
開
。
多
数
の
職
員
が

犠
牲
に
な
っ
た
宮
城
県
南
三
陸
町
の
防
災

対
策
庁
舎
は
、
保
存
と
撤
去
を
め
ぐ
り
意

見
が
分
か
れ
た
。
町
は
解
体
を
表
明
し
た

が
、
保
存
の
是
非
を
含
め
て
時
間
を
か
け

て
議
論
す
る
と
し
て
、
平
成
27
年
か
ら
20

年
間
、
県
有
施
設
と
し
て
宮
城
県
が
管
理

す
る
こ
と
を
条
件
に
暫
定
的
な
保
存
が
決

ま
っ
た
。
一
方
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
は
津

波
で
市
街
地
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
大
型
漁

船
「
第
18
共
徳
丸
」
を
遺
構
と
し
て
保
存

す
る
方
針
を
示
し
た
が
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
7
割
が
「
保
存
の
必
要
な
い
」
と
回

答
。
25
年
9
月
に
解
体
に
着
手
し
た
。

　

青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
4
県
の
震

災
遺
構
や
伝
承
施
設
を
つ
な
ぎ
、
防
災
学

習
や
交
流
人
口
の
増
加
に
結
び
付
け
よ
う

と
、
各
県
や
経
済
団
体
、
大
学
な
ど
に
よ

る
「
3
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
」
も
始
動
し

た
。
遺
構
を
「
観
光
の
目
玉
」
と
し
て
期

待
す
る
地
域
も
多
い
が
、
住
民
感
情
を
無

視
し
て
保
存
や
活
用
は
進
め
ら
れ
な
い
。

遺
構
周
辺
に
直
売
所
の
プ
レ
ハ
ブ
が
並

び
、
観
光
客
で
賑
わ
う
光
景
に
眉
を
ひ
そ

め
る
住
民
も
い
る
が
、
被
災
地
の
農
水
産

業
を
再
建
す
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
存
在

だ
。
慰
霊
や
追
悼
、
防
災
学
習
、
観
光
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
保
つ
の
か
。
あ
る
自
治

体
の
学
芸
員
は
「
学
習
や
教
育
が
前
面
に

出
る
と
敬
遠
さ
れ
や
す
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人

気
番
組
『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
の
よ
う
な
柔
軟

な
雰
囲
気
を
活
か
し
た
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
」
と
語
る
。
遺
構
が
地
域
分
断
の
象

徴
と
な
っ
て
は
本
末
転
倒
だ
。
災
害
伝
承

や
防
災
教
育
、
観
光
と
の
両
立
を
図
る
工

夫
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
手

法
は
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
だ
。

令和元年9月にオープンした「津波伝承館」
（岩手県陸前高田市）

津波の傷跡が残る旧荒浜小学校（仙台市）

市が保存を断念した「第 18共徳丸」（宮城県気仙沼市）
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大
災
害
の
記
憶
を
後
世
に

　

災
害
遺
構
の
保
存
や
伝
承
は
、
古
く
か

ら
被
災
地
の
住
民
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
き
た
。
鹿
児
島
市
の
桜
島
で
は
、
大
正

3
年
の
桜
島
大
正
噴
火
の
火
山
灰
で
埋
没

し
た
黒
神
神
社
の
鳥
居
が
残
さ
れ
て
い

る
。
島
内
に
は
「
科
学
不
信
の
碑
」
と
も

呼
ば
れ
る
「
桜
島
爆
発
記
念
碑
」
が
、
市

立
東
桜
島
小
学
校
校
庭
に
あ
る
。
大
正
噴

火
の
発
生
前
、
地
震
が
頻
発
す
る
中
、
当

時
の
測
候
所
は
「
噴
火
の
恐
れ
無
し
」
と

発
表
。
そ
の
結
果
、
島
外
避
難
が
遅
れ
た

役
場
職
員
や
住
民
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

「
住
民
ハ
理
論
ニ
信
頼
セ
ズ
」
の
碑
文

は
、
火
山
に
異
常
が
発
生
し
た
際
の
自
主

的
な
避
難
と
日
頃
の
備
え
を
訴
え
て
い
る
。

　

自
治
体
に
よ
る
災
害
遺
構
の
保
存
・
伝

承
が
本
格
化
し
た
の
は
１
９
９
０
年
代

だ
。
平
成
元
年
に
始
ま
っ
た
長
崎
県
の
雲

仙
普
賢
岳
の
噴
火
で
は
、
火
砕
流
や
土
石

流
で
大
き
な
人
的
・
物
的
被
害
が
発
生
。

活
動
終
息
後
の
平
成
8
年
以
降
、
火
砕
流

で
消
失
し
た
大
野
木
場
小
学
校
や
土
石
流

で
埋
没
し
た
民
家
な
ど
の
保
存
・
公
開
を

行
っ
て
い
る
。
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
淡
路
島
北
部
の
北
淡
町
（
現
在

の
淡
路
市
）
が
、
地
表
に
現
れ
た
震
源
断

層
の
一
部
を
保
存
す
る
「
野
島
断
層
保
存

館
」
を
整
備
。
神
戸
市
の
神
戸
港
で
は

「
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」
と
し
て
、

地
震
で
壊
れ
た
岸
壁
を
保
存
し
て
い
る
。

　

平
成
16
年
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地

震
の
被
災
地
は
「
中
越
メ
モ
リ
ア
ル
街

道
」
と
し
て
、
遺
構
保
存
や
展
示
施
設
を

運
営
。
小
千
谷
市
の
「
お
ぢ
や
震
災

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
そ
な
え
館
」
は
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
を
使
っ
た
避
難
所
や
仮
設
住
宅

を
再
現
し
て
展
示
。
ス
タ
ッ
フ
は
「
国
内

で
大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
見
学
者
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
図
書
や
書
類

だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
災
害
の
雰
囲
気

を
体
感
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
す
。

有
珠
山
噴
火
と
災
害
遺
構

　

平
成
5
年
に
北
海
道
南
西
沖
地
震
が
発

生
。
奥
尻
町
で
は
「
奥
尻
津
波
館
」
が
整

備
さ
れ
た
が
、
港
湾
や
住
宅
地
の
復
興
を

急
い
だ
た
め
、
遺
構
は
残
っ
て
い
な
い
。

東
日
本
大
震
災
直
後
、
奥
尻
町
で
は
、
被

災
地
か
ら
の
視
察
が
相
次
い
だ
。
あ
る
町

職
員
は
「
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
港
や
街

並
み
か
ら
は
、
災
害
か
ら
の
復
興
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
い
。
住
民
の
記
憶
も
薄
れ

て
き
た
。
象
徴
的
な
遺
構
を
保
存
す
る
発

想
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
」
と
振
り
返

る
。
町
は
、
住
民
に
よ
る
語
り
部
活
動
な

ど
を
通
じ
て
災
害
の
伝
承
を
進
め
て
い
る
。

　

平
成
12
年
3
月
31
日
に
発
生
し
た
有
珠

山
噴
火
で
は
、
北
海
道
大
の
岡
田
弘
教
授

や
宇
井
忠
英
教
授
が
、
火
山
活
動
の
見
通

し
を
解
説
す
る
説
明
会
な
ど
で
、
早
く
か

ら
災
害
遺
構
の
保
存
・
活
用
を
呼
び
掛
け

て
き
た
。
両
教
授
は
「
犠
牲
者
が
出
た
災

害
で
は
、
住
民
感
情
の
問
題
も
あ
り
遺
構

の
保
存
は
難
し
い
。
今
回
の
噴
火
で
は
人

的
被
害
は
生
じ
て
い
な
い
。
災
害
遺
構
は

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」
と
訴
え
続
け
た
。

　

噴
火
活
動
が
終
息
し
た
平
成
13
年
か
ら

国
、
道
、
虻
田
町
（
当
時
）
な
ど
が
協
議

し
、
噴
火
が
発
生
し
た
西
山
火
口
群
と
金

比
羅
山
火
口
群
を
中
心
に
遺
構
の
保
存
・

活
用
が
動
き
始
め
た
。
西
山
火
口
群
で

は
、
噴
石
や
地
盤
の
隆
起
で
破
壊
さ
れ
た

道
路
や
住
宅
、
工
場
、
保
育
園
な
ど
を
現

地
保
存
。
遊
歩
道
を
整
備
し
て
13
年
春
に

公
開
を
始
め
た
。
金
比
羅
山
火
口
群
で

も
、
入
浴
施
設
、
公
営
住
宅
、
熱
泥
流
で

流
出
し
た
国
道
の
橋
な
ど
を
一
体
の
遺
構

左：火砕流で焼失した旧大野木場小（長崎県南島原市）
右：�噴火の教訓を伝える「桜島爆発記念碑」（鹿児島市）

避難生活を再現した「おぢや震災ミュージアムそなえ館」
（新潟県小千谷市）

有珠山噴火で階段状に隆起した国道
（洞爺湖町）
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功
事
例
は
古
く
な
っ
た
タ
ワ
ー
を
季
節
ご

と
に
何
処
か
が
映
え
る
色
彩
で
塗
り
替
え

た
星
野
リ
ゾ
ー
ト
ト
マ
ム
で
す
。

4 

受
け
手
次
第
で
変
化
す
る
色

　

赤
レ
ン
ガ
と
近
似
色
の
濃
く
深
い
赤
茶

色
（
ボ
ル
ド
ー
、
マ
ル
ー
ン
系
）
は
都
市

生
活
者
間
で
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
事
例
は
無
印
良
品
の
ロ
ゴ
色
で
す
。
そ

し
て
、
道
外
生
活
者
が
北
海
道
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
と
さ
れ
る
爽
や
か
な
緑
色
と
白
色

は
道
内
か
ら
全
国
へ
と
拡
大
し
た
ニ
ト
リ

の
ロ
ゴ
色
で
す
。
対
し
て
、
道
内
生
活
者

を
対
象
と
す
る
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
は
（
緑

色
と
は
補
色
関
係
の
）
オ
レ
ン
ジ
色
と
赤

茶
色
の
ロ
ゴ
色
で
す
。

　

ま
た
、
文
化
の
差
異
で
も
変
化
し
ま

す
。
２
０
１
０
年
に
某
学
会
参
加
の
際
に

訪
れ
た
上
海
万
博
会
場
の
或
る
ト
イ
レ
は

使
用
中
が
青
色
、
未
使
用
が
赤
色
で
し

た
。
同
行
し
た
会
場
サ
イ
ン
計
画
担
当
の

Ｇ
設
計
、
Ｍ
元
社
長
に
報
告
し
た
ら
「
す

ぐ
に
直
さ
せ
ま
す
。
こ
の
地
の
感
覚
で
赤

色
は
幸
福
だ
か
ら
未
使
用
、
青
色
は
憂
鬱

だ
か
ら
使
用
中
に
し
た
の
で
し
ょ
う
」
と

恐
縮
し
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

５ 

光
合
成
色
と
塗
料
の
差
異

　

も
の
つ
く
り
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
21
世

紀
初
頭
に
国
産
飛
行
艇
の
塗
粧
デ
ザ
イ
ン

を
担
当
し
ま
し
た
。
従
来
の
手
順
で
手
描

き
ス
ケ
ッ
チ
と
色
見
本
を
郵
送
し
、
そ
れ

を
基
に
設
計
陣
が
作
成
し
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面

と
Ｃ
Ｇ
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
（
完
成
予
想
図
）

を
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
Ｏ
Ｋ

を
出
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
神
戸
の
工

場
に
行
っ
て
実
機
を
見
た
ら
赤
色
が
濁
っ

て
い
ま
し
た
。
原
因
は
、
デ
ジ
タ
ル
世
代

の
設
計
陣
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
上
の
光
合
成

色
（
加
法
混
合
）
と
顔
料
を
混
色
し
た
塗

料
（
減
法
混
色
）
と
の
差
異
の
認
識
不
足

で
し
た
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｇ
レ
ン
ダ
リ
ン
グ

に
納
得
し
て
Ｏ
Ｋ
を
出
し
た
私
の
失
敗
で

し
た
。
Ｓ
副
開
発
官
の
理
解
で
や
り
直
し

が
叶
い
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
を
修
正
し
、
現
物

の
色
見
本
で
色
彩
効
果
を
確
認
し
て
完
成

に
至
り
ま
し
た
＝
図
2
。
つ
ま
り
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
可
能
な
現
在
で
も
、
色

彩
の
デ
ザ
イ
ン
は
現
地
で
現
物
の
色
で
の

意
思
疎
通
が
重
要
な
の
で
す
。

６ 

適
色
適
所

　

瓦
屋
根
が
連
な
る
家
並
み
は
日
本
的
な

美
し
い
景
観
で
す
。
し
か
し
、
北
海
道
は

近
年
ま
で
ト
タ
ン
屋
根
が
主
流
で
し
た
。

先
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
損
傷
し
た
瓦

屋
根
を
青
色
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
応
急
処

置
し
た
痛
ま
し
い
姿
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見

て
、
復
元
に
関
わ
っ
た
「
旧
小
熊
邸
」

（
連
載
一
回
目
の
図
版
）
は
青
色
ト
タ
ン

屋
根
が
不
似
合
い
だ
っ
た
こ
と
思
い
出
し

ま
し
た
。
当
時
は
色
数
が
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
技
術
の
進
歩
で
色
彩
の
選
択
肢
が

増
え
た
現
在
は
、
適
色
適
所
で
調
和
さ
せ

る
配
色
セ
ン
ス
が
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、

老
朽
化
し
た
ト
タ
ン
屋
根
を
地
域
に
相
応

し
い
と
考
え
た
基
調
色
で
塗
り
替
え
て
、

適
否
の
評
価
実
験
を
行
う
こ
と
を
推
奨
し

ま
す
。

７ 

灯
り
の
効
果

　

２
０
１
８
年
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
大

停
電
）
は
9
月
に
起
き
た
の
が
不
幸
中
の

幸
い
で
し
た
。
積
雪
期
の
日
中
は
色
彩
が

雪
で
覆
わ
れ
、
夜
間
は
白
い
暗
闇
で
す
。

そ
し
て
、
農
地
は
雪
原
に
変
わ
り
ま
す
。

筆
者
は
カ
ー
ナ
ビ
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
が
無
い
時

代
に
自
動
車
で
行
っ
た
日
帰
り
ス
キ
ー
の

帰
路
で
夜
道
に
迷
い
ガ
ス
欠
に
陥
っ
た
時

に
、
雪
原
に
煌
め
く
一
軒
家
の
灯
り
を
目

指
し
て
走
り
、
助
け
ら
れ
た
体
験
が
あ
り

ま
す
。
現
在
の
日
本
は
少
子
高
齢
化
と
若

者
の
都
会
志
向
で
農
業
従
事
者
が
激
減

し
、
過
疎
地
の
農
村
部
で
深
夜
に
灯
り
が

と
も
る
一
軒
家
は
反
社
会
的
勢
力
の
関
与

が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
で
す
。
そ
の
中

で
、
日
本
で
最
も
人
口
密
度
が
低
い
北
海

道
の
農
村
部
は
、
近
代
的
で
大
規
模
で
機

械
化
さ
れ
た
活
力
の
あ
る
産
業
地
帯
で

す
。
そ
こ
で
は
、
広
大
な
農
地
の
一
軒
家

の
灯
り
が
、
こ
の
地
で
元
気
に
働
い
て
い

る
人
間
が
い
る
ぞ
と
発
信
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
口
の
自
然
減
が
課
題
で
す
。

就
農
者
を
増
や
す
一
対
案
と
し
て
、
地
域

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
建
造
物
を
相
応
し

い
基
調
色
に
塗
り
替
え
て
景
観
を
整
え
、

夜
間
は
効
率
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
加
え

れ
ば
、
農
業
従
事
者
を
励
ま
し
、
移
住
を

呼
び
か
け
る
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え

ま
す
。
以
上
、
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

図2　筆者が塗粧デザインしたUS-2飛行艇（Photo：Hiroshi Ebi）
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１ 

は
じ
め
に

　

再
開
発
予
定
の
な
い
地
方
自
治
体
が
公

共
建
造
物
の
外
壁
塗
り
替
え
時
に
色
彩
を

変
え
て
景
観
を
整
え
る
こ
と
は
比
較
的
安

価
で
簡
便
な
対
処
療
法
で
す
。
以
下
、
筆

者
の
経
験
値
を
基
に
、
大
学
の
先
輩
、
尾

登
誠
一
著
、
岩
波
書
店
刊
、「
色
彩
楽
の

す
す
め
」
を
引
用
し
て
、
体
験
論
的
な
私

見
を
述
べ
ま
す
。

２ 

失
敗
し
な
い
た
め
に

　

ま
ず
、
美
的
セ
ン
ス
は
重
要
で
す
が
、

画
家
に
と
っ
て
美
は
絶
対
的
で
普
遍
で
あ

る
の
に
対
し
、
現
実
社
会
の
問
題
点
を
見

つ
け
出
し
て
解
決
す
る
デ
ザ
イ
ン
技
術
の

美
は
相
対
的
で
特
殊
で
あ
る
と
心
得
て
く

だ
さ
い
。
次
に
、
色
彩
と
い
う
視
覚
情
報

の
機
能
と
情
緒
的
な
性
能
を
理
解
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
現
状
と
潮
流
を
把
握

し
て
地
域
に
相
応
し
い
色
を
選
び
、
評
価

実
験
を
経
て
、
表
層
的
な
取
り
繕
い
で
は

な
い
新
た
な
価
値
の
創
出
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
対
象
に
も
選
択
と
集
中

が
必
要
で
す
。
必
ず
成
功
で
き
る
箇
所
を

見
つ
け
出
し
て
全
力
を
注
入
す
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。

3 

具
体
例

　

ア
パ
レ
ル
業
界
は
（
経
済
合
理
性
か

ら
）
数
年
先
ま
で
流
行
色
を
定
め
て
短
サ

イ
ク
ル
で
入
れ
替
え
ま
す
。
対
し
て
、
景

観
色
は
長
サ
イ
ク
ル
で
す
。
国
土
交
通
省

が
推
奨
し
、
札
幌
市
も
定
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ガ
ラ
ス
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
多

い
箇
所
と
自
然
が
多
い
箇
所
で
効
果
が
異

な
り
ま
す
。
ま
た
、
建
造
物
は
固
定
色
で

す
が
バ
ス
や
列
車
は
可
動
色
な
の
で
機
能

が
異
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
の
発
足
当
時
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
は
既
存
車
体
の
オ
レ
ン
ジ
色
を

灰
色
で
低
明
視
に
塗
り
替
え
ま
し
た
（
新

型
は
無
塗
装
）。
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
は

後
に
豪
華
列
車
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
Ｅ
・
Ｍ

に
よ
る
高
明
視
の
色
彩
で
し
た
。
そ
の

後
、
経
営
も
明
暗
を
分
け
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
気
候
風
土
の
差
異
も
効
果
を
変
え
ま

す
。
北
海
道
で
は
国
内
の
他
地
方
よ
り
紫

外
線
が
強
く
湿
度
が
低
い
た
め
色
彩
と
陰

影
を
鮮
明
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
一
部

ア
ー
ス
カ
ラ
ー
は
雪
解
け
期
の
泥
汚
れ
を

連
想
さ
せ
ま
す
。

　

北
海
道
の
四
季
に
適
合
す
る
情
緒
的
な

色
の
人
工
物
に
赤
レ
ン
ガ
を
挙
げ
ま
す
。

旧
道
庁
周
辺
の
景
観
は
歴
史
と
文
化
の
象

徴
で
す
＝
図
1
。
対
し
て
、
前
衛
的
な
成 図1　北海道の四季に適合する赤レンガ
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Ｄ
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で

急
速
に
進
む
心
肺
機
能
の
低
下
が
特
徴
な

の
が
肺
炎
で
す
。
肺
に
病
原
体
や
毒
性
の

あ
る
物
質
な
ど
が
入
り
込
む
と
、
そ
れ
を

排
除
し
よ
う
と
し
て
炎
症
反
応
が
起
こ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
肺
の
中
に
滲
出
液
が

溜
ま
っ
た
り
、
線
維
性
の
物
質
が
溜
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
空
気
と
血
液
の
距
離

が
遠
く
な
り
、
酸
素
が
血
液
に
入
り
に
く

く
な
り
、
全
身
の
酸
素
不
足
は
甚
だ
し
く

な
り
ま
す
。
肺
炎
は
急
速
に
肺
全
体
に
広

が
る
こ
と
が
多
く
、
一
気
に
心
肺
機
能
が

低
下
す
る
こ
と
に
な
り
、
生
命
の
危
機
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
全
国
的
に
流
行
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ
の
肺
炎
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ウ
イ

ル
ス
を
排
除
す
る
特
効
薬
が
な
い
こ
と
か

ら
、
肺
炎
が
肺
全
体
に
一
気
に
広
が
り
、

危
篤
状
態
に
な
る
人
が
多
く
、
非
常
に
恐

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
は
、
軽
症

で
済
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
肺
炎
が
進

ん
で
犠
牲
と
な
る
人
の
数
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
よ
り
多
い
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
感
染
予
防
対
策
が
絶
対

に
必
要
な
の
で
す
。

　
心
肺
機
能
の
向
上

　

毎
日
健
や
か
に
生
活
す
る
た
め
は
、
心

肺
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
有
効
な
手

立
て
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
運
動
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。
運
動
を
す

る
と
、
体
で
の
酸
素
の
必
要
度
が
高
ま
る

の
で
、
そ
れ
に
応
じ
る
形
で
心
臓
の
拍
動

が
増
え
、
血
液
循
環
量
が
増
え
ま
す
。
さ

ら
に
そ
の
血
液
に
酸
素
を
よ
り
多
く
取
り

入
れ
よ
う
と
す
る
た
め
、
呼
吸
が
大
き
く

速
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
心
臓
と
呼
吸
機

能
に
負
荷
が
か
か
っ
た
状
態
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
を
断
続
的
に
行
う
と
、
心
肺
機

能
が
高
ま
り
、
少
々
の
運
動
で
は
息
切
れ

や
動
悸
は
起
き
に
く
く
な
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
強
い
負
荷
を
か
け
続
け
る

と
、
体
に
疲
労
が
た
ま
り
、
む
し
ろ
逆
効

果
で
す
が
、
適
度
な
強
度
の
運
動
を
週
に

数
回
励
行
し
続
け
れ
ば
、
心
肺
機
能
は
良

好
に
維
持
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
運
動
は
肥

満
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
有
効
な
だ
け
で
な
く
、
心
肺

機
能
向
上
に
有
効
で
あ
る
訳
で
、
運
動
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
の
で
す
。

3
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まとめ

��１��� �呼吸と血液循環のはたらきを�
総合したものを心肺機能という

2 �心疾患や呼吸器疾患による�
心肺機能の低下は、重大な結果となる

3 �心肺機能の向上のためには運動習慣を
身に付けることが大事である
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●�図　心肺機能の仕組み
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　�

心
肺
機
能
と
は
？

　

酸
素
（
O
2
）
は
す
べ
て
の
細
胞
に
お

い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
物
質
で
す
。
酸
素
が
不
足

す
る
と
、
細
胞
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
こ

と
が
で
き
ず
、
酵
素
反
応
が
起
こ
ら
な
く

な
っ
て
、
細
胞
の
構
造
を
維
持
で
き
な
く

な
り
、
自
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を

壊
死
（
え
し
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
細
胞
に
は
酸
素
を
常
に
供
給
し

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
細
胞
は
体
の
中

に
存
在
し
て
、
直
接
空
気
に
接
し
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
体
の
中
の

細
胞
に
酸
素
を
届
け
る
た
め
に
血
液
循
環

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
血
液
に
空
気
中
の

酸
素
を
取
り
込
ん
で
、
血
液
循
環
に
よ
っ

て
全
身
の
細
胞
に
酸
素
を
運
び
ま
す
。
こ

の
血
液
循
環
の
原
動
力
が
心
臓
で
す
。
血

液
の
中
に
酸
素
を
供
給
す
る
た
め
に
は
呼

吸
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
鼻
や
口
か

ら
吸
い
こ
ま
れ
た
空
気
は
、
気
管
、
気
管

支
を
通
り
肺
に
達
し
ま
す
。
肺
の
中
で
空

1

気
中
の
酸
素
は
、
流
れ
込
ん
で
き
た
血
液

に
入
り
、
血
液
循
環
の
力
で
肺
か
ら
全
身

へ
運
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
＝
図
。

　

こ
う
し
て
、
全
身
に
酸
素
を
供
給
す
る

た
め
に
は
、
肺
と
心
臓
の
働
き
が
同
時
に

必
要
に
な
る
の
で
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
心

肺
機
能
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す
。
ど
ん
な

に
呼
吸
を
重
ね
て
も
、
血
液
循
環
が
低
下

す
れ
ば
全
身
は
酸
素
不
足
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
血
液
循
環
が
順
調
で
も
、
呼
吸
で

き
な
く
な
っ
た
り
、
肺
の
は
た
ら
き
が
低

下
し
た
り
す
る
と
、
や
は
り
全
身
は
酸
素

不
足
と
な
り
ま
す
。
心
肺
機
能
は
呼
吸
と

血
液
循
環
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
な
の
で
す
。

　�

心
肺
機
能
と
疾
患

　

心
肺
機
能
は
心
臓
・
循
環
器
疾
患
と
呼

吸
器
疾
患
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
低
下
し

ま
す
。
よ
く
見
ら
れ
る
疾
患
に
慢
性
心
不

全
が
あ
り
ま
す
。
何
ら
か
の
理
由
で
血
液

を
送
り
出
す
心
臓
の
力
が
衰
え
て
、
血
液

循
環
が
低
下
し
、
安
静
に
し
て
い
る
と
き

に
は
、
心
肺
機
能
の
バ
ラ
ン
ス
は
保
て
ま

2

す
が
、
体
を
動
か
す
と
、
体
に
必
要
な
酸

素
量
を
賄
え
る
血
液
循
環
量
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
息
切
れ
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
心
不
全
が
進

行
す
る
と
、
安
静
な
状
態
で
も
血
液
循
環

量
が
不
足
し
、
息
切
れ
、
倦
怠
感
が
出
て

し
ま
う
状
態
に
な
り
ま
す
。
心
不
全
を
引

き
起
こ
す
原
因
は
、
心
筋
梗
塞
、
心
臓
弁

膜
症
、
高
血
圧
症
な
ど
、
病
気
で
心
臓
に

過
度
の
負
担
が
か
か
り
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

呼
吸
器
疾
患
の
場
合
は
、
血
液
循
環
は

保
た
れ
て
い
る
の
に
、
肺
機
能
が
低
下
し

て
、
血
液
に
入
っ
て
く
る
酸
素
量
が
不
足

し
て
し
ま
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
多
い
の

が
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
長
年
の
喫
煙
に
よ

り
、
肺
の
組
織
が
少
し
ず
つ
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
、
最
終
的
に
肺
の
組
織
が
破
壊
さ
れ

て
元
に
戻
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る

と
、
呼
吸
を
し
て
も
、
酸
素
が
血
液
中
に

入
り
に
く
く
な
り
、
運
動
時
だ
け
で
な

く
、
安
静
時
に
も
血
液
中
の
酸
素
が
不
足

す
る
状
態
に
陥
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
酸

素
吸
入
な
ど
の
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

喫
煙
者
は
非
常
に
高
い
確
率
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ

心
肺
機
能

［
健
康
コ
ラ
ム
］
札
幌
医
科
大
学
教
授
　
當
瀬
　
規
嗣

　
私
た
ち
は
息
を
す
る
こ
と
で
空
気
中
の
酸
素
を
体
内
の
血
液
に
取
り
込
み
、
そ

の
血
液
を
全
身
に
回
し
て
、
酸
素
を
行
き
渡
ら
せ
て
、
体
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
連
の
は
た
ら
き
を
心
肺
機
能
と
呼
び
ま
す
。
心
肺
機
能
が
正
常
で
あ
れ

ば
、
人
は
健
や
か
に
生
活
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
心
肺
機
能
が
低
下
す

れ
ば
、
生
命
の
危
機
に
陥
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
心
肺
機
能
は
基
本
的
で
か
つ
最

重
要
な
身
体
機
能
で
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
も
そ
も
心
肺
機
能
と
は
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
、
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
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は
必
要
な
業
務
と
い
え
ま
す
の
で
、
毅
然

と
対
応
す
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
さ
ん　
実
は
、
他
に
も
問
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
も
、
Ｃ
さ
ん
に
よ
る
住
宅
料

の
滞
納
は
解
消
さ
れ
ず
に
い
た
の
で
す

が
、
つ
い
先
日
、
Ｄ
女
が
所
用
で
役
場
の

福
祉
課
を
訪
ね
て
き
た
の
で
、
私
は
Ｄ
女

に
声
を
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
Ｃ

宛
て
の
督
促
状
や
公
営
住
宅
退
去
手
続
の

た
め
に
必
要
な
書
類
を
封
筒
に
入
れ
て
、

「
こ
の
封
筒
を
Ｃ
さ
ん
に
渡
し
て
く
れ
ま

す
か
？
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
Ｄ
女

は
快
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｄ

女
は
帰
宅
後
、
封
筒
を
Ｃ
に
渡
し
て
く
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
点
に
関
し
、

Ｃ
は
「
Ｄ
女
と
結
婚
し
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
の
に
、
自
分
宛
の
封
書
を
他
人
で
あ

る
Ｄ
女
を
介
し
て
渡
す
の
は
お
か
し
い
。」

「
滞
納
の
事
実
を
他
人
に
知
ら
れ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
行
為
で
あ
り
、
損
害
賠
償

金
を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
。
又
は
損
害
賠

償
金
に
相
当
す
る
住
宅
料
を
減
免
・
免
除

す
べ
き
で
あ
る
。」
と
大
声
で
ま
く
し
立

て
ら
れ
て
お
り
、
対
応
に
苦
慮
し
て
お
り

ま
す
。

弁
護
士　
同
じ
く
地
方
公
務
員
の
守
秘
義

務
の
観
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
と
な
り
ま

す
ね
。
確
か
に
、
未
払
の
住
宅
料
の
督
促

状
等
を
封
入
し
た
封
筒
に
つ
い
て
第
三
者

を
通
じ
て
渡
す
よ
う
手
配
す
る
行
為
は
、

守
秘
義
務
や
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
は
少
な
く
と
も

適
切
な
対
応
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
道
義

的
見
地
か
ら
は
問
題
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
、
当
該
対
応
に
つ
い
て
、
Ｃ
に
対

す
る
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と

し
て
直
ち
に
損
害
賠
償
金
の
支
払
義
務

（
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
賠
償
義
務
）
が

生
じ
る
か
と
い
え
ば
（
注
３
）、
損
害
賠

償
責
任
が
生
じ
る
違
法
行
為
と
ま
で
は
い

え
な
い
と
考
え
ま
す
。

Ｂ
さ
ん　
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

弁
護
士　
本
件
で
は
、
封
書
を
渡
し
た
の

は
同
居
（
同
棲
）
し
て
い
る
Ｄ
女
で
あ

り
、
全
く
無
関
係
の
第
三
者
に
渡
し
た
わ

け
で
は
な
い
で
す
し
、
Ｄ
女
も
Ｃ
と
同
居

（
同
棲
）
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
Ｃ
に

封
書
を
届
け
る
こ
と
を
快
諾
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｄ
女
に
は
封
書
を
渡
し
た
だ

け
で
あ
り
、
封
筒
の
中
身
で
あ
る
督
促
状

等
を
直
接
Ｄ
女
に
開
示
し
た
わ
け
で
も
な

く
、
現
に
封
書
の
中
身
を
Ｄ
女
が
直
接
見

た
と
い
う
事
情
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
何

か
具
体
的
な
損
害
が
発
生
し
て
い
る
と
は

言
い
難
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
し
て
、

Ｃ
は
公
営
住
宅
か
ら
所
定
の
退
去
手
続
き

を
行
わ
ず
に
家
財
道
具
等
の
残
置
物
を
放

置
し
て
退
去
し
、
転
居
先
（
現
在
の
居

所
・
郵
便
物
の
配
達
先
）
に
つ
い
て
も
自

主
的
な
申
告
・
届
出
が
な
か
っ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
封
書
を
郵
送
し
て

も
必
ず
し
も
受
領
は
期
待
で
き
な
い
状
況

下
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

情
か
ら
す
れ
ば
、
封
書
を
渡
し
た
行
為
が

国
家
賠
償
法
上
の
違
法
行
為
で
あ
る
と
ま

で
は
い
え
ず
、
金
銭
を
賠
償
す
る
義
務
は

な
い
と
考
え
ま
す
（
注
４
）。

Ｂ
さ
ん　
そ
れ
を
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
。

弁
護
士　
法
的
な
損
害
賠
償
義
務
（
国
家

賠
償
義
務
）
ま
で
は
発
生
し
な
い
と
い
う

だ
け
で
あ
り
、
公
務
員
の
守
秘
義
務
の
観

点
、
又
は
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
よ
り
慎
重
な

対
応
を
す
べ
き
だ
っ
た
と
い
え
、
こ
の
点

は
率
直
に
認
め
た
う
え
で
、
再
発
防
止
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
件

の
よ
う
に
債
権
回
収
や
そ
の
前
提
と
し
て

の
財
産
調
査
の
場
面
で
は
、
個
人
情
報
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
に
十
分
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
解　
説

注
１
　
長
年
に
わ
た
る
住
宅
料
の
滞
納
が
あ
る
以

上
、
個
別
訪
問
に
よ
り
納
付
折
衝
を
行
う
必
要
性
が

あ
り
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
の
う
え

訪
問
し
て
い
る
以
上
、
問
題
の
な
い
対
応
と
い
え
る
。

注
２
　
地
方
公
務
員
法
第
34
条
第
1
項
本
文
は
「
職

員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

注
３
　
地
方
公
務
員
法
第
34
条
第
1
項
が
定
め
る
守

秘
義
務
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
懲
戒
処
分
の
対

象
と
な
り
、
ま
た
罰
則
規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
る

（
同
法
第
60
条
第
2
号
）
が
、
民
事
上
の
損
害
賠
償

義
務
に
つ
い
て
は
、
国
家
賠
償
法
第
1
条
第
1
項
が

規
定
す
る
違
法
な
公
権
力
の
行
使
が
あ
っ
た
と
い
え

る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

注
４
　
本
件
事
案
な
い
し
本
件
類
似
の
事
案
に
関
す

る
裁
判
例
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
国
家
賠
償
責
任
の

発
生
要
件
と
し
て
「
違
法
性
」
が
要
件
と
さ
れ
て
お

り
、
違
法
性
の
有
無
に
関
し
て
は
行
為
（
侵
害
態
様

等
）、
結
果
（
被
侵
害
利
益
の
種
類
・
性
質
等
）
が

相
関
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
ほ
か
、
個
人
情

報
漏
洩
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
伴
う
不
法
行
為
の

成
否
が
問
題
と
な
る
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
違
法
性

の
ほ
か
「
権
利
侵
害
な
い
し
法
的
利
益
侵
害
」
を
要

件
と
し
て
扱
っ
て
い
る
た
め
、
か
か
る
見
地
か
ら
被

侵
害
利
益
の
性
質
や
そ
の
侵
害
の
態
様
・
程
度
、
結

果
も
考
慮
し
て
検
討
し
て
い
る
（
個
人
情
報
漏
洩
に

関
し
て
最
高
裁
平
成
29
年
10
月
23
日
判
決
（
判
例
タ

イ
ム
ズ
１
４
２
２
号
46
頁
）
等
参
照
）。
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Ａ
町
建
設
課
長
Ｂ
さ
ん　
町
営
住
宅
の
入

居
者
Ｃ
は
、
長
年
に
わ
た
り
住
宅
料
の
滞

納
が
あ
り
、
ま
た
所
定
の
退
去
手
続
き
を

踏
ま
ず
に
勝
手
に
退
去
し
、
住
居
内
に
不

要
な
家
財
道
具
な
ど
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま

と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
の
住
民
登
録
は
現

在
も
当
該
町
営
住
宅
の
ま
ま
で
あ
る
た

め
、
Ｃ
の
実
際
の
居
所
は
不
明
だ
っ
た
の

で
す
が
、
町
内
に
住
む
Ｄ
女
の
ア
パ
ー
ト

に
て
Ｄ
女
と
同
棲
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
、
未
払
住
宅

料
の
債
権
回
収
の
た
め
に
Ｄ
女
の
ア
パ
ー

ト
を
訪
問
し
、
応
対
し
た
Ｄ
女
に
対
し
、

Ｃ
と
お
話
が
し
た
い
と
告
げ
、
そ
の
後
Ｃ

と
未
払
住
宅
料
に
つ
い
て
納
付
折
衝
を
行

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
、
私
の

と
っ
た
行
動
に
対
し
、
Ｃ
か
ら
強
く
抗
議

さ
れ
て
い
ま
す
。

弁
護
士　
訪
問
時
に
マ
ス
ク
は
着
用
し
て

い
ま
し
た
よ
ね
？

Ｂ
さ
ん　
も
ち
ろ
ん
で
す
。

弁
護
士　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題

視
さ
れ
て
抗
議
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

Ｂ
さ
ん　
Ｃ
か
ら
「
自
分
が
こ
こ
に
住
ん

で
い
る
こ
と
を
ど
う
や
っ
て
調
べ
た
の

か
。」「
担
当
職
員
が
直
接
Ｄ
女
の
ア
パ
ー

ト
を
訪
ね
て
く
る
の
は
お
か
し
い
。
も
し

自
分
が
住
ん
で
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
つ

も
り
だ
っ
た
の
か
。」「
公
営
住
宅
料
の
未

納
が
あ
る
こ
と
は
Ｄ
女
に
は
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
秘
匿
し
て
い
た
の
に
、
知
ら
れ
て

し
ま
う
恐
れ
の
あ
る
行
為
で
あ
る
。」
な

ど
と
言
わ
れ
て
お
り
、
困
っ
て
い
ま
す
。

弁
護
士　
一
つ
ず
つ
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
Ｃ
が
Ｄ
女
の
ア
パ
ー
ト
で
同
棲
し

て
い
る
こ
と
や
、
Ｄ
女
の
ア
パ
ー
ト
の
所

在
地
を
Ｂ
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
知
っ
た
の

で
す
か
。

Ｂ
さ
ん　
狭
い
町
な
の
で
、
近
所
の
人
か

ら
自
然
と
情
報
が
入
り
ま
す
。
そ
の
う
え

で
、
私
は
実
際
に
Ｃ
が
Ｄ
女
の
ア
パ
ー
ト

に
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
ま
す
し
、
こ
の
日
も
実
際
に
Ｃ
が
出
入

り
を
し
て
い
る
こ
と
を
目
視
で
現
認
し
た

う
え
で
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。

弁
護
士　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
Ｄ
女
の
ア

パ
ー
ト
を
訪
ね
た
こ
と
は
何
ら
問
題
な
い

対
応
で
す
（
注
１
）。
次
に
、
公
営
住
宅

の
住
宅
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
い
う
事
実

は
、
個
人
情
報
に
あ
た
る
の
で
、
地
方
公

務
員
の
守
秘
義
務
を
定
め
た
地
公
法
第
34

条
第
1
項
と
の
関
係
で
留
意
を
要
す
る
と

こ
ろ
で
す
が
（
注
２
）、
Ｂ
さ
ん
は
、
訪

問
し
た
際
に
、
応
対
し
た
Ｄ
女
に
対
し
て

は
ど
の
よ
う
な
話
を
し
た
の
で
す
か
。

Ｂ
さ
ん　
「
Ｃ
さ
ん
と
話
が
し
た
い
の

で
、
Ｃ
さ
ん
を
呼
ん
で
ほ
し
い
。」
と
伝

え
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
滞
納
住
宅
料

の
折
衝
に
関
し
て
は
、
Ｄ
女
が
い
な
い
と

こ
ろ
で
話
を
し
ま
し
た
。

弁
護
士　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
守
秘
義
務
と

の
関
係
で
も
何
ら
問
題
な
い
対
応
で
す
。

む
し
ろ
、
債
権
回
収
の
見
地
か
ら
は
個
別

訪
問
に
よ
る
督
促
・
生
活
状
況
等
の
確
認

佐々木　泉顕
（ささき・もとあき）

profile
弁護士法人佐々木総合法律事務所
札幌市中央区大通西 １１ 丁目  大通藤井ビル６階
TEL 0１１-26１-8455　FAX 0１１-26１-9１88
・北海道町村会顧問
・一般社団法人札幌市医師会顧問
・北海道教育委員会顧問

弁護士 column

債
権
回
収
の
場
面
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護

債
務
者
の
居
所
訪
問
や
同
居
者
と
の
対
応
に
注
意
！

　
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど
の
債
権
回
収
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
多
く
の
市
町
村
職
員
に
と
っ
て
悩
み
の
種
で

す
。
債
務
者
に
よ
る
職
員
に
対
す
る
威
迫
行
為
、
さ
ら
に
は
暴
力
行
為
な
ど
、
刑
事
事
件
に
発
展
す
る
よ
う
な

深
刻
な
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
債
権
回
収
の
現
場
で
、
職
員
が
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン

ト
や
法
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
Ａ
町
建
設
課
長
と
弁
護
士
の
Ｑ
＆
Ａ
を
通
じ
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

弁
護
士　

佐
々
木
　
泉
顕
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03

04

泊村

浦河町

津波災害発生時の緊急避難に活用
住民避難用に津波対応型救命艇を導入

ドラレコで高齢者ドライバーの運転診断
映像を分析して安全運転をアドバイス

　泊村は昨年 11 月、村内の渋井地区で、日本海
沿岸で大津波が発生した際に乗船し、海面に浮く
ことで避難ができる津波救命艇を導入した。
　渋井地区の標高は 4.7㍍と低く、高台への避難
路の確保も難しい。地区に住む 13 世帯 26 人の住
民は高齢者が多いため、避難対策が課題だった。
　津波救命艇は、長さ 8.7㍍、幅 3.5㍍。艇体は
繊維強化プラスチック（ＦＲＰ）製で、岩や建物
などに衝突しても、艇内に乗っている人を保護す
る強度がある。津波に流されても水面に浮き、転
覆しても自然に元に戻る構造になっている。
　地区の住民が全員乗ることができる広さがある
艇内には、シートベルト付きの座席と簡易トイレ
のほか、救難信号の発信機を設置、1週間分の非

　浦河町は 65 歳以上の高齢者ドライバーに安全
運転意識を高めてもらおうと、ドライブレコー
ダーを活用した高齢者安全運転診断事業を始めた。
　無料で貸し出すレコーダーを高齢者ドライバー
が運転する自動車に取り付け、約2週間運転して
もらう。レコーダーが記録した映像は、浦河署の
交通課員が診断を行い、ドライバーとの個別面談
では、署員が一緒に映像を見ながら、運転技能の
注意点や改善のポイントをアドバイスする。
　診断を受けた高齢者ドライバーからは「きちん
と一時停止していたつもりだったが、実際の映像
を見るとできていなかった」などの声が聞かれる
という。診断を終えた参加者がレコーダーを購入
する際は、購入費の2分の1、5千円を上限に費

常食などを備蓄してい
る。救命艇は地区の中心
にある集会所の隣に設置
しており「日頃から目に
付く場所にあり、安心感が増した」との声も。
　村は毎年6月に行っている津波避難訓練で、救
命艇の乗り方や、設備の使用方法などの訓練を行
う予定という。藤田秀也企画振興課長は「訓練な
どを通して地域の防災意識も高めていきたい。救
命艇の出番がないことが何よりですが、津波発生
時には迅速な避難と住民の安全確保に活躍してく
れることを期待しています」と話している。

用を補助する制度もある。昨年 11 月末までに5
人が診断に参加し、2人が補助を受けたという。
　町は年2回、自動ブレーキなどの安全運転支援
機能を搭載したセーフティ・サポートカーSの体
験乗車や購入費の一部補助、高齢者向けの交通安
全教室を開催するなど、高齢運転者の事故対策を
進めている。町民課の澤谷優一郎主査は「自身の
運転を振り返り、あらためて安全運転を心掛ける
機会とすることで、高齢者ドライバーによる交通
事故の減少につなげていきたい」と語る。

町のＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネルでも事業
をＰＲ

運転時の映像を見
ながら浦河署員が
アドバイス

シートベルト付きの
座席がある内部

渋井地区に設置
した津波対応型
救命艇
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市町村の動き

01

02

岩見沢市

石狩市・当別町・新篠津村・増毛町

地域を支える農家と学生をマッチング
市がタクシー代を負担してバイト支援

サイクルツーリズムで広域観光
4市町村でサイクルルートマップを作製

　岩見沢市は、北海道教育大学岩見沢校、いわみ
ざわ農業協同組合と連携し、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響により、アルバイト先の確保が
難しくなっている学生と、労働力不足の課題を抱
える農家とをマッチングする事業を実施した。
　市内の畑作農家は例年、夏から秋にかけての収
穫期に多くの人手を要することから、アルバイト
を募集する。新型コロナウイルスの影響で、アル
バイト先が減少した学生にとっては貴重な働き口
となるはずだが、就労場所である農地は、市街地
から遠く離れた場所が多く、公共交通機関で行く
ことが難しい。このため、自家用車を持たない学
生にとって、応募のハードルが高いという。
　この課題を解決するため、市はタクシーを利用

　石狩市と当別・新篠津・増毛の3町村で組織し
ている石狩北部・増毛サイクルツーリズム推進協
議会（事務局・石狩市）は、サイクリングで4市
町村エリアの見どころを楽しんでもらおうと、サ
イクルルートマップを作製、配布している。
　モデルコースの普及を通じて、広域的な周遊観
光の振興を図ることが目的。令和元年度にマップ
を作製し、4市町村のホームページで公開してい
たが、地域を訪れる観光客に向けたアピールを強
化するため、本年度から市役所や町村役場、道の
駅、観光案内所などで配布を始めた。
　同協議会は、サイクリングを通じた観光活性化
や国内外からの観光客誘致を目的に平成 30 年に
発足。サイクリングやシーニックバイウェイ関係

して、学生を農家に送
迎する仕組みを構築。
農家の求人情報は、農
協が取りまとめて大学
に伝えられ、大学は学
生に発信。応募してア
ルバイトが決まった学
生は、市が借り上げたタクシーで農家に通う。市
民の外出自粛を受けて利用者が減少したタクシー
事業者の売上増加にもつながった。
　市企画財政部企画室の森田章裕主幹は「市内の
基幹産業を支える農業者と学生の交流が深まる効
果も生まれました。この交流が在学中だけではな
く、卒業後も続いてくれれば」と期待を語る。

の団体も参加している。快適で安全なサイクリン
グが楽しめる環境整備や情報発信などの取組を進
めており、本年度はプロモーション動画の制作も
進めるなど、地域の魅力発信に努めている。
　石狩市企画経済部企画課の上窪健一・交通担当
課長は「開発局や道と連携して、案内標識や路面
表示の設置を行うなど、道に迷わず、より安全で
快適に走行できる環境の整備を進めています。
マップを利用しながら多くの人たちに石狩北部と
増毛エリアを楽しんでほしい」と話している。

4市町村の見どころ
を紹介するマップ

市が借り上げた
タクシーに乗る
学生

プロモーション動画の撮影風景

畑で農業者から指導を
受ける学生
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08

東川町

利尻町

「しごとコンビニ」が好評
短時間だけ働きたい人をマッチング

まちづくりの新たな拠点に期待感
定住移住支援センター「ツギノバ」開設

　東川町は、短時間の仕事を希望する住民と人手
を求める町内外の企業などをマッチングする「し
ごとコンビニ事業」を昨年3月にスタートした。
　希望する仕事の内容などの事前登録を行った会
員には、スマートフォンのアプリケーションで仕
事の情報が届く。会員は時間や場所など、自分の
都合に合った仕事に応募する。短時間の農作業や
事務、マスクづくり、町内在住の外国人留学生向
けの翻訳業務など、さまざまな仕事があるという。
　昨年 11 月末の会員数は 175 人。子育て中の女
性やシルバー層、学生など、会員のスキルや年齢
層も多彩だ。これまでに町内外から 165 件の仕事
の発注があり、報酬の総額は 1168 万円に上る。
　地方創生事業の一環として、町が仕組みづくり

　利尻町は昨年7月、町内への移住・定住に関す
る情報発信や相談業務を行う拠点として、定住移
住支援センター「ツギノバ」を開設した。
　同センターは旧沓形中学校の校舎を活用し、移
住・定住に関する業務を集約。運営を地域づくり
支援に取り組むＮＰＯ法人・離島経済新聞社（東
京）に委託した。昨年 10 月末までに 40 件の移住
相談に対応した。カフェや仕事場として共有でき
るコワーキングスペース、多目的スタジオなど、
交流拠点の機能も備え、町内外からの来館者は昨
年 10 月末で 1500 人に上るなど、好調な滑り出し
をみせた。
　「町外からの移住を進めるには、住民が定住し
たいと思う地域づくりが必要」として、町は新年

を担い、運営を
第3セクターの
東川振興公社に
委託した。同公
社では、専任職員2人が町内外の企業や団体を対
象にして、短時間での就労が可能な仕事の掘り起
こしに取り組んでいるという。
　町の竹部修司産業振興課長は「町内の働き手不
足などを背景として、岡山県奈義町の取組を参考
に事業を始めました。仕事の発注者と受注者が互
いに、経済的にも精神的にも満足できるような仕
組みに育ってきており、さらに内容を充実させて
事業を軌道に乗せていきたい」と話している。

度、理科室を改修し、水産加工品などの商品開発
を行うことができる「チャレンジキッチン」を開
設するほか、体育館は人工芝を張った屋内遊戯施
設としてリニューアルする方針。通信制大学のサ
テライトキャンパスの開学も予定している。
　町まちづくり政策課の佐藤弘人課長は「まちづ
くりを自分ごととして考える人が集まり、何かを
作り出す拠点として活用していきたい。ツギノバ
という名称には『次』と『継ぐ』という意味を込
めています。子どもたちに、町の大人たちが頑張
る姿を伝えていく場にしたい」と抱負を語る。

空き校舎となった旧沓形
中学校校舎を活用

カフェは島内外から訪れた
人たちの交流拠点に

上：「しごとコンビニ」
の登録方法。実家に帰
省中の学生なども会員
登録できる
下：「しごとコンビニ」
の仕組み。担当者によ
る新たな仕事の掘り起
こしも進む
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福島町

江差町・上ノ国町・厚沢部町・乙部町・奥尻町

猫型ＡＩロボットで楽しく検温
顔認証で園児の体温を個別に管理

地域医療連携推進法人を設立
檜山南部5町で医療資源の有効活用を目指す

　福島町は新型コロナウイルス感染症対策の一環
として、保育所など3カ所に体温管理システムを
備えたＡＩ（人工知能）ロボットを導入した。
　ロボットはＮＩＷＡロボティクス（台湾）の製
品。函館市のＩＴ企業グローバル・コミュニケー
ションズが開発した検温システムを搭載する。顔
認証で園児を識別し、体温データはクラウド上で
個別に管理する。37.5 度を警告体温として設定
しているが、基準を下回っていても、普段より体
温が高ければ音声で知らせる。サーモグラフィー
と非接触型体温計を備え、元気に動き回る幼児の
検温や外気温の影響を受けやすい場所など、状況
に応じて使い分けられる。導入費用は約 150万円。
　昨年8月から利用を開始し、現在は認定こども

　江差、上ノ国、厚沢部、乙部、奥尻の檜山南部
5町は、各町の医療機関や道立江差病院の連携に
向け、道や医療法人も参加する地域医療連携推進
法人・南檜山メディカルネットワークを設立した。
　南檜山医療圏域は、道が定める二次医療圏の中
でも、入院自給率が最も低く、公立病院は多くの
休床を抱えているなどの課題がある。人口減少や
高齢化が進行する中、地域の医療機関を効果的・
効率的に運営していくことで、限られた医療資源
を有効に活用することが求められている。
　地域医療連携推進法人は、地域で良質・適切な
医療を効率的に提供するため、医療連携推進業務
を行う一般社団法人を都道府県知事が認定する。
全国ではこれまで 20 法人が認定を受けている。

園福島保育所、町子育て
支援センター、福島学童
保育に設置。紙ベースで
管理していた体温記録な
どの負担軽減にもつながった。最初は戸惑った様
子の園児もすぐに慣れ、保護者からも利便性の高
さや安心感を評価する声が聞かれるという。
　今後は、記録した体温を保護者と共有する仕組
みづくりも検討する方針で、高齢者の見守り活動
などにも活用したい考え。町民課の菊地宗也主事
補は「楽しく検温してもらい、感染症対策や子ど
もたちの健康管理に生かしていきたい」と話す。

　道内では、南檜山メ
ディカルネットワークが
初めて認定された。今後
は、圏域内での医療機能
の分担や患者紹介の円滑
化、医療機関同士の業務連携、高額医療機器の共
同利用などを進めていく方針という。
　江差町の白鳥智子健康推進課長は「檜山南部な
どの過疎地域では、医療や介護を担う人材の確保
は非常に厳しい状況にありますが、住民が長年住
み慣れた町で、医療や介護サービスを受け続ける
ためにも、今回の法人の設立が、地域医療体制の
維持・強化の一助となれば」と期待を語る。

ロボット本体とサー
モグラフィー機器

5町の町長らが法人
の理事に就任した

非接触型体温計で
の検温の様子

設立式典で挨拶する代
表理事の鈴木信寛・北
海道病院事業管理者

56PRACTICE   2021  Winter



No.34
2021 Winter

PRACTICE

令和３年（2021 年）１月 20 日発行

編集・発行
公益財団法人北海道市町村振興協会
〒060-0004
北海道札幌市中央区北４条西６丁目
北海道自治会館６階
TEL：（011）232-0281
FAX：（011）221-5866
E-mail：z-2@do-shinko.or.jp

編集協力
株式会社道銀地域総合研究所
株式会社建新総合研究所

令和３年度（2021 年度）研修事業の実施予定について
　令和３年度の研修事業のうち「市町村職員外国派遣研修」は、新型コロナウイル
ス感染症の世界的流行が終息せず、参加者の健康や安全の確保を最優先とするた
め、実施を見送る方針です。「市町村職員国内先進事例研修」は、感染症の動向を
見極めながら、道外・道内の２コースで実施する方向で検討を進めます。「北海道
市町村長交流セミナー」及び「市町村職員政策研修会」については、感染防止対策
等を講じた上で開催する予定です。いずれも日程や内容等の詳細が決まり次第、各
市町村の研修担当課等にお知らせします。

編集担当○×余録
▼３月に東日本大震災から 10年を迎えます。当時 50 代だった職員は、既に定年の
時期を迎え、小中学生や高校生だった若手職員が第一線で活躍しています。次の 10
年後には震災後に生まれた〝震災を知らない子どもたち〟が、市町村行政の現場に
入ってきます。敗戦から戦後の復興、高度成長の時代からバブルの崩壊、少子高齢
化や就職氷河期…。世代間のギャップを超え、大災害の経験や教訓を伝えてきた諸
先輩の知恵や努力を思い起こし、防災力を高めていくための取組が必要です。
▼「震災の記事を目にすると涙が出てくるのは、気持ちの復興がまだまだなのかな
と感じます」。特集で取材した加納保さん（気仙沼市）のメッセージです。10年の
歳月が過ぎても「心の復興」は、これからだということを実感させられます。巨大
災害に等しい衝撃を世界にもたらしたコロナ禍が続いています。災害で被災した人
たち、感染症に罹患した人たちの心に寄り添った支援が大切です。〈ま〉

市町村職員国内先進事例研修
・期　間：令和２年 10 月 14 日～16 日（３日間）
・研修先：夕張市、栗山町、当別町、安平町
・参加者：市町村職員 14 人、事務局職員３人
夕張市では財政再建と地域再生の両立の取組を学びました。見学に訪れた

複合拠点施設「りすた」は、図書館や行政窓口、公共交通機関のハブ機能な
どを備えた、夕張の新しいシンボルです。栗山町では、超高齢化社会の適応
に向け、高齢者の社会参加で得られる介護予防効果に関する調査事業や、も
のづくりに取り組む住民を応援するクリエイターズマーケットの運営など、
町の認知度向上やブランディングの取組を学びました。当別町では、洪水などで河川に流出した支障木を木質燃料に
加工する取組や、ドローン（小型無人機）を活用したスマート農業や防災、イベントでの利用など、幅広い活用方法
を学びました。安平町では、ＩＣＴを活用した次世代型交通に関する実証実験の取組について理解を深めました。

市町村職員政策研修会をオンライン開催
　本年度の「市町村職員政策研修会」は、新型コロナウイルス感染症の集団感染が続発している状況から、開催を中
止しました。当協会はオンライン研修会として、ホームページで講演動画を配信しています。視聴にはパスワードが
必要です。パスワードは職員研修担当課等にお知らせしています。

・講演Ⅰ「新型コロナウイルス対策と令和３年度の地方財政」　配信期間：令和３年３月 31 日まで
講師：小西　砂千夫氏（関西学院大学大学院経済学研究科・人間福祉学部教授）

・講演Ⅱ「メディア情報のゆがみと風評をどう考えるか」　配信期間：令和３年２月 28 日まで
講師：小島　正美氏（食生活ジャーナリストの会代表・食品安全情報ネットワーク共同代表）

・配信ページ：当協会ホームページ（トップページ ➡ 協会の事業 ➡ 研修事業）
・ＵＲＬ：https://do-shinko.or.jp/r2seisakukenshuukai/

令和２年度（2020 年度）研修事業の実施報告

市 町 村 振 興 協 会 コ ー ナ ー
Information

▲ 夕張市の複合拠点施設「りすた」を見学
する参加者

市町村の動き

09

10

更別村

根室市

村内のオフィス需要に応える
トレーラーハウスでサテライトオフィス

聴覚障がい者の安心確保へ
文字表示機能付き戸別受信機を貸与

　更別村は本年度、起業支援の一環として、複数
の企業が共同利用できるサテライトオフィスを村
役場近くに整備した。既に1社が入居済みで、テ
レワーク拠点などとして活用が期待されている。
　オフィスは、千歳市の企業が開発した木造の
ムービングハウス。村の地域創造複合施設にある
サテライトオフィスが満室となったため、レンタ
ルで調達した。村は、起業促進を目的として、村
内の事業者に無料で貸出す方針。昨年9月には、
東京のＩＴ企業の社員が、キャッシュレス決済な
どの事業を行う合同会社を立ち上げて入居した。
　村はＩＣＴ（情報通信技術）やＩｏｔ（モノの
インターネット化）、ＡＩ（人工知能）などの先
端技術を活かし、自動走行バスや遠隔医療・介護

　根室市は、新年度に予定している防災行政無線
のデジタル化に合わせ、市内の聴覚障がい者全員
に文字表示機能付き戸別受信機を無償貸与する。
　市は本年度から2年間の計画で、津波警報など
の緊急情報を伝える防災行政無線のデジタル化を
進めている。受信機は音声放送に加え、4.3 イン
チのディスプレイには、最大 100 字の文字情報が
表示でき、送信された情報は 50 件まで保存する
ことができる。市は聴覚に障がいがある住民に防
災情報を確実に伝えることができるとして、予備
機を含めて、市内在住の聴覚障がい者全員に行き
渡る 87 台の受信機を新たに配備する方針という。
　市は聴覚障がい者の団体や手話の会との勉強会
を重ね、昨年4月「根室市思いをつたえる手話言

などを生活インフラとして導入する「スーパーシ
ティ」の国家戦略特区認定を目指しており、関連
企業の入居やテレワークの拠点としてサテライト
オフィスの需要が高まることを見込んでいる。
　村の今野雅裕企画政策課長補佐は「オフィス需
要が増えれば増設も考えたい。村内での情報・通
信関連の起業に期待していますが、業種は問いま
せん。将来的には、雇用や移住してきた若者が増
え、村の子どもたちも地元で働きたいと感じるよ
うな村づくりを目指します」と期待を込める。

語条例」を施行。聴覚障がい者が不便や不安を感
じることなく安心して暮らすことのできる社会づ
くりを目指している。条例施行を契機に手話言語
出前講座の開催など積極的な取組を進めている。
　市社会福祉課の井平雄司・福祉主査は「条例は
行政と市民の協働で内容を練り上げた初めての
ケースです。条例を制定して終りではなく、さま
ざまな聴覚障がいを持つ人たちとの共生を実現す
るには、どのような方策が必要なのかを具体的に
考え、より良い事業を企画していきたい」と語る。

内部はシェアオフィス
としての利用も可能

4.3 インチのカラー
液晶ディスプレイで
文字を表示する戸別
受信機

トレーラーで移動で
きるムービングハウ
スを活用したサテラ
イトオフィス

条例施行を契機に市職員
がデザインしたシンボル
マーク。シールや缶バッ
チも配付している
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市町村職員
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こ の 大 地 に 生 き て

人馬の無病息災を願う西舎神社の騎馬参拝

６月のルピナスの丘

　太平洋と日高山脈に抱かれた自然豊かな馬のま
ち・浦河町。つぶらな瞳のサラブレッドはもちろ
ん、道内最大の幹周を誇るエゾヤマザクラ「オバケ
桜」や天然記念物オオワシなど、豊かな自然が見せ
る四季折々の表情があり、被写体は尽きません。ま
た、カメラや写真に関わる人・イベントも多く、カ
メラをきっかけにしてたくさんの人とつながること
ができるのも楽しいところです。
　ＳＮＳにはカメラ好きの町民が撮影した写真がた
くさん投稿されていますので、そちらからも浦河町
を楽しんでいただけたらと思います。

P
R
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T
I
C
E

（うだ・さおり）平成元年浦河町生まれ。広報広聴係への異動をきっ
かけにカメラを持ち始めた。「北海道カメラ女子の会」や「浦河高校
写真部」の写真に魅了され、一層興味を持つように。今年はミラー
レス一眼を購入し、休日にはカメラを手に風景や花などの写真を主
に撮影している。

浦河町企画課広報広聴係主査　宇田　早織さん

満開の優駿さくらロード
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